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    一章　　頭痛がするので休みたい。


    



    　視界に映るのはパンツだ。色は黒。セクスィー。


    　もっと詳しく観察するため、体を動かそうとするのだが。……無念。できない。


    　僕は床に転がされている。手足に二重三重の結束バンドを巻かれた、完全拘こう束そく状態で。


    　頭上からは声が降ってくる。


    「これより、裁判を始めます。……被ひ告こくは一年Ｃ組、響ひびき川かわ晴はれ。容疑は、当学園に対するテロ行為」


    　縛られた僕の前には、赤絨じゆう毯たんが敷かれている。その先、数段高い位置には、玉ぎよく座ざが備えつけられてあった。


    　御ぎよ座ざから僕を見下ろしているのは、毅き然ぜんとした麗れい人じんだ。


    　肩まで伸ばした色の薄い金髪。アクセントとして三つ編みを頭頂で横巻きにしている。着ている制服は、ほとんど原形をとどめていない。ホワイトを基調としたオーダーメイドの派手な上着。胴どうを締めつけるコルセットに、両サイドとバックが膨ふくらんだスカート。ニーソも白。手にした乗馬の鞭むちを弄もてあそぶ姿には、クールビューティーという言葉が似つかわしい。
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    　彼女こそ、僕が通う翠すい峰ほう巒らん学園の二年生にして最高権力者、霧きり山やまタチアナ・ブルメコシュア会長、そのひとである。なんでも学園創始者の孫まごだとかで、学内では校長よりも発言力があるらしい。


    　会長は、実務口調で僕に告げる。


    「では、洗いざらい吐いてもらいましょう。あなたに黙秘権はありません。あなたが話す内容は、すべて証しよう拠ことして扱われます。心しておくように」


    「あのう。できればこれをほどいてからにしてもらえるとありがたいんですけど……」


    「却きやつ下か」


    　抗議は、あっさり退しりぞけられた。こちらの要求なんて聞いてくれないだろうとは、ここまでの成り行きで想像ついてたけど。


    　ことの始まりは、放課後にまでさかのぼる。


    



    　長かった授業も終わり、ようやく家に帰れると思っていた矢先のこと。


    　突然、僕は数人の生徒に取り囲まれ、有う無むを言わせず拉ら致ちされた。


    　そのまま連れてこられたのが、この部屋、生徒会長室だったのだ。


    　無駄に広い室内には、会長の執しつ務む机を始め、豪華な調度品が揃そろっている。壁かべ際ぎわには表彰状やトロフィーが並んでいるほか、歴代会長の写真なども飾られていたり。


    　部屋には僕と会長のほか、僕を引っ張ってきた生徒たちが控えている。玉ぎよく座ざを挟はさんだ左右に並ぶ彼らこそ、生徒会の面々だろう。会長に忠ちゆう誠せいを誓ちかう者たちからなる組織で、彼女の親衛隊も兼かねていると聞く。


    　部下を従えた会長は、僕への問いかけを続ける。


    「被ひ告こく、響ひびき川かわ。あなたは自分がなぜ呼ばれたか、理解しているでしょうね？」


    「さっぱりです。何かの間違いじゃないかと思います」


    「咎とがめられるようなことはしていない、と？」


    「ええ。まったく心当たりはありません」


    　僕は正直なところを口にした。何回聞かれても、知らないものは知らないのだ。


    　しかし会長は、僕の話を信じない。


    「あくまでとぼけるつもりですね。素直に認めるなら情じよう状じよう酌しやく量りようの余地もありましたが。……是非もありません」


    　おもむろに立ち上がった会長は、僕へと何かを放って寄こす。


    「それは今朝、当生徒会の投書箱に投とう函かんされていたものです。その手紙こそが、あなたが犯人だと示すなによりの証拠」


    　投げられたのは、一枚の便びん箋せんだった。縛られている僕は首を傾け、なんとか中身を読む。


    　文面には、切り貼りされた文字でこうあった。


    



    『若わか葉ば祭を中止しろ。さもなければ誰かが死ぬ』


    



    　若葉祭というのは、毎年春に開催される、我が校の学園祭である。


    　学園祭や文化祭は、一般的に夏から秋口に行おこなわれるのが相場。しかしうちの学園では、それを春先に持ってきている。この時期に行事をやることで、新入生を含めた生徒たちがいち早くクラスに馴な染じめるよう促す狙ねらいがあるらしい。それゆえ学内でも重要なイベントだとされているのだが。


    　なのに手紙の送り主は、その祭りを中止せよと要求していた。


    　つまりこれは、脅きよう迫はく状というわけか。


    「どうです？　これを見ても、まだシラを切るつもりですか？」


    「ばかばかしい。誰かがイタズラで書いたんでしょう」


    　僕は鼻で嗤わらっておいた。こんなもの、真まに受けるほうがどうかしている。


    　呆あきれ半分の僕とは裏腹に、会長は深刻そうな表情だ。


    「そうは思えません。公表はしていませんが、似たような手紙が届くのは、これが初めてではありません。しかも内容は、回を追うごとにエスカレートしてきている。……我われ々われ生徒会は、この脅迫を危険だと見なし、被害が出る前に犯人を確保することにしたのです」


    　ようやく話の流れが見えてきた。


    Ｑ．なぜ僕はここへ連行されてきたのでしょうか？


    Ａ．なぜなら、一連の脅迫状を出した人物だと思われてるっぽいからでーす。


    　見当外れもいいところだ。


    「……あのね。言っておきますけど、僕はこの件とまるで無関係です。手紙が冗じよう談だんかどうかはともかく、出したのは僕じゃない」


    「残念ながら響ひびき川かわくん。あなたの活動履歴は、こちらでも把は握あくしています」


    　溜ため息いきをついた会長は、おもむろに僕の過去をそらんじ始めた。


    「響川晴はれ。通称、『反学園祭ゲリラ』。……中学時代からアンチ学園祭活動家として名を馳はせ、各地の学校に出しゆつ没ぼつしては、学園祭の妨ぼう害がいを企くわだてること数度。主なやり口として、祭り前日まで正門でハンガーストライキを決行、裸で学校の屋上から学園祭の害を説といたビラを撒まく、公共放送の番組に、学園祭をやりたくない旨むねを延々綴つづった意見を投稿する、などなど。度たび重かさなる反社会的行為の末、幾いく度どか警察の厄やつ介かいにもなっている。……挙あげるだけで頭が痛くなる経歴ですね」


    　ひとの過去で頭痛にならないでほしい。そう思ったが、僕は反論せずに聞いていた。


    　会長が述べた話。それらはすべて事実である。


    　僕は今言われたとおりの人間だ。世の中から学園祭をなくすため、日夜戦っている。それというのも僕自身、学園祭は人類にとってまったく必要のないものだと考えているためだ。


    　学園祭に反対する理由だって、いくつでも挙あげられる。


    　勉学の妨さまたげになる。不純異性交遊を助長する。準備に取られる時間が無駄。……などというありがちな理由以外でも、ざっと八百は思いつくが、いちいち言うのはやめておこう。みなまで言わずとも、論理をわきまえた人間なら、僕の意見に賛同してくれるはずだ。


    　会長は、僕に厳しい視線を向けたまま言う。


    「生徒たちが楽しみにしている学園祭を、意味不明なエゴで台無しにしようなどと、許されることではありません。学園は、今回の事態を重く受け止めています。これまでは見過ごされてきたとしても、当校ではそうはいきません。あなたには厳しい処分を……」


    「待ってくださいって！　確かに僕は反学園祭ゲリラとして活動していた。でも、今回はまだ動いてない！　もうちょっとしてから始めようと思ってて……」


    「往おう生じよう際ぎわが悪いですよ、響ひびき川かわくん。ほら、これでも食べて正直になりなさい」


    　運ばれてきたのは、平たいお椀わんに盛られた残飯。固くなった白ご飯の上に、頭だけになった魚の骨が載せられているだけ。近頃はペットでももっといいものを食べている。


    「せめてカツ丼どんだろ取り調べなら！　いや、たとえ出されても口の割りようがないけど！　脅きよう迫はく状を出した憶おぼえがないんですから！」


    「憶えがないとはよく言えたもの。我が校では今学期まで、このような事件が起こったことはありませんでした。ところがあなたが入学した途端、かくもいかがわしい脅迫状が届いた。誰が犯人であるかは明らかでしょう」


    「それだけで、僕が犯人だと決めつけるんですか!?」


    「あなた以外の誰がこんなものを作ると？　やれ学園祭をやめろ、リア充は死ね、とくに恋人がいる奴には天罰が下れなどと、いかにもあなたが言いそうなセリフではないですか」


    「文面そこまで具体的じゃなかったし！」


    　これでは押し問答だ。会長もだんだん痺しびれを切らしてきている。


    「いいから白状なさい！　罪を認めればよし。さもなければ、少々痛い思いをするかもしれませんよ」


    　会長は、鞭むちを掌てのひらで軽くしならせる。脅おどしのつもりか、それを手に段を下り、僕へと近づいてきたところで。


    「……フ。ふふっ」


    「何がおかしいのです？」


    「いや、会長が鞭をヒュンヒュンする度たび、スカートがひらひらして中身が」


    「ッ！　品格っ！」


    　短いはずの乗馬鞭が手元で伸び、弧こを描えがいて振り下ろされる。迷うことなく顔だった。たぶんそこがいちばんひっぱたきやすかったのだろう。


    　スカートの裾すそを気にしながら、会長は僕を睨にらみつける。


    「まったく油断も隙すきもない。……噂うわさどおり、著いちじるしく品位に欠ける問題児のようですね。卑ひ劣れつな脅きよう迫はく状を送りつけるだけのことはあります」


    　手下どもに押さえつけられた僕も会長を睨み返し、精一杯抵抗する。


    「品位に欠けるのは認めよう。……でも、僕にだって誇りはある。自分がやったなら、やったって言うよ。出してないものは出してない」


    「……どうやら、反省するつもりはないようですね」


    　会長の合図で、僕は手下たちに引き起こされた。縛られたまま判決が下される。


    「懲ちよう罰ばつ房ぼうへ。やったことを話す気になるまで、放りこんでおきなさい」


    



    



    　懲罰房は、生徒会長室の隣にあった。来るのは初めてだが、陰気な場所だ。机と椅い子すが数セットしまわれているほか、古い生徒会関係の資料を収める棚、各種のイベントで使われる用具などがところ狭しと詰めこまれていて、……要は物置である。


    　外から鍵かぎをかけられている。


    　黴かびくさい部屋に閉じこめられ、途方に暮れる。


    　本来ならとっくに家に帰ってくつろいでいる時間だ。それなのに犯人扱いされ、こんなところに放りこまれるなんて。考えるだけで散々だ。


    　そのまま十五分、三十分と時間が経過。


    　そろそろ誰か様子を見に来たっていい頃ころ合あいだろう。


    　そう思ってから、さらに十五分、三十分。


    　誰も来ない。


    　え、マジでこのまま放置プレイ？　朝までこのままだったらどうしよう？


    　焦あせり始めていたときだった。


    　前触れもなく、ドアの鍵が回る音がした。それに続いて。


    　ダーン！　ドアが力強く蹴けり破られ、黒い影が転がりこんできた。


    「手を挙あげろゴミ虫！　貴様は完全に包囲されている！」


    　こめかみに突きつけられる固い物体。視界の端に、黒いものが見える。円筒状のパーツと撃鉄、グリップからなるものといえば。


    　銃!?


    「ただいまヒトロクゴーゴーをもって、当地は小官の制圧下に入る！　動くと撃つぞ！　脳のう味み噌そをぶち撒まけられたくなければ、武器を捨て投降しろ！」


    　このとき僕は、脅おどしてくる声がやたらアニメ声なのに気づいた。セリフは怖いが、まったく合ってない。


    　正体を見極めようと、勇気を出して横目を使う。


    　侵しん入にゆう者は少女だった。僕より小さいくらいの、ちまっとした。それがテキサスの荒くれ者よろしく、ひとの頭に拳銃を突きつけている。


    　長い髪を髪留めでアップにし、ボリュームを作っている。今時の倣ならいなのか、丈たけの短いスカートに、黒ニーソ。足元は編み上げブーツと、全体的にオシャレな感じ。制服のリボンから判断するに、僕と同じ一年生らしい。


    　そこまでなら、普通の可愛かわいい女子高生で通るだろう。


    　だが、一部分だけ、どうしても見み逃のがせないパーツがあった。


    　彼女がつけている眼帯だ。


    　それも、目の病気のときにつけるようなやつではない。左目全体を幅広くカバーする形の、もしかしてオシャレでつけてるのですかと問いかけたくなるタイプの眼帯。それが、嫌いやでも注意を惹ひきつける。そこだけが違和感バリバリ。


    　なぜ眼帯なのだろう？　湧き上がる疑問を抑え、訪問者に問いかける。


    「……どちらさまでしょう？」


    　すぐに敬礼と、元気のよい答えが返ってきた。


    「はい！　小官は本学校一年Ｄ組、詩しノの森もりミアであります！　オンラインゲームでの階級は大佐！　本日は、貴き殿でんに申し上げたいことがあって参上した次第！」


    　違った。変なのは眼帯だけじゃなかった。


    　当学園、そこそこ進学校だということもあり、校則は緩ゆるいほうだ。細かい制服の規定はないし、生活態度についても本人の自主性に委ゆだねられる部分が大きい。そのため、生徒もわりと自由に振る舞えるのだが。


    　にしてもこれは度を超えている。


    　うちはあくまで普通科オンリー。自衛隊志望の青少年に向けた専門コースはない。付け加えるなら、軍人になりたいからといって、日常的に『あります』語尾は使わないだろう。イタすぎる。


    　この場を穏おん便びんに乗り切るべく、努力して笑顔を作る。


    「あ、大丈夫です。間に合ってます」


    「いやいや！　怪しい勧誘とかではなくて！　あっ！　それ『なんだこのかわいそうな子は』って目だ！　最後まで聞いてほしいであります！　さもなくば撃つ！」


    「いやだ！　放せ！　必要以上に濃いキャラとは付き合いたくない！　僕まで同類だと思われてしまう！」


    「思われていきましょう！　それもまたよしであります！」


    「いーやーだー！　誰か来てぇ！　ここになりきり軍人がいますう！」


    　心から関わり合いになりたくない僕は、相手を振り払おうとがんばった。だが敵も諦あきらめてくれない。素早く僕の背後に回りこむと、首に手をかける。


    「聞いていただけぬのならこうであります！　秘技！　やってはいけない場所の圧迫！」


    　繰り出されたのはチョークスリーパー。当然、体勢としてがっちり密着するわけで、思わぬ幸運が舞いこんだ。この御方、背はお小さいわりに、胸はかなりボリューミー！


    　などと、邪よこしまなことを考えていたのがいけなかった。


    　あっという間に呼吸ができなくなる。技のキレ具合を甘く見ていたようだ！　脱けられず締まる締まる！　ギブ！　ギブアップしないと！


    　しかしこちらは四肢を拘こう束そくされた状態のまま。タップもできず、絡からまった腕は解けない。そのうち意識が遠のいてきて……。


    　オチた。


    



    



    　パチン！　パチン！　頰ほおを張られる感触。


    「……もし！　響ひびき川かわくん。……響川くん！　死んだでありますか？」


    　まだ死んでいなかった僕は目を開ける。


    　目の前にあったのは、首締め少女の顔だ。心配そうにこちらを覗のぞきこんでいる。そして僕の頭が乗っているのは、彼女の太ふと股ももの上。


    　僕は膝ひざ枕まくらされていた。さっきから妙に頭が温か柔いと思ってたけど!?


    「な、なんで膝枕なんですか!?　そういうお店プレイはまだ早いと思います！」


    　飛び起きたところで、手足の拘束が外されていることに気づいた。彼女が解いてくれたのだろうか。


    　頭が回るようになってくると、途端に吐き気がこみ上げてきた。


    「……うっ、気分が悪い。きっと膝枕のせいだな……」


    「ひとが親切でしてあげた膝枕が、気分悪いと!?」


    「そこは感謝してる。ありがとう青春の一ページ。……けど、いきなり膝枕はステージが高すぎて。体が適応不全を起こしたようだ」


    「なるほど。普段から異性に免めん疫えきがないのでありますな」


    「はっきり言うな！　傷つくわ！　……ったく、何なんだ。問答無用で締め技、からの膝枕って。アメと鞭むちが極端すぎるぞ」


    「初対面なのでインパクト重視でいこうと思って。……話を聞いてくれないそちらにも非はあるでありますよ？　おとなしくしておれば、誰も傷つかずにすんだのに」


    「なんでこっちが悪いみたいになってるんだよ。技かけてきたのはそっちだろ」


    「なにせ小官、軍人でありますから……」


    「照れるとこ違う！　軍人がみんな出会ったばかりの一般人にマーシャルアーツしかけるわけじゃねえだろ!?」


    　こんな危険人物とは距離を置くべきだ。けれど向こうが扉を塞ふさぐ格好で座っているため、逃げ出すこともできない。


    　嫌いや々いやながら切り出す。


    「で。この憐あわれな虜囚とりこに、何のご用があっておいでになったんですかねえ。助けに来てくれたにしては、やりかたがオリジナルすぎるし」


    　居住まいを正す彼女。


    「改めて名乗るであります。小官は、一年Ｄ組、詩しノの森もりミア。所属は生徒会、第三突撃小隊。趣味は銃器と火薬の扱いを少々」


    「お茶とお琴ことを少々、みたく言うな」


    「趣味の話はまた今度ゆっくりするとして。それよりも、目先の話をしましょう。小官がここへ来たのは、会長から響ひびき川かわくんの話を聞いたからで。……なんでも響川くんは、学園祭に反対する活動家だそうでありますな？」


    「……まあね」


    　会ったばかりの、怪しい相手だ。警戒する僕に、詩ノ森は小動物がみゃーみゃー鳴いているような声で確認してくる。


    「先ほど、小官も生徒会室におりました。会長から教えていただいた話では、中学時代は相当暴れ回ったらしいでありますな？　学園祭をあらゆる手段で妨ぼう害がいしてきたとか。イベントのステージとなる体育館を、人間の盾たてとなり封ふう鎖さ。来らい賓ひん用の駐車場に画が鋲びようを撒まく。屋上で反学園祭の爆音ロックを歌う。作成途中のクラス展示に『もっとがんばりましょう』のシールを貼るなど。イタズラまがいの嫌がらせをするので有名だったとか」


    「まあね」


    「ひとの楽しみを妨害することでしか心を満たせない、暗い青春を送っているとか」


    「おおきなお世話だ！」


    「あ、責めているのではないであります！　むしろ逆！　小官は、響川くんを評価しているのでありますよ」


    「……何が言いたい？」


    　むくれる僕に、語気強く、力説が始まった。


    「これまで響川くんは、数々の学園祭を妨害してきました。被害にあった学校は多く、響川くんを怨うらむ者もかなりの数に上ります。……しかし裏を返せば、それだけ戦果を挙あげているとも言える！」


    　拳こぶしを振り上げる詩ノ森。


    「小官、響川くんの活動経歴を知って驚きました。これほどの人材が野に埋うもれていたなんてと。妨害作戦の立案能力といい、学園祭の情報を収集、活用する処理能力といい、中学生とは思えぬほどでありました。まさにブラボー！　こんぐらっちれーしょん！」


    「……誉ほめられれば悪い気しないな」


    「そこでご相談なのでありますが」


    　わざとらしい咳せき払ばらい。


    「……実は小官、響ひびき川かわくんにお願いがあって来たのであります。 というのも、小官がやろうとしている作戦には、響川くんの頭脳と行動力が不可欠となりそうで」


    「よしよし。聞いてやろう。言ってみなさい。この僕に言ってみなさい！」


    　だが次の一言が、いい気分を一瞬で霧む散さんさせた。


    「小官、生徒会の平役員以外にも肩書きを持っておりまして。何を隠そう、学園祭の実行委員なのでありますが。……そう、かの誇り高き名めい誉よ職しよく、高校時代にしかできないお祭りを、滞とどこおりなく進めるため日々心を砕く、ピースキーパー・オブ・ワカバ・フェスティバル！　略してＰＯＷ！　あなたの青春おもいで、守りたい！」


    　テンションアゲアゲで、登場直後の戦隊ヒーローがやるようなキメポーズを作っているが、どうでもいい。たぶん最後『～したい』と『～隊』がかかってるのだろうが、どうでもいい。


    　大事なのはこのキーワード。『学園祭実行委員』。


    　ガクエンサイジッコウイイン？


    　なんたること。


    　つまり僕は、自みずからの敵と同席していたわけか。


    　自分のうかつさに、僕は歯ぎしりする。まさかこの僕が、仇かたきとも言うべき相手に同席を許すとは。あまつさえ膝ひざ枕まくらさえ許すとは。あっていいことではなかった。


    　こいつが学園祭実行委員なら、話はここで終わりである。


    　僕は心に蓋ふたをし、敵に備えるモードに切り替える。


    　一方、僕の変化に気づかない詩しノの森もりは、有頂天で話し続けている。


    「今話したように、小官は響川くんを買っております。……響川くんは学園祭に反対し続けてきた、言うなれば犯人にもっとも近しい存在。だからこそ、同じ立場にある犯人の心理を、誰より理解できると思うのであります。すなわち、蛇じやの道は蛇へび！　もし響川くんが協力してくだされば、学園の秩ちつ序じよを乱す者を捕まえることも……」


    「断るッ！」


    　最後まで言わせなかった。


    　立ち上がった僕は、部屋中が震ふるえるほどの大声で叫ぶ。


    「僕は学園祭が大っ嫌いだ！　学園祭と聞くだけで虫むし酸ずが走る！　……どうも話の進め方が回りくどいなと思ったら、案あんの定じようだ。危あやうく騙だまされるところだった！　結局、学園祭を成功させるために手伝えってことだろ！　そんな手に乗るか！」


    「どうしてそんなことを言うのでありますか!?」


    　詩しノの森もりも引き下がらない。僕の脇わき腹ばらへ銃を突きつけつつ。


    「小官はただ、脅きよう迫はく状を出した人間を突き止めたいだけであります！　響ひびき川かわくんが力を貸してくれるなら、必ず犯人を挙あげられるものと、小官確信しているのでありますよ!?」


    「なら銃口くらいあっち向けろ！」


    「お願いであります！　ほら、かの名作『羊ひつじたちの沈黙』でも、犯罪者が犯罪者逮たい捕ほの助けとなってくれるではありませんか！」


    「誰がレクター博士だ！　そのたとえで協力する気になるか！」


    　僕は舌打ちした。まったく。こいつは何もわかってないな。


    「いいか。そもそも学園祭なんてものは、やるべきじゃないんだ。たかだか一日二日のためにどれだけ労力を使うことになると思う？　準備で授業は潰つぶれるわ、いらんお金はかかるわ、カップルはいちゃいちゃするわ、ろくなことがない！　とくに最後のが！」


    　心情的には、僕は犯人に近しいのだ。回り出した舌は止まらない。


    「学園祭なんてのは世紀の暗黒イベントだ！　そんなものを催もよおしたいだなんて、正気とは思えん！　学園祭を開くのに手を貸すくらいなら、地獄に堕おちるほうを選ぶ！」


    　叫びはもはや絶叫である。


    「学園祭なんぞやるなら、いっそ学園を爆破しろ！　すべてを燃やし尽くし、更さら地ちに変えてしまえ！　学園祭などこの世から消え去ればいい！」


    　言いたいことを言い終えた僕は、肩で息をつく。傍かたわらでは詩ノ森が、呆あつ気けにとられたように僕を見つめている。


    「……なんだよその顔は」


    「……いえ。あまりにもあまりな訴うつたえに偏へん頭ず痛つうが。ひとはここまで醜みにくくなれるのかと」


    　なんとでも言えばいい。


    　僕は脱力して座りこんだ。なんか、すべてがどうでもいい気分。


    　どうせ僕など、ここで朽くち果てるのだ。かけられた冤えん罪ざいは晴らせそうもなかった。ここから出してもらえそうもなかった。七時から放送のＣＳアニメ『制服戦隊ラ・ブレザー』も見られない。今回は新たな戦士『ラ・ブルマー』が仲間に加わる回なのに、その勇姿を眺めることさえできないとは！


    　いじける僕の背を、詩ノ森がちょんちょんとつついてくる。


    「……あの、響川くん。小官がドン引きしたから拗すねているのでありますか？」


    「うるせえよ。もう話は終わりだ、この学園祭実行委員め。この悪魔め！　……だいたい、犯人を捕まえるってさ。生徒会の連中はみんな、僕が犯人だと思ってるんだろ？」


    　詩ノ森は、心底わからないという顔をした。


    「？　思っていないでありますよ？　ほかのみんなはともかく、小官は響川くんは手紙を出していないと考えているであります。だから協力を要よう請せいした次第で」


    「口ではどうとでも言えるよな」


    「本心であります。……さっき響ひびき川かわくんは、自分は犯人ではないと主張していたでありましょう？　小官はこれでも軍人の端くれ、ひとを見る目はあるつもりであります。爆弾の起爆回路を見定めるのに比べれば、ひとの善ぜん悪あくを見分けるなど造作もない」


    　そんなものと比べられてもと思うが、詩しノの森もりは真剣だ。


    「響川くんのこれまでがどうであれ、あの手紙を出したのは自分ではないと告げる態度に、噓うそは感じられなかった。……だから小官は、響川くんを信じるであります」


    　その言葉に、僕は思わず心を動かしかける。


    　考えるに、僕を信じるなどと言ってくれる奇特な人間は初めてだ。たとえそれがちょっとイタい子であろうと、嬉うれしいものは嬉しい。


    　僕の人生もまだまだ捨てたものではない。犯人扱いは覆くつがえらないと諦あきらめるのは、まだ早いのかもしれないな……。


    　と思いきや。


    「なにより、小官は現在、ひとりでも多くの助力を必要としているのであります。なにせ学園祭前で忙いそがしい折、ほかの実行委員は誰も犯人捜さがしなど手伝ってくれそうもありませんし。猫の手はおろか、響川くんの手ですら借りたいところで」


    「またもやペット以下の扱い!?」


    　一瞬で希望から絶望へと突き落とされる。いっとき期待しかけただけに、よけい振れ幅が大きい。悔くやしさのあまり、床を転げ回る僕。


    「感動しかけて損した！　信用するとか以前の問題だ！　……わかった！　もういい！　もうこの次元での幸福は諦めた！　来世を楽しみにしてますんで、もう僕のことは放っておいてくれ！　ここで死なせてくれ！」


    「もう！　面倒くさい性格でありますな！　響川くん！　このままでは、響川くんが犯人にされてしまうのでありますよ！　濡ぬれ衣ぎぬを着せられたままでいいのでありますか!?」


    「……まあ、何もできないまま犯人確定じゃ、癪しやくに障さわるけど……」


    　渋々ながら、僕は認めた。やってもいないことをやったと言われるのは、正直気分が悪い。他人がやった犯罪行為を押しつけられるのは、誰だって気にいらないだろう。


    　かといって、学園祭実行委員に協力するのは、僕の主義主張に反する。プライドだけは無駄に高い僕である。では協力しましょう、などとは口が裂けても言い出せない。


    　犯人は捕まえたいが、学園祭の助けになることはしたくない。


    　ジレンマに悩む僕に、なぜか詩ノ森はうんうん頷うなずいている。


    「いかにも、これは難しい問題であります。学園祭嫌いを標ひよう榜ぼうする響川くんでありますから、手伝ってくれと言われたところで、素直に頷けぬでありましょう。……そこで、小官にひとつ妙案が」


    「妙案？」


    「こういうのはどうでありましょう？　もし響ひびき川かわくんが小官に協力し、学園祭当日までに犯人を突き止められたら、『嫌いな行事を公休扱いで休める権利』を貰もらえる、というのは？　そうなれば、小官は犯人を捕まえられ万ばん々ばん歳ざい。響川くんも、嫌いな学園祭を休めて大満足！」


    「……ほう」


    　なかなか興味深い。


    　学園祭反対派の僕が、学園祭推進派の彼女に協力する。一見馬鹿げたアイデアだが、意外といいかもしれない。まとめるとこうだ。


    　僕は犯人でないことを証明したい。


    　詩しノの森もりは犯人を見つけたい。


    　その点で、両者の目的は一致している。


    　詩ノ森が指摘したように、僕には学園祭を妨ぼう害がいする者に関する知識と行動力が。そしてあちらには、会長直属の生徒会メンバーであるという特権、足すことの、学園祭実行委員であるという大義名分がある。真犯人を捜さがすのに、これほどうってつけの組み合わせもなかろう。形式上はギブアンドテイクだから、僕の自尊心も保たもたれる。


    　来たるべき学園祭に対しどう動くか。それについては、犯人を捕まえてから改めて考えればいい。今もっとも優先すべきは、身の潔白を証あかし立てることなのだ。


    　悩んだ末、僕は答えを出した。


    「……いいだろう。そちらの要求は承しよう知ちした」


    「おお、では！」


    「その条件、会長が呑のむなら、協力してやってもいい。……僕がここから出たがっていると伝えてくれ。早くしないと、『ラ・ブレザー』を見み逃のがすことになる」


    



    



    「……話はわかりました」


    　僕は再び会長の前に引き出されていた。今度は地べたに転がされるのではなく、敷かれた新聞紙の上に正座である。僕はお上かみの裁きを待つ罪人か。


    　お奉ぶ行ぎよう役たる会長は、詩ノ森の提案に眉を寄せ、考える様子。


    「しかし私は、彼が犯人捜しに役立つとは思えませんね。学園祭嫌いの響川くんです。犯人を捜すふりをして、あなたの活動を邪じや魔ましないとも……」


    　恭うやうやしく答える会長の部下、詩ノ森。


    「大丈夫であります。響川くんについては、小官が全責任を負おうであります。会長にご迷惑はおかけしません」


    「そうは言いますけど……」


    　会長はなかなか納得しようとしない。


    「もうこれが犯人でよいのでは？　見るからに犯人顔じゃありませんか」


    「会長、ひとを顔で判断してはいけないであります。当人がどれほどいやしく品がなく、チビで性犯罪者予備軍だとしても、万が一ということがあります。冤えん罪ざいは防がねば」


    「そこまで言われるくらいならいっそ犯人でいいよもう！」


    　僕の嘆なげきをよそに、会長はしばらく逡しゆん巡じゆんしていたが。


    「あなたがそこまで言うのなら。……わかりました。チャンスをあげましょう」


    「！　本当でありますか!?　ありがとうございます！」


    「ただし、私からも条件を出します。今ひとつコレを信じられないので。よろしい？」


    「どんな条件でも、どんとどうぞ！」


    　会長の鞭むち先が、僕に向かって突きつけられる。


    「もし犯人を特定できなかった場合。響ひびき川かわくんはことの責任をとって、……退学！」


    「リスクでかすぎません!?」


    　黙っていられず、声を上げる僕。なんという交換条件だろう。いくら会長が学園の絶対権力者とはいえ、僕の退学まで好き勝手に決めるなんて許されるのか？


    　椅い子すに腰かけ直した会長は、所見を並べる。


    「考えるに、詩しノの森もりさんの提案はなかなか理に適かなっています。これで真犯人が捕まれば、それでよし。失敗したとしても、学園からゴミがいなくなるというのであれば、それはそれで悪くないでしょう。……なんなら先に、こちらを書いておきますか？」


    　次の瞬間、僕の前には書面が現れていた。なになに、『この度たび、一身上の都合で学校をやめさせて……』。


    　これは、退学届だ！　よく見れば、僕の名前もしっかり記入ずみ。あとはハンコを押せばいいだけとなっている。会長のなさりようときたら素早いこと！


    　時節は四月。僕が高校に入学してから、まだひと月も経っていない。入って早々リタイアとなれば、両親は悲しむだろう。大大大ピンチだ。


    　だが僕は、ただでは転ばない男、違いのわかる男、響川である。こちらの都合などおかまいなしの会長に、せめて一いつ矢し報むくわねば。


    「ＯＫ。退学上等じゃないか。けどそっちがその気なら、僕からも成功報ほう酬しゆうを追加させてもらう」


    「ほう。どういう報酬です？」


    「もし真犯人がわかったら、僕を疑ったお詫わびとして会長のおっぱいを」


    「品格っ！」


    　バッシィィィ！　遠距離から投げつけられた鞭が、僕の顔面を強打！


    「攻撃が早い！　まだおっぱいをどうするかさえ言ってないのに！」


    「そんなどこかで見たようなご褒ほう美びはありえません！　……あなた、自分の立場がわかっているのでしょうね？　ふざけている状況ではないのですよ？」


    　僕を見る目つきは、汚お物ぶつを見るかのごときだ。今のは僕もふざけすぎた嫌いはあるが、もうちょい優しく接してくれてもよかろう。


    　鞭むち打たれる僕を憐あわれに思ったのだろう。詩しノの森もりも励ましてくれる。


    「大丈夫でありますよ、響ひびき川かわくん！　小官たちで犯人を見つければ、退学にはなりません。やることは変わらないであります！」


    「そうだな。こうなりゃやってやるよぉ！」


    「ちなみに会長。犯人を逮たい捕ほできなかった場合、小官も退学であります？」


    「詩ノ森さんはセーフです」


    「安あん堵どしたであります。……さあ響川くん！　これからいっしょにがんばりましょう！」


    「うるせえわ！　がんばる気なくすわ！」


    　この軍人野郎、せっかく盛り上がってきた気分をぶち壊してくれる。


    　だが、かまわない。


    　この響川晴はれ、他人の力などあてにはしない。ひとりでだって、仕事を果たしてみせる。今までだってそうしてきたのだ。


    「やりたくはないけど、やってやるぜ！　絶対に犯人を捜さがし出し、公休扱いで休める権利（とおっぱい）を、必ずこの手につかんでやる！」


    「今、心の中でこっそり付け加えましたね!?」


    　おっぱいはともかく、僕は本気だ。これは名めい誉よの問題である。


    　反学園祭ゲリラの名にかけて、着せられた汚お名めいはそそいでやる。


    



    　こうして僕は、学園祭を中止させようと目論もくろむ謎の人物を捜すはめになった。入学早々何をやっているのかと、悲しんでいる暇ひまはない。与えられた時間は限られている。


    　学園祭当日まで、あと二週間。

  


  
    二章　　芝居に行くので休みたい。


    



    　翌日放課後。


    　ＨＲホームルームが終わると、教室に客が訪れた。


    「響ひびき川かわくん！　お待たせしたでありますか？」


    　にこにこしながら呼びかけてくるのは、詩しノの森もりだ。


    「今日からいよいよ捜査でありますな！　小官、準備万全、気力充実！　昨日は十時間も寝てきました！」


    「……いいからそれは置いとけ。お前は敵地へ攻め入る間ま際ぎわのランボーか」


    　詩ノ森ときたら、肩からサブマシンガンと薬やつ莢きようの弾たまベルトを提さげている。眼帯くらいは我慢もしようが、いくらなんでも重装備すぎる。


    　頭の痛い奴と組むことになったものだけど、しょせんは仕事上のパートナー。親しくなるつもりもないし、気にしすぎないようにしよう。


    「じゃあ、どこから取りかかる？　犯人を捜さがすにしても、ある程度範囲を絞りこまなきゃならないだろう」


    「そう思って小官、会長から犯人の候補者リストをいただいてきたであります。会長も、何人か怪しい人物をピックアップされていたそうで」


    　詩ノ森が差し出したのは、Ａ４大のファイルだった。表に大きく『極秘！』とある。


    「ええっと。資料によれば、まずダントツに怪しいのは、一年の響川晴はれという……」


    「彼は無実ってことで進めていこう」


    「なら、それに次ぐ犯人候補者でありますが。……女性でありますな。名前は、美び藤とう樹じゆ里り。演劇部の一年生だと」


    　その名前に、僕は聞き覚えがあった。


    「ああ、そいつなら知ってる。なんでも全校生徒が選ぶ、校内美女ランキング・ナンバーワンだとか。クラスの男子が、話をした、しなかったで盛り上がってたよ」


    　詩ノ森が感心する。


    「学校一の美女とはすごいでありますな。響川くんも話しかけたりしました？」


    「考えてものを言え。そんな注目度大の女子が、僕と会話してくれるはずないだろう？」


    「自分で言い切るとは。……悲しい人生であります」


    　だからよけいなお世話だって。


    　我慢して話を進める。


    「その美び藤とうって子だけど、彼女はなぜ犯人候補にされてるんだ？　僕の経験上、そういう目立つ女子って、学園祭とかのイベントが好きだと思うんだけど？」


    「美藤さんはこの数日、『学園祭などなくなればいい！』と放言しておられたそうであります。そのため、危険人物としてマークされたと」


    「ふうん。彼女も学園祭嫌いとはね。僕と気が合いそうだな」


    　思わず共感を覚える。だが、これでますます彼女への疑いは濃くなった。


    　学園祭が嫌いだなどと公おおやけにするのは、ときに危険を伴う。世の中、大半の人間は学園祭が好きだから、それに反対しているなどと知られれば、ハブられるのは目に見えている。


    　なのに美藤さんは、そのリスクを冒してまで、学園祭嫌いを表明した。よほどの理由がなければ、そんな振る舞いには及ぶまい。そう考えれば、犯人である可能性は高まる。


    「とりあえず彼女から当たるか。怪しい順ってことで。そうと決まれば、どこから調べるかだが……」


    「美藤さんは演劇部であります。そちらから始めてみては？」


    　詩しノの森もりの意見を取り入れ、僕たちは演劇部が活動する講堂へ向かう。


    



    



    　演劇部は、我が校の花形部活である。


    　部員数も多く、また数々のコンクールなどでも賞を取ったりしているから、全国にも名前が通っている。卒業生には、プロの役者になった者までいるらしい。部活レベルの劇には収まらないものを作ると評判の、本格派だ。


    「あ？　美藤くん？　彼女ならいないよ。ここしばらく部活を休んでる」


    　訪れた僕たちに応対してくれたのは、部長を名乗る三年生だった。


    　詩ノ森は先輩だろうが臆おくさない。


    「お休みされているとは、体調でも崩されたのでありますか？」


    　聞かれた部長は、肩を落として落ちこむ様子。


    「……実は彼女、部をやめるかもしれないんだ。学園祭でやる舞台のことで、揉もめていて」


    「？　役を貰もらえず、拗すねておられるとかでありますかね？」


    「逆だ。僕たちは彼女に、劇に出てもらいたいと思っている。なのに彼女は、頑かたくなに出演を拒こばんで、承しよう諾だくしてくれない」


    　ここで部長は、僕たちの制服に気がついた。


    「君たちは一年か？　美藤くんの友達？」


    「あ、いえ、そういうわけでは。小官たち、美藤さんとはお会いしたことないであります」


    「だったらどうして彼女のことを？」


    「実は……、ひゃう！」


    　変な声を上げた詩しノの森もりが、僕を振り返り睨にらむ。


    「い、いきなり背中をツンしないっ」


    「機密事項を洩もらそうとするからだ。……忘れたのか？　脅きよう迫はくの件は、一般生徒には秘密にしろって言われただろ？」


    「う。そうでした。これは極秘任務なのでありましたな……」


    　僕たちは、なるべく犯行予告の件を外部に洩らさないよう口止めされている。生徒たちに報しらせたところで、よけいな不安を与えるだけだという会長の判断だ。


    　会長のことは気にいらないが、この見解は正しい。情報を公開することで、模も倣ほう犯や愉ゆ快かい犯が出て、かえって状況が混乱しないとも限らない。


    「美び藤とうさんがいないなら、長居は無用。詳しい事情は、直接本人に聞いてみよう。そのほうが早そうだ」


    「了解。……あの、部長。彼女がいそうな場所とか、心当たりはありましょうか？」


    「たぶん裏庭だ。部活のないときなど、よくそこで自主練している」


    　聞きたいことは聞いた。部長に礼を言って去ろうとする僕たち。


    　その袖そでをつかまれた。


    「友達であろうがそうでなかろうがかまわん。君たちが美藤くんに会いに行くなら、劇に出てくれるよう説得してくれないか？　頼む！　このとおり！」


    　部長は僕たちにすがりつかんばかりに訴うつたえる。


    「今度の舞台は、脚本から何から、彼女のために用意したようなものなんだ。なのに主役が不在じゃ、格好がつかない。……美藤くんに伝えてくれ。君はなぜ、せっかくの美び貌ぼうと才能を活いかそうとしないのかと……」


    　縷々るる、胸中を述べる部長。ついには土ど下げ座ざしかねない勢いだ。


    　先輩にここまで言わせるなんて、美藤さん、どれほどの大女優なのだろう？


    



    



    　裏庭は、校舎の北側にある。


    　陽ひの当たる広い敷地を緑の生いけ垣がきが囲む、英国式の庭園だ。自然の趣おもむきを残す園内では、時節柄、草木が色鮮やかに芽吹きつつある。


    　行ってみると、いた。


    　庭の奥まったあたりで、人影がひとつ、空中へ向かって何事か呟つぶやいている。どうやら発声練習をしているようだ。


    　これが第二の犯人候補者、美藤さんだろう。部長が言ったとおり、ひとりで練習している。集中しているらしく、僕たちを振り返りもしない。


    　声をかけるべく近づくと、先方はようやくこちらに気がついた。


    「ちょっと。ここ、私が使ってるから。遠慮してくれる？」


    　いかにも不ふ機き嫌げんといった調子の、くぐもった声。


    　そりゃ、くぐもりもしよう。


    　向き合った美び藤とうさんは、剣道の面を被かぶっていた。声が籠こもるのは当たり前。よく見れば、面だけでなく胴どうと小こ手てもつけている。


    　回れ右して、詩しノの森もりに耳打ち。


    「……美藤さんて、剣道部だったか？」


    「……いえ、演劇部であったように記憶しているでありますが……」


    「……じゃあなんで、防具一式装備してるんだ？」


    　ナンバーワン美女などとキャッチフレーズがついているから期待したのに、いくらなんでも出オチ度がひどすぎる。詩ノ森といい勝負だ。むしろ僅きん差さで優勢勝ちしてる。


    「小官思うに、春の陽気でおかしくなられたのではないかと……」


    「しっ！　そんなこと言ってやるな。……たぶん、美人だ美人だ言われすぎたせいだよ。周囲からの過か剰じような期待がストレスとなって、彼女を奇行に走らせたんじゃないか……」


    「ばっちり聞こえてるんですけど！」


    　地面を踏み鳴らす音。振り返れば、面の奥で光る両眼が僕たちを睨にらんでいる。


    「なんなのよ、あんたたちは!?　もしかして私、喧けん嘩か売られてる？」


    「ち、違うであります！　小官たち、そんなつもりは……」


    「そうだ。気にするな。僕たちは噂うわさの美女を見に来た、ただの暇ひま人じんだ。そして今、その本人がとんでもない仮面で顔を隠してることに失望してるだけなんだ。そんな装備で大丈夫かと思ってるだけなんだ。ていうか教えてくれ、ＷＨＹ？」


    「う、うるっさいわね！　……これはその。……素顔を見られたくないからよ！　顔出して歩くと、やたら声かけられて鬱うつ陶とうしくて……」


    　僕たちは彼女から距離を取った。


    「す、すごい自信でありますよ!?」


    「だな。普通ならただのナルシシストだと笑い飛ばすところだが」


    　ここまで自信を持たれると、俄が然ぜん、素顔が見たくなってくる。


    　美藤さんはこちらを厄やつ介かい払いしたいようだ。早口でまくしたててくる。


    「私を見に来たんなら、もう用はすんだでしょ。さっさと消えてくれない？」


    「それはそうでありますが。……なんと申しますか、まだ……」


    　チャンスだ。


    　美藤さんの注意は、返答に困る詩ノ森に向いている。


    　僕は飛んでいる虫でも追い払うようなふりをして、さりげなく彼女の背後に回ると、手を伸ばし、面を縛る紐ひもを緩ゆるめ。


    　パッ！　素早く、彼女の被かぶり物を取ってみた。


    　ズボッと頭が抜けた途端、その場にあふれるキラキラ！


    　長い髪が奔ほん流りゆうとなって広がる。髪が解き放たれたのをきっかけに、彼女の雰ふん囲い気きが一変。


    　ここまでの奇人オーラが消し飛んだ。かわりに、圧倒的な威圧感が襲ってくる。そのオーラ量たるや、全身くまなく発光しているのではと錯さつ覚かくするほど。心なしか背筋まで伸び、一回りしゃんとしたようにも見える。


    　劇的ビフォーアフターを成なし遂とげた美び藤とうさんは、凜り々りしく大地に立っていた。今やつけている胴どうと小こ手てすら、神こう々ごうしく輝いている。


    　これぞまさに、校内ナンバーワン美女だ！


    　突然襲い来た輝きに、僕たちは視界を庇かばって後ずさる。


    「ま、眩まぶしい！　目が潰つぶれる！」


    「面！　響ひびき川かわくん！　早く面を返すであります！」


    　いつまでも直視していると危険だ。急いで面を被せる。


    　ようやくキラキラが収まった。


    　僕たちは一息ついて、互いの無事を確認し合う。


    「……やばいなこれ。ナンバーワン美女、ハンパねえわ」


    「……はい、兵器としても転用できそうでありますな。いかなる歴戦の兵士も、一目美藤さんを見れば戦意を失うことは必ひつ定じよう。小官、まだ輝きの後遺症が目に出てちらつく……」


    　ここで美藤さんがキレた。


    「好き勝手なこと言うんじゃないっ！　無断でひとの素顔公開しておいて、謝あやまるとかはないの!?　ていうか、ほんと誰よあんたたち！」


    　しぱしぱまばたきする僕たちを眺めていた美藤さんだが。


    「……思い出した。あんた、Ｃ組の響川でしょ。頭のおかしい変態の」


    「いかにも僕は響川だが、その評価は受うけ容いれんぞ」


    「だってみんな言ってるし。……今の行動だって、どことなく変態じみてたわ。隙すきを見てこっそり面めん紐ひもをほどくあたり、チカンはだしの手つきだった！」


    　ガ─────ン！　衝撃を受けて崩れる僕。


    　詩しノの森もりが慌あわてて僕を助け起こしてくれる。


    「しっかりするであります、響川くん！　確かに美藤さんの指摘どおり、さっきの動きは正しいチカンのやりかた講座を見るようでありましたが」


    「そこは否定してくれるとこだろ!?」


    　美藤の攻撃は、僕だけに留とどまらなかった。僕を支える詩ノ森に目を留めると。


    「あんたも知ってる。詩ノ森じゃない？　Ｄ組の」


    「ほほう！　小官も有名になったものでありますな！」


    「変な語尾女がいるって噂うわさになってたから。……しかしリアルで見ると、想像以上にイタいわね。そもそもなんで眼帯なのよ。意味わかんない」


    「ガ─────ンであります！」


    　僕たちに精神的ダメージを与え終わっても、美び藤とうさんの怒りは静まらない。


    「あんたたちがなんでつるんでるのかは知らないし、知りたくもないけどね。誰であろうと、つきまとわれたくないの。これ以上うだうだ言うなら、火星あたりまでぶっ飛ばすからね！」


    　猛烈な勢いで凄すごむ様子には、鬼き気き迫るものがある。


    　僕は内心で彼女の評価を算出した。見かけは満点なのに、口は悪いし横おう柄へい、凶暴。


    　なにが校内ナンバーワン美女なものか。こんなものは美女詐さ欺ぎだ。以下敬称略だ。


    　おそるおそる、詩しノの森もりが問いかける。


    「お邪じや魔まするつもりはないのであります。ただ、いくつかお聞きしたいことがあって。……あの、どちらへ行かれるので？」


    　美藤は、鞄かばんに胴どう小こ手てを詰めこみ始めていた。素顔をさらして歩くのは危険だと自覚しているのか、面だけはつけたままだ。


    「あんたたちのせいで集中して練習できそうもないから、帰るのよ。文句ある？」


    　そう言うと、美藤樹じゆ里りは帰ってしまった。即断即決。取りつく島もない。


    　残された僕たちは、茫ぼう然ぜんと彼女が去ったほうを見つめる。


    　ファーストコンタクトは失敗に終わった。攻略法を練ねり直さねば。


    



    



    　翌日。お昼休み。


    　僕が屋上でお昼を食べていると、どこで嗅かぎつけたのか詩ノ森がやって来た。今日はマシンガンは持っていないが、かわりに向こう一ひと月つき籠ろう城じようできるほどの大きさをしたバックパックを背し負よっている。


    「響ひびき川かわくん、今後の相談がてら、ごいっしょしてよろしいでありますか？　どうせひとり寂しくＯＢＴ、お弁当を食べているのでありましょう？」


    「もう食べ終わった。……誤解があるようだがな。僕は干かん渉しようされず、静かに食べるのが好きなんだ。ハミ子にされてるわけじゃない」


    「またまた。強がっちゃって」


    　詩ノ森は僕の話など聞いていない。断りなく隣に腰を下ろすと、バックパックから銀色の包みを取り出し、広げ始める。お約束と言うべきか、軍隊で配給される野戦糧食コンバツトレーシヨンだ。ここまでのミリタリー押しには、いかなる理由があるのだろう？


    　相談すると言いつつ、詩ノ森は何を話すでもない。ちらちら僕を見ながら、もそもそ食事を取っている。いかにもしょげ気味ですよ、聞いてくださいよオーラが見え隠れ。


    「おい、辛しん気きくさい顔はやめてくれ。食後のコーヒーがまずくなる」


    「ううー。響ひびき川かわくんが冷たい……」


    　ミリメシ片手に突つっ伏ぶす詩しノの森もり。


    「小官、美び藤とうさんにイタい子扱いされたのでありますよ？　慰なぐさめてくれるとか、心こころ遣づかいはないのでありますか」


    「そりゃ言われるよ。百人が百人そう言うって。それくらいで落ちこむな。お前、軍人のくせにメンタル弱すぎるだろ」


    「……フッ。しょせん小官など、ただのミリヲタ。月刊『アームズマガジン』を定期購読しているだけの、軍人かぶれにすぎぬのであります……」


    「黄昏たそがれるな。僕なんて変態扱いされたんだぞ。ミリヲタだろうがコスプレ軍人だろうが、変態よりはいいだろ？」


    「そんなポジティブに見せかけたネガティブは不要。……第一、響川くんのような社会の底辺と同列にされたくないであります。ウジ虫に、人間様の悩みが理解できようはずもないでありましょう？」


    「爽さわやかな笑顔で言うことか。変態どころかウジ虫って。……お前の一言一言、ボディブローのように僕を痛めつけるんですけど」


    　僕の抗議に、詩ノ森は申し訳なさそうな顔をした。


    「そう、それであります。……小官、根が素直ゆえか、ときどき不要な付け足しをする癖くせがありまして。周囲から、『そこさえなければ』と誉ほめられることも多く」


    「誉められてないからな、それ」


    「ついた仇あだ名なが『舌爆弾リリツク・ボム』と」


    「かっこいいじゃねえか」


    「みんな、小官の舌ぜつ鋒ぽうがいつ炸さく裂れつするかと、気を揉もんでいるのであります」


    「そうか。たいへんだな……」


    　クラスメイトたちの苦労が偲しのばれる。


    　それはさておき、今後のことだ。


    「本題に移ろう。美藤の件だ。彼女について、まだわからない点がある。美藤がなぜ学園祭に反対しているのか、だ」


    「なぜって。劇に出たくないからでありましょう？」


    「じゃあ、なぜ劇に出たくないんだ？　劇が嫌いなら、そもそも演劇部に入るか？」


    　僕は考えてきたところを述べる。


    「うちの演劇部は、学園外でも有名だ。美藤も劇がやりたくて部に入ったんだろうと思う。なのに彼女は、劇には出たくない、学園祭などなくなれと言っていた。……さて、これはどのパターンに当てはまるか……」


    「パターンと言うと？」


    「ああ。僕が独自に編み出した分類法だよ。……長年の経験から、僕は学園祭に参加したがらない人間が、いくつかのタイプに分けられると突き止めた。なぜ学園祭と距離を置くのか。細かい理由はそれぞれだと思わせておいて、内実は大差ない」


    　僕は詩しノの森もりの前に、メモ用紙を広げた。『教えて！　響ひびき川かわくん』の、始まり始まり。


    「まず代表的なのは、『素直になれなくて』タイプだな。便べん宜ぎ上、Ａタイプとしておこう。……これは、本当は学園祭に参加して盛り上がりたいのに、自意識から体面を捨てられないタイプだ。内向的な人間に多い」


    　つーか僕の分析では、大半の学園祭嫌い派がこれに属している。


    　彼らの多くは、自分は学園祭など嫌いだと思いこんでおり、そう主張する。曰いわく、ひとと付き合うのが苦手だ、団体行動に向いていない、俺はそんなことをする年でもない。


    　だが、騙だまされてはいけない。そうした態度は、フェイクであることがほとんどだ。


    　このタイプは、ふとしたきっかけ、……たとえばいっしょに回る友人なり恋人なりができたとか、そうしたきっかけを得た途端、学園祭肯こう定てい派に鞍くら替がえすることもままある。もともと学園祭がやりたくて仕方がないのだから、転ぶときは早い。


    　断言しよう。このタイプは、ただのひねくれた恥ずかしがりやさんである。


    「次に、『事情があって』タイプがある。こちらはＢタイプとしておく。……これは名前のとおり、事情があって学園祭、あるいはその準備に参加しない人間だ。その中でも、二種類に分けられる。ひとつめは、Ｂ─１タイプ」


    　僕はＡタイプの横に、『Ｂ─１・事情があって参加できない』と記した。


    「これは、学園祭には参加したいんだけど、正当な理由でできない者たちだ。たとえば当日、身内に不幸があったとか、部活の試合だとか。そういう外せない用事が入ったら、いくら学園祭をやりたかろうが、無理だよな？　そうした不可抗力によって参加しない者を指す」


    「むう。残念でありますけど、そういうことなら仕方ないですしねえ……」


    「反対に、Ｂ─２タイプは『事情を口実に参加しない』タイプだ。たぶん、お前はこのタイプがいちばん嫌いだと思うな……。これは、自分のしたいことを優先する者がカテゴライズされる。構成員には、学外の生活に楽しみを見いだす趣味人が多い」


    　これらは、学園祭よりも好きな事柄がある人々だ。それは習い事だったり塾だったり遊びだったりいろいろだが、放課後や自由時間を拘こう束そくされたくないという点で一致する。


    　案あんの定じよう、詩ノ森はぷんぷんだ。


    「わかるであります。『今日○○があるから帰る』と言って、逃げちゃう方々でありますな！　小官にも憶おぼえがあるであります。用事があるって帰ったくせに、遊ぶためだったりするんであります！　ひどいでありますよね！」


    「そう興奮するな。そうだよな、学園祭肯定派おまえにも言いぶんはあるよな」


    　憤ふん懣まんやるかたない詩しノの森もりを宥なだめたものの、僕は内心、このタイプを認めている。


    　彼らは、先のＡタイプ、Ｂ─１タイプとは異なり、学園祭そのものの意義を認めていない。学園祭など無理にやらずともいいのに、と考えているから、反学園祭を掲かかげる僕にとって、心強い味方になってくれるのだ。


    「最後だ。第三に、『特殊ヒューマン型』。これは前のふたつに含まれない者をひとつにまとめた総称、言うなれば『その他』になる」


    「質問！　たとえばどういうひとがいるのでありますか？　響ひびき川かわ先生、具体例を」


    「そうだなあ。過去、僕がもっとも驚いたケースは、『学園祭の正面ゲートは異世界に通じていて、そこをくぐると魂たましいを吸い取られる』と繰り返す強硬論者がいた。……かわいそうに、ライトノベルの読みすぎだな。さすがの僕も持て余したよ」


    　これですべてのタイプが出で揃そろった。


    「ま、そんなところだ。タイプごとにさらに細かい分類はあるけど、おおまかにはこの三つを押さえてればいい」


    　詩ノ森は、メモを見ながら悩んでいる。


    「うーんと。今の話をまとめると、学園祭に参加したいか、したくないかでタイプが分かれる気がするでありますな」


    「そうだ。表面上はどうあれ、『参加したい』か『したくない』か。そこがポイントになる。学園祭に対して、本心では賛成か反対か。突き詰めればイエス・ノーの問題さ。人間なんて、単純な生き物だからな」


    「……なるほど」


    　詩ノ森は予想外に感心してくれたようだ。しきりに頷うなずきつつ、僕の両肩をばんばん叩たたく。


    「やるでありますな、響川くん！　的確な分析であります！　小官が見こんだだけのことはある。やはりただのエロアニメヲタではなかった……」


    　しみじみ呟つぶやいておられるが、訴うつたえたらたぶん勝てる。


    　呟きを終えた詩ノ森は、肝心なことを聞いてきた。


    「分析はわかったであります。ならば今回の美び藤とうさんは、どのタイプでありましょう？」


    　それを僕も悩んでいたのだ。


    「んー。強しいてどれかと言われれば、Ａタイプかなあ。昨日見たかぎりじゃ、美藤本人はやる気ありそうだったろ？　劇の練習もしてた」


    「同意であります。小官の軍人アイで見るところ、美藤さんは、舞台に情熱を燃やされる方とお見受けしました。でなければお面をつけて発声練習などしません」


    　昨日の様子を思い返したのか、詩ノ森からやる気が吹き出した。


    「そうであります！　美藤さんはきっと、劇に出たいのに違いない！　……もし彼女に一パーセントでも学園祭の舞台に立ちたい気持ちがあるのなら、実行委員として見過ごせないであります！　学園祭が好きなのに、そうと言い出せぬひとを助ける。それこそ小官のなすべき使命！」


    「待て待て。今の段階じゃ、全部推測にすぎない。美び藤とうが本当に劇をやりたいのかどうかさえわかんないんだしさ。まずは、彼女が劇を拒こばむ理由をはっきりさせないと」


    「なにゆえ劇に出たくないと仰おつしゃるのでありますかねえ？　劇の内容に不満でもあるのでしょうか？」


    「だからそのへんを、もっと詳しく調べようって言ってる」


    　どうやら美藤には、僕たちの知らない事情がありそうだ。それを明らかにしなければ、彼女がなぜ学園祭に反対しているのか、ひいては犯人なのか違うのかもわからない。


    　ちょうどチャイムが鳴り、昼休みが終わりを告げる。


    　僕は手短に方針を決め、詩しノの森もりに言った。


    「放課後もう一回、美藤に探さぐりを入れてみよう。今度は簡単に退却せず、できるだけ情報を引き出すんだ」


    「了解であります！　小官、こう見えて尋じん問もんも得意でありますので！　それはもう、ばったばったと口を割らせますので！」


    「尋問って単語がすでに怖こええよ。何するつもりだ。……じゃ、あとでな」


    　敬礼する詩ノ森と別れ、僕は教室に戻る。


    　あ、そういえばなんで軍人キャラなのか、聞くの忘れてたな。別にいいんだけど。


    



    



    　僕たちは放課後を待ち、裏庭へと赴おもむいた。


    　今日も美藤は、ひとりで練習していた。昨日とは違い、剣道の面はつけていない。かわりに、フェンシングの選手がつけるようなマスクをしている。昨日に劣おとらずの出オチ感。


    「あんたたち、また来たの。帰って」


    　現れるや否いなや、直球で言われる。冷や水を浴びせるような態度だ。


    「今日はどうしても譲ゆずれません。こちらにも事情があるのであります！」


    　詩ノ森が訴うつたえるものの、美藤は取り合ってくれない。


    「あれでしょ？　部長に言われて、劇に出るよう説得に来たんでしょ？　何を言われたって、私は劇に出るつもりないから」


    「そんなこと言わず。話だけでも聞かせてほしいであります。あ、部長さんも美藤さんの演技力と美び貌ぼうを誉ほめておられたでありますよ？　ということでここはひとつ、親密な話し合いを」


    「去れ、さもしき悪あく霊りようめ！」


    「し、小官はさもしくも、悪霊でもないであります！」


    「じゃ、これが言えたら話聞いてあげる。……春分の新聞醜しゆう聞ぶんで小市民傷心！　はい！」


    「発声練習にはつきものの、早口言葉でありますな。受けて立ちましょう。……しゅんぶんのちゅうぶんちんぶんでちょうちみんしょうひん！」


    「婦長と部長府庁の不調法な文鳥に仏ぶつ頂ちよう面づら！」


    「ふちょうとぶちょうぶきっちょなちょうにぷっちょぷっちょ！　……舌ひた噛はんだ！」


    「相手のペースに呑のまれてどうする。……埒らちが明かん。どいてろ。交こう渉しようとはこうやるんだ」


    　僕は詩しノの森もりを押しのけ前に出ると、強権を発動する。


    「僕たちは会長直属の、学園祭実行委員だ。美び藤とう樹じゆ里り、お前が学園祭を妨ぼう害がいしている疑いがある！　ついてはこちらの質問に答えてもらおう！」


    「え？　実行委員？　学園祭の？」


    　美藤が怯ひるんだのを見て、詩ノ森も攻勢に出る。


    「！　そうであります！　小官たちは、学園祭のため陰かげ日向ひなたに働く、ピースキーパー・オブ・ワカバフェスなのでありました！　略してＰＯＷ！　ぽう！」


    「荒ぶる鷹たかのポーズはいらん」


    「あなたと青春おもいで、作りたい！」


    「前回からちょっと変えてきたか。すこぶるどうでもいい」


    　美藤からは、当然の抗議がなされる。


    「実行委員って、昨日はそんなこと言ってなかったじゃない！」


    「黙れ！　昨日は昨日、今日は今日！　もし夕ご飯が昨日と同じ献こん立だてだったら嫌いやだろうが！」


    　僕は一段と声を張り上げる。


    「僕たちは会長から捜査を許可されている！　白紙委任状を持った、全権捜査官だと思ってもらえばけっこう！　会長に逆らうとどうなるか、この学園に通う者ならわかると思うが？」


    　断っておくが、僕は会長など嫌いである。だが使える権力ものは使わねば。


    「いいか！　ここでは会長の命令は絶対！　会長が鹿しかだと仰おつしゃれば、馬も鹿！　パンツを見せろと言われれば、勝負パンツでなくとも見せなければならない！　会長のご威光を前に、例外などは認められん！」


    「嫌々のわりには、ノリノリでありますな」


    　外野のつっこみは無視だ！


    「さあ、わかったら僕たちに事情を話せ！　断るなら退学にするぞ！　ＰＯＷだぞ！」


    「くっ！　卑ひ劣れつな！」


    　しかし、美藤も強情だった。演劇風に叫ぶ。


    「たとえ誰であろうとも、口は割らぬ！　たとえ我が身がどうなろうと、脅おどしなどに屈しはしない！」


    「あくまで反抗するか。……ならばパンツを見せてもらうまでよ」


    　シュウン！　バキッ！　放たれた風裂く蹴けりの一いつ閃せんが、僕の向こうずねを直撃した。詩ノ森といい、近頃の女おな子ごは力で来なさる。


    　うずくまって痛みに耐える僕を見下ろしながら、美び藤とうは叫ぶ。


    「いくらそそのかされようが、劇には出ぬ！　我が心はもはや、かの劇より遠く離れ、二度と戻ることはない。左さ様よう心得られよ！」


    　意見を変える様子は皆かい無む。このままここにいても、得られるものはなさそうだ。


    「……ちっ！　敵ながら、その強情さは誉ほめてやろう！　帰るぞ、詩しノの森もり！」


    「ぽう！」


    　痛む足を庇かばいつつ、悪の首領と戦闘員風に後退する。作戦は失敗だ。


    



    



    　またまた翌日の放課後。


    　僕たちは木こ陰かげに隠れ、遠目から裏庭の様子を窺うかがう。学園祭まで時間も限られている。今日こそは美藤から話を聞き出さねば。


    「響ひびき川かわくん、どうするでありますか？　このまま声をかけても……」


    「ああ。また昨日みたいになるだろうな。美藤のキック、受けた左足が砕けるかと思ったよ。なんとか穏おん便びんに事情を探さぐり出す方法を……」


    　と。アイデアを求めてさまよっていた僕の目線が、ある場所で止まった。


    　脇にあったのは、焼しよう却きやく炉ろを兼かねたゴミ捨て場だ。がらくたの山が積み上がっている。


    　そこにある物を見つけたところで、閃ひらめいた。


    「……例の作戦をやるか……」


    「何か浮かんだでありますか、作戦参さん謀ぼう？」


    「ああ。こちとら伊だ達てに学園祭ゲリラとして活動してきてない。この程度の試練はいつものことよ」


    　僕は重々しく宣言する。


    「これより、『オペレーション・ＤＢ』を発動する。ついては詩ノ森、これから言うものを準備してくれ」


    「え？　待ってください、今メモを……」


    「返事はサーだ、こののろま！　口から『あります』を垂たれる前にサーをつけろ！」


    「さ、サー！　それで、小官に何を持ってこいと？」


    「ガムテープとカッターナイフ。あとは絵の具か、カラーラッカーだ。残りは僕が用意する。急げ！　お前の両肩に、地球の未来がかかっているのだ！」


    「サー！　すぐに持ってくるであります！」


    　詩ノ森は飛び出していった。僕も必要なものを捜さがしに出かける。


    



    



    　数十分後。僕たちは暗くら闇やみにいた。


    　目に映るのは、庭の端が少し。わずかな隙すき間まから、それだけが辛かろうじて見える。


    　僕と詩しノの森もりは、大型ダンボールの中に身を潜ひそめていた。


    　オペレーションＤＢの内容はシンプルだ。


    　捨ててあったダンボールの外側に緑色を塗り、庭の草木に擬ぎ態たいして接近する。単純ながら完かん璧ぺきなプラン。さすが長年ゲリラ活動を行おこなっていた僕だけのことはある！


    　だというのに、隣の詩ノ森は不服そうだった。小声でブツブツ言っている。


    「ＤＢが、ダンボールの略だったとは。……期待させておいて、これはない」


    「いいだろ。これで安全に近づけるんだから」


    「何がＤＢでありますか。小官の気持ちこそ断然ＤブルーＢであります」


    　文句を言い合っていても始まらない。


    　僕たちは演劇部の様子を探さぐるべく、移動を開始した。見つかるとまずいから、おおっぴらには動けない。ズリズリと這はうような感じだ。慎しん重ちように、慎重に。


    　ガン！


    「痛！　もっと右だ右！　お前の膝ひざ、脇わき腹ばらに入った……」


    「申し訳ない。暗くてよく見えないのであります」


    　ダンボールには予あらかじめ小さな穴を開けてある。そこから前が覗のぞけるのだが、視界はよくない。


    「ただでさえ暗いのに、眼帯なんぞつけてるからだ」


    「……むう。視野を確保するための装備が、かえって作戦の妨さまたげとなるとは……」


    「もうそれ外せ！」


    　眼帯をするのには目的がある。前もって片方の目を暗闇に慣らしておくことで、突然暗所で戦闘になった際、敵より有利に動くことが可能となるのだ！　……などと、いちいち説明しないとわからない。迷惑な眼帯キャラめ。


    　しばらくすると、この作戦に欠けつ陥かんがあることに気づいた。


    　ただでさえ狭く息苦しい箱の内部。中腰を維持するだけでもかなり体力を消しよう耗もうする。


    　おまけに中に入っているのは僕ひとりではない。


    　先さき程ほどから、女の子の匂いがするのだ。詩ノ森がいっしょだからである。詩ノ森といえど女子には違いないから、当然と言えば当然。


    　いくらこれ本体に興味がないとはいっても、僕も思春期の男子。一日中賢者モードではいられない。小声で注意する。


    「……おい。そんなくっつくな。僕は女子慣れしてないんだ。緊張するだろうが」


    「響ひびき川かわくんこそ、もっと詰めてほしいであります。こちら側狭くて」


    　むにゅん。


    「きゃあ！　動くからほら、神の双そう丘きゆうが。……たく、無駄にでかいんだから気をつけろよな」


    「!!　レッドカード！　そういうことは思っていても口に出さないのがマナーでありますぞ！　小官の密ひそかなコンプレックスを……」


    「気にするな。僕はお前のキャラから何から認めないが、そこだけは認めてやる」


    　返事は無言のレバーブロー。今度は的確に狙ねらって打ってきた。暗闇のはずなのに！　


    　喧けん嘩かしながらも、僕たちは前進。美び藤とうが見えるポジションまで移動した。


    　庭の真ん中に陣取る美藤は、いつものように劇の練習をしていた。いや、いつもより集中しているのか、現れた箱にも気づいていないようだ。


    「……おおクレアント、そなたはなぜ、かくも私を苦しめる……」


    　空中に向け語りかける美藤。


    　よく通る声だ。滑なめらかで、抑よく揚ようもはっきりしている。


    　それもそのはず、今日の美藤は、マスクをしていない。誰もいないと油断しているからか。素顔のまま、劇の練習に取り組んでいる。ダンボール越しでさえオーラが眩まぶしい。


    　僕たちが傍そばにいるとも知らず、美藤は劇のワンシーンを繰り返し稽けい古こする。その動作ひとつひとつに躍動感があって、形になっている。セリフも流りゆう暢ちようで、耳に心地よい。つっかえたり間違えたりもしない。素しろ人うと芝居にしてはなかなかのものだと思うが。


    「……ダメだわ。こんな演技じゃ、見てるひとに気持ちが伝わらない」
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    　美び藤とうは自分の演技に満足していないようだ。一いつ旦たん練習を止とめ、うろうろと歩き回る。


    「もっと練習しないと。これじゃみんなの足を引っ張るだけ……」


    　態度には悔くやしさが滲にじみ出ている。芝居にはストイックな質たちなのだろうか。


    　一呼吸置く間もなく、すぐ練習に戻る。


    　顔つきは今まで以上に真剣だ。役になりきっている。そのためか、美しすぎる容よう貌ぼうも気にならない。劇の登場人物として見えてしまう。


    　熱演が再開された。演じる美藤には、神聖ささえ感じられる。昨日僕を蹴けり飛ばした奴と同一人物だとは思えない。


    　迫真の芝居は幻想的で、美しかった。


    　演劇についてなどよくわからない僕ですら、惹ひきつけられた。美藤が喜ぶところでは僕たちも喜び、笑うところでは笑う。なかでも悲しみの演技は圧巻だ。本当に悲しんでいるのだと伝わってくる。見ているだけで涙が出そうなほど。


    　その後も美藤は、飽あきることなく練習を続けた。満足いくまで、音ねを上げずに。


    　練習風景を見ながら、箱の中、僕と詩しノの森もりは囁ささやきを交わす。


    「……あいつあれだな。演技上う手まいな」


    「部長さんがこだわられるのも納得でありますね」


    「劇に思い入れがあるってお前の意見もな。好きでなきゃ、ここまで熱心にはできないぞ」


    　僕たちは小声で話していたつもりだった。しかしたまたま、美藤が練習を止めたタイミングと重なり、音が外へ洩もれ聞こえたらしい。


    「誰たれかいる!?」


    　気づいた美藤が、狼ろう狽ばいした声を上げる。


    「見つかった！　お前のせいだぞ！」


    「響ひびき川かわくんの作戦に無理があったのであります！」


    　罪をなすりつけ合いつつ、隠れていたダンボールから飛び出した。


    　短気な美藤のことだ。このままでは昨日に続きトゥーキックをお見舞いされかねない。急いで言い訳を試こころみる。


    「ちょっと待て。説明させてくれ。これは盗み見とかじゃなく、正当な作戦行動で……」


    　ところが。怒るかと思われた美藤は、僕たちのほうなど見てもいない。


    　慌あわてふためきながら、しきりにあたりを手て探さぐりし、ごそごそしている。何をしているのかと思いきや、傍そばにあった紙袋を手に取った。それを頭から被かぶる。


    　美藤は顔を隠すのを優先していた。


    　今回はマスクの用意がなかったのか、手近な紙袋で代用したようだ。目の箇か所しよだけは穴を開け、見えるようにしてあるが、贔屓ひいき目めに見て変質者だ。


    「……お前さ、絶対に何か被ってないとダメなわけ？」


    　一瞬言葉に詰まった美び藤とうだったが、すぐに強気を取り戻した。


    「何被かぶろうが、ひとの勝手でしょ。それより、あんたたちよ。隠れてまで私につきまとって、どうしようっていうの？　劇なら出ないって言ったはずだけど」


    「その劇のことで聞きたくて来た」


    　こうなったら正面突破だ。


    「練習は一部始終見せてもらった。途中で言ってたよな？　これじゃダメって。お前、自分の演技に満足いってないから、舞台に上がるのを拒こばんでるのか？」


    「それもあるけど。そのせいばかりじゃ……」


    　言い淀よどむ美藤に、詩しノの森もりが切りこむ。


    「演技のこと以外に、劇に出られない理由があるのでありますか？　よければ聞かせてほしいであります。もしかしたら、小官たちが美藤さんの悩みを解決できるかもしれぬのであります。そうすれば未然に犯罪を防ぐことにも繫つながり……」


    「犯罪って。あんたたち、ほんとに何なの？」


    「ただの実行委員です。……小官たちのことより、学園祭を嫌いだと言ったわけを話してください。話せば、気持ちも楽になると思うでありますし……」


    　途端に美藤が豹ひよう変へんした。詩ノ森の、じゅんじゅんと諭さとすような調子が逆効果だったのか、怒りも露あらわに怒鳴る。


    「だから話したくないって言ってるの！　あんたに関係ない！」


    「関係なくはないであります！　学園祭のことなら小官は」


    「お節介なのよ！　触れられたくないとこに、ずかずか踏みこんでこないで！」


    　怒鳴られた詩ノ森が、しょんぼりと肩を落とす。


    　さすがに憐あわれである。こんなのでも、現在のところ一応は行動を共にしているのだ。互いの目的を果たすため、協力関係にある。


    　契けい約やくのうちには、馬鹿なミリヲタのフォローも含まれているはずだ。


    　僕は一歩、袋を被った強ごう情じよう者に近づいた。


    「詩ノ森の聞きかたが癇かんに障さわるのは認めよう。僕だって苦労してるんだ。……だけど今回は、こいつの言いぶんに理がある。なぜお前が劇を嫌うのか、説明がなされてない。このままじゃ気になって寝られないな。責任取ってもらおうか」


    「言いがかりじゃないそんなの！」


    「左さ様よう、こちらはミスター言いがかり、響ひびき川かわだ！　さあ、今すぐ洗いざらい吐け！　吐かないなら、ここでごね続けてやる！　納得のいく説明をしないかぎり、お前も家に帰れないぞ！　どうする!?」


    「面倒くさ！　いくら邪じや魔ましたって帰るからね！」


    「させるか！　これをくらえ！」


    　帰ろうとする美び藤とうめがけ、僕はアクションに移った。美しいブリッジが繰り出される！


    「奥おう義ぎ！　『響ひびき川かわアングル』！」


    「うわっ！　動きがキモい！」


    「説明しよう！　響川アングルとは、恥を捨てた反学園祭ゲリラのみに取り得る必殺技！　低角度を取ることで、通行人の普段は見られない秘密の花園、スカート内やらヒザの裏やらを、あまさず眺めることができるのだ！」


    「オールキモい！」


    「好きなだけキモがれ！　いくら嫌われようが気にもせんわ！」


    　僕の援護に、詩しノの森もりも元気を取り戻したか。


    「響川くんは、やると言ったらやる男であります！　これまでにいくつもひとの邪じや魔まをしてきた前科を持っているのでありますから！　恥や外聞などと言った言葉は、彼の脳内メーカーには一文字も入っていないっ！」


    「さすがにそれは言いすぎじゃないか!?　庇かばってやったのに、その扱いはなくない!?」


    　仰向けで憤ふん慨がいする僕は、さぞかし滑こつ稽けいであっただろう。


    　とうとう、美藤が折れた。


    「……はあ。なんか馬鹿らしくなってきた」


    　響川アングルの勝利だ。


    「わかった。言う。……けどその前に、笑わないって約束して。じゃなきゃ言わない」


    「笑わないであります」「できるだけ我慢してみる」


    　僕たちが請うけ合っても、美藤はしばらく躊ちゆう躇ちよしていたが。


    「……がてなの」


    「？　聞こえなかった。何だって？」


    「だから人前に出るのが苦手なのよ私は！　自分でもびっくりするくらい！」


    　意外な告白に、戸惑とまどう僕たち。


    「え、でもお前、演劇部だろ。見られるのが仕事みたいなもんなのに。それでよく女優が務まるな」


    「入部したときは、女優志望じゃなかったから」


    　美藤は溜ため息いきをついてから、ぽつぽつ話し出す。


    「……私ね、たまたま去年、ここの学園祭を見に来て。そのとき、演劇部の公演を観たの。すごく面白かった。自分でもあんな舞台が作りたいって思った。……だからここへ進学して、迷わず入部しに行った。それこそ入学式の日に」


    　たいしたやる気だ。


    「……もともと私、舞台衣い裳しようとかの方面に興味があってね。入部したら、そういう裏方方面で仕事ができればいいなって思ってた。……でも入ってすぐ、適性を見られる機会があって。部の決まりで、新入部員はみんな演技テストを受けることになってて。初めてだったけど、なんとか演技した。そしたら、みんな誉ほめてくれて。今度の劇に出るよう言われたの。主役のイメージにぴったりだからって」


    「待て。じゃあ何か？　演技始めたのって、ついこの間ってこと？」


    「うん。四月に入ってからだから」


    　驚いた。美び藤とうの演技力からして、長いこと演劇に携たずさわってきた奴なのだと思っていた。それが始めてたかだか二週間だったとは。話が本当なら、すごい才能だ。


    「……私もね、正直ちょっとは舞台に憧あこがれもあったの。そりゃ初心者だから、演技がまずいのはわかってる。でもせっかく選んでもらったんだから、できるだけはやってみようと思ってた。たくさん練習すればなんとかなるって。そのときはね。けど、これが……」


    　美藤は頭に被かぶった袋に手をかけると、おもむろにそれを外していく。


    「できるだけこっち見ないで。とくに響ひびき川かわは。……この段階で、かなりいっぱいいっぱいだから。じっと見つめないようにして」


    　袋を脱ぎ終わった美藤は、蚊かの鳴くような声で僕たちに頼む。大おお袈げ裟さに言っているのではなさそうだ。現に彼女の表情はいつもより火ほ照てっていたし、小刻みに震ふるえてもいる。よほど見られるのが苦手らしい。


    「人前がダメになったのは、主役に選ばれてすぐだった。……これまではそんなことなかった。普通に過ごせてたんだけど。高校に入って、環境が変わったせいだと思う」


    「と言うと？」


    「男子がね。……入学してから何度も声かけられたり、冷やかされたり、その、告白されたりとか。何回かあって。……あの、私ってその、けっこうび、びび、美人？　らしくて」


    「遠慮するな。いいよ、言い切れ。お前は誰が見ても美人だよ。ていうか、これまで生きてきて気づかなかったのか？」


    「中学までは女子校だったから。そういうの、全然気にしたことなくて……」


    　僕から目を逸そらしつつ、消え入りそうな調子で言う。そこそこ可愛かわいいくらいの女子が言ったら嫌いや味みだが、彼女の場合は事実なので仕方なかろう。


    「なのに校内ナンバーワン美少女とか呼ばれたり、知らない間に目立ってて。そんな風に扱われてるうち、だんだん人目が気になりだして。それまでは平気だったのに、一度気にし始めた途端、症状が悪化した。今じゃ、顔を隠すものがないと不安なくらい」


    「普段はどうしてるんだ？　授業中とか、マスクはつけられないんじゃ？」


    「こう、教科書を立てて、その陰に……」


    「小官に見られているのも恥ずかしいでありますか？」


    「女子は辛かろうじて耐えられるかな。でも、男に見られるのはかなりキツい……。響川ひとりでさえ耐えられないんだから、もっと大勢なんて、考えるだけで……」


    　舞台に立つ自分を想像したのか、美び藤とうの顔から血の気が引いていく。


    「だから私は、劇には出られないの。……これで事情はわかったでしょ。いいからもう放っておいて。私は私の都合で劇に出ないんだから」


    　独り言のような呟つぶやき。


    「もういいの。私はもともと裏方になりたかったんだし。劇に出られなくったって困らない。だいたい、いきなり主役とか無茶だったのよ。これで、収まるべきところに収まったの」


    　ようやくすべてが繫つながった。


    　美藤はＢ─１タイプ、『事情があって参加できない』型の学園祭嫌いだ。


    　本当はやりたいのに、無理矢理自分の気持ちを押しとどめ、学園祭から距離を置こうとしている。その点では、若じやつ干かんＡタイプも混じっているだろうか。


    　彼女は劇に、学園祭でやる公演に出たかった。大役に抜ばつ擢てきされ、モチベーションも高く練習に取り組んでいた。なのに人前が苦手だと判明し、舞台に立つどころではなくなった。これも参加できない事情の一種に含まれるだろう。


    　劇に出られないと悟った美藤は、忸じく怩じたる思いだったろう。味わった喪そう失しつ感は大きかったに違いない。学園祭などなくなれと言ったのは、自分への苛いら立だちが昂こうじたせいか。


    　事情は判明した。しかし、これからどうすればいい？


    　動いたのは詩しノの森もりだった。


    「話はわかったであります。なぜ美藤さんが学園祭を嫌うのか、納得はできたでありますが……だからといって諦あきらめるのは、非常にもったいない！」


    　しきりにもったいない、を連呼する。


    「美藤さんには才能がある！　……先さき程ほどの練習、芝居に詳しくない小官ですら、不覚にももらい泣きしたほどでありました。始めて二週間であれほどの演技ができる御方が、せっかくの才能を諦めていいのでありますか？　否いな、よくない！」


    　美藤は嫌いや々いやと首を振る。


    「人前に立てないんじゃ、才能があっても持ち腐ぐされでしょう。がんばっても無理なものは無理なの！　自分のことは自分がいちばんわかってる」


    「そう簡単に無理だなどと言ってはいけないであります。きっと何か方法があるはず……」


    　詩ノ森はひとり頭を悩ませる様子だったが。


    「そうだ！　仮面をつけたままできる役をやれば！　『鉢はちかづき』とか、『鉄てつ仮か面めん』とかなら素顔を出さずに演じられるであります！」


    「……そういう問題じゃないだろ」


    　見当違いの意見に、堪たまらず僕は口を出した。


    　すでに劇の準備は進んでいる。いまさら違う演目をと言われても、変更は難しいだろう。


    「それに、部の連中が美藤をキャスティングしたのは、ビジュアルに期待する意味もあるだろうしな。それを隠すんじゃ、意味がない」


    　美び藤とうは黙って僕の話を聞いていたが。


    「……わかった。私、部をやめる」


    　突然思い立ったように宣言する。


    「どうせ向いてないんだし。……このままじゃ、部にも迷惑かけるだけだしね。やめるのがいちばんいい。やめたらもう春公演なんて関係なくなる」


    　美藤の手には、劇の台本が握られている。悔くやしさからか、固く丸められた台本が。


    　力なく、美藤は言う。


    「理由は話したんだから、用は終わったでしょ。……私、もう行くから」


    「……まさか、退部しに行くとか言わないでありますよね？」


    「これ以上部活のことは言わないで。お願い」


    　詩しノの森もりの制止を振り切り、歩き去ろうとする背中へ。


    「待て。話はまだ終わってない」


    　呼び止めたのは僕だった。


    「お前はそれでいいのかよ？　……だってそんなのは、なんていうか逃げだろ。誤ご魔ま化かしだ。本心じゃ劇に出たいはずだ」


    　なぜ僕が説得する立場になってるのか。自分でもお門かど違ちがいなのはわかってる。


    　そもそも僕は、学園祭に反対している。ひとりでも多くの人間を学園祭から遠ざけたいのだから、このまま話が進むことに、なんら不都合はない。


    　美藤の件だって深入りする気はない。彼女が犯人かどうかさえ判明すれば、あとはどうでもいいのだけれど。


    　あまりにも簡単に諦あきらめようとする美藤に、僕はなぜかほんの少しだけ、腹が立ったのだ。


    「お前の劇にかける熱意は、諦めきれる程度のもんなのか？　違うだろ？」


    　言いながら、僕は美藤の持っていた台本をつかんだ。


    　広げてみれば、思っていたとおり。本の中身は真っ黒に汚れている。ページごとに細かい書きこみなどもされていて、いかにも読みこんである感じだ。


    「ほらな。めちゃめちゃ努力してる。熱意、超あるよ。これだけ懸けん命めいに打ちこんでるのは、自分の中にやりたい気持ちが残ってるからだろ」


    　諦めきれるなら、裏庭でこそこそ練習したりしなかったはずだ。


    「詩ノ森も言ってたけど。……能力があって、周囲もそれを認めてくれてるのにやらないなんてのは、もったいないよ。世の中には、やりたくてもできない奴だっているんだ。なのにやめるとか」


    　立ち尽くす美藤に、僕は言う。


    「お前がそれでいいなら、僕も文句はないけどさ。……本当はお前、諦めたくないんだろ。今やめたらたぶん、後悔するぞ。あとからやり直そうと思っても、やり直せるかはわからない。一生それができなくなることだってあるんだ。……忠ちゆう告こくだけはしといてやる」


    　僕は演説を打ち切り、相手の出方を待った。


    　言いたいことは言い終えた。あとは美び藤とう自身が決めることだ。


    　答えは遅れてやって来た。


    「……響ひびき川かわの言うとおり」


    　ついに、美藤が認めた。


    「私、やっぱり劇に出たい。諦あきらめるのは嫌いや。……でも恥ずかしさなんて、どうやって克こく服ふくすれば……」


    「響川アングルを思い出せ。どれだけ恥ずかしかろうが、あれよりはマシだ。だろ？」


    　悩む美藤に、両手を広げてアピールする。


    「深く考えず、開き直れ！　ひとから注目されるのは、それだけ魅力があるからだ。けっこうなことだろうが。モテすぎて困るなんて贅ぜい沢たくな。モテない僕への侮ぶ辱じよくかそれは」


    　一息にまくしたててから、僕は言う。


    「僕は精神科医じゃない。あがり性が直るなんて、気楽に断言はできないよ。言えるのはせいぜい気休めくらいだ。……でも、直そうとしてみることはできる。諦めてしまえば終わりだけど、諦めなけりゃ、一パーセントでも可能性は残るから」


    「……そうかもね」


    　僕の話に、納得したのか、そうでなかったのか。


    　かがみこんだ美藤は、足あし下もとの袋を拾い上げる。脱ぬいだマスクを被かぶり直すのかと思いきや、袋を小さく折りたたんでいく。


    「……決めた。今回劇に出るのは無理だって、部長に言う」


    　僕たちへ向くのは、決意の眼まな差ざし。


    「けど部は辞めない。このまま続ける。そして、来年か、再来年かの学園祭で、舞台に立ってみせる。それまでに恥ずかしがる体質を直して」


    　そう言う彼女の顔は、憑つき物が落ちたようにすっきりしている。おそらく吹っ切れたのだろう。


    　悩んだ末の結論は、前向きなものだった。それを誰より喜んだのは、ほかでもない。詩しノの森もりだ。よほど嬉うれしかったのか、体ごと美藤へ飛びついている。


    「本当でありますか!?　よかった！　よかったでありますよ美藤さん！　これで心おきなく学園祭を迎えられるでありますね！」


    　見上げれば、もう夕暮れだ。陽ひの名な残ごりが半ば花を散らした桜の木々を照らしている。


    「……とりあえず、あんたにもお礼を言っておくわ」


    　視線を逸そらしたままの美藤が、僕に言う。


    「あんたのアドバイス、わりと役に立った。変な励ましかただったけど、感謝してるのはほんとだから。………その、ありがと」


    　僕は素そっ気けなく答えておく。


    「気にするな。僕は僕の都合のためにやってる。それに、こういう問題はあとを引くからな。できるだけその場ですっきりさせといたほうがいいんだ」


    　とはいえ、彼女にはまだ試練が残っているのも確か。恥ずかしがりを克こく服ふくするのは、美び藤とうが自分でどうにかしなくてはならない。そこまでは僕にも手伝えない領域になってくる。


    　この先、美藤の件は美藤に任せるとして。


    　僕にはやるべき仕事が残っていた。


    　詩しノの森もりにまとわりつかれたままの彼女に尋たずねる。


    「ひとつ聞きたいんだけど。会長宛あてに、手紙出したことあるか？」


    　美藤は、心底わからないという声を返してくる。


    「はあ？　手紙？　なんで私がそんなものを？　私、会長と知り合いじゃないし」


    　態度にも後ろ暗い様子はない。これが演技なら、この時点で大女優だ。


    「……そうか。ならいい」


    　それ以上追及せず、講堂へと向かう美藤を見送る。


    　その背が見えなくなった頃、詩ノ森が僕に確かめてきた。


    「……美藤さんは、脅きよう迫はく状を出した犯人ではなかったと。そういうことでありますな？」


    　僕は頷うなずく。彼女は、犯人ではなかった。これはたぶん間違いない。あれだけ真剣にひとつのことで悩んでいた人間が、よけいなことまで考える余よ裕ゆうがあるとは想像しがたい。


    　それに美藤の事情を鑑かんがみても、学園祭を妨ぼう害がいする理由は薄い。裏工作などせずとも、劇は出ずにすませられる。


    　これらの分析は的まとを射いていると思うが、当たっていなくともかまわなかった。


    　今日の出来事で、美藤が学園祭を嫌う要因は消滅していた。たとえ彼女が脅迫状を出した犯人であっても、もう関係ないわけだ。あいつがこの上まだ学園祭を怨うらむとは考えにくい。


    　そう結論づけたところで。


    「しかし驚きでありました。まさか響ひびき川かわくんが、美藤さんに助言を送るとは」


    　飛んできたのは、誉ほめ言葉ともつかない語りかけ。


    　まともに相手をせず、軽くいなしておく。


    「別に。僕は学園祭には反対してるが、誰かが女優になろうとするのに反対する理由はないからな」


    「響川くんにも、まともな部分があったのでありますね。善よき哉かな善哉」


    「いいのか？　安心してて。……美藤は犯人じゃなかった。それって、また振り出しに戻ったってことだぞ？」


    　詩しノの森もりの返事は、満面の笑顔だ。


    「かまわないであります。美び藤とうさんは犯人ではないとわかりました。犯人が見つからなかったのは残念でありますけど、彼女のためにはこれでよかったと思うであります。我われ々われは、また一からがんばればいいのでありますよ！」


    　へこたれる様も見せず、詩ノ森は自分と僕に気合いを入れる。


    「大事なのは次！　次もこの調子でいきましょう！　犯人を見つけるその日まで！」


    「うむ！　犯人を見つけないと、おっぱいも見られないしな！」


    「それまだ言ってたんでありますか！　却きや下つか！　却下であります！」


    　校舎からは、下校を促す放送が流れ始めていた。ことがすべて片づくまで、この放送を何回聞くことになるやら。


    　僕の願いは単純だ。一日でも早く犯人を見つけ、この苦行から解放されたい。僕は学園祭が嫌いだし、それに関わるすべてが厭いとわしいのだから。


    



    　改めて誓ちかおう。


    　必ず真犯人を見つけ出し、無実を証明してやる。

  


  
    三章　　雨が降ったら休みたい。


    



    　休日を挟はさみ、学園祭まであと十日あまりとなった。


    　今日は職員会議だかで、授業は昼まで。


    　クラスメイトたちが帰った教室で、僕はお弁当を広げている。


    　隣では、額ひたいに『特攻ぶつこみ』と書かれたハチマキを巻いた詩しノの森もりが、学園祭で使う備品を制作中。薄紙を重ね束ねたものを、ひとつずつ開いて花の形にしていく。行事ごとにはつきものの、ペーパーフラワーだ。花の数は、すでにダンボール二箱ぶんほども積み上がっていようか。


    「……それ、何個作るんだ？」


    　不ふ機き嫌げんに尋たずねる僕。


    　当初立てていた予定では、本日はできるだけすみやかに食事を取ったあと、次の犯人候補に当たりをつけに行くことになっていた。なのに現れた詩ノ森が、内職が終わるまで待ってほしいなどと言い出したから、僕のイライラも募つのろうというもの。


    　おまけに、返ってきた答えもとんでもない。


    「明後日までに一〇〇〇個ほど。学園祭実行委員の仕事であります。みんなが、これは小官にしかできぬ仕事だと讃たたえるもので」


    「いやお前それ、便利に使われてるだけだって」


    　みんなというのは、おそらくほかの学園祭実行委員だろう。連中なら、ひとに仕事を押しつけるくらいは平気でやりそうだ。だいたい学園祭に関わろうという時点で、根性が腐くさっているに決まっている。


    　詩しノの森もりは認めない。


    「いえ、これは小官自みずからが望んで引き受けた仕事。……小官、響ひびき川かわくんと行おこなう犯人捜さがしが主な仕事ではありますが、一実行委員としての割り当てぶんも、きちんとやり遂とげたいと思っているのであります」


    　こいつはこれを本気で言っているから始末が悪い。


    　この数日で、詩ノ森の性格も呑のみこめてきた。


    　いろいろつっこみどころのある奴だが、なかでも異常なのは、学園祭にかける意気ごみだ。この間だって友達でもない美び藤とうのために必死だったし、こと学園祭に関しては、妥だ協きようがない。まるで学園祭前日に無念の死を遂とげた少女の怨おん念ねんでも取り憑ついているかのようである。


    　当の詩ノ森は、五十個目くらいの花に手を伸ばしている。


    「さあ、どんどん作るでありますよ！　今日中に、あと十箱はこの花々を開いて、ふわふわにせねばならない！　それが小官に与えられた任務！」


    　任務、の響きで、僕は気になっていたことを思い出した。


    「前から聞こうと思ってたんだけど、お前、なんで軍人キャラなんだ？　ロボットアニメの見すぎか？」


    「あれ？　言ってなかったでありましたか？　小官の祖父が某ぼう国の軍人であったと？」


    「初めて聞いたよ。つーか某国ってどこだよ。……でもそうか。一応、軍人キャラを押す理由はあったんだな」


    「一応とは失礼な。……これでも小官の祖父は、祖国では名の知られた軍人だったのでありますぞ。パープルハート勲くん章しようも授与された、歴戦のエリートで」


    　パープルなんやらは、戦闘で負傷した者に贈られる勲章だったと思う。勇ゆう敢かんに戦った証あかし、名めい誉よの象しよう徴ちようだ。詩ノ森が自慢する気持ちもわからないではない。


    「小官は、子供の頃から祖父の話を聞いて育ったであります。……祖父はいろいろなことを教えてくれました。格闘技から銃器の扱い、必ず引っかかるブービートラップの仕掛けかたまで。大切なことはすべて祖父から教わったと言ってもいいほどなのであります」


    　内容はともかく、懐かしそうに語っている。どことなく寂しげだ。


    　もしや祖父君ぎみは亡なくなられたのだろうか。だとしたら行きすぎた軍人キャラも、多少は大目に見てやらねば……。


    「そうそう、小官のミアという名前も、軍事用語のＭＩＡ（作戦行動中行方ゆくえ不明）からつけたそうであります。祖父曰いわく、『なんか思いついちゃって』と」


    「その話が本当なら、お前のじいさんは病やんでる」


    「いい名前ではないですか。ＫＩＡ（戦死）よりずっとマシでありますよ？　もしかしたらまだ生存しているかも、という希望を感じるでありましょう？」


    「それこそポジティブのふりしたネガティブじゃね？　……もういいや。早く仕事を終わらせろ。でないといつまでも犯人捜さがしにかかれん」


    　詩しノの森もりはふてくされて任務に戻る。


    「まったく。響ひびき川かわくんは話し甲が斐いのない……。はいはい。すぐに終わらせるでありますよ。これしきの仕事量、祖父譲ゆずりの軍人魂だましいを持つ小官には軽いもの。響川くんに手伝ってくれなどとは言いません。……もっとも、手伝ってくださるという優しい気持ちを否定するものではありませんが……」


    　微妙なおねだり口調。無論、期待しても無駄。


    「何があろうと手伝わんぞ！　僕は学園祭の助けになることなど一切しない！　穿はいてるパンツをくれたって手伝うもんか！」


    「響川くんのパンツマニア！　変態王！」


    「徐々に変態度をランクアップさせないでもらえます!?　あれ、それともまさか、穿いてないとか!?」


    「しっかり穿いてます！」


    　炸さく裂れつする平手。僕の頰ほおに紅葉もみじの形がついたところで、交こう渉しよう決裂。


    　と、いきなり教室のドアが開いた。


    　入ってきたのは、美び藤とうだった。今日は剣道の面でもフェンシングマスクでもなく、眼鏡めがねをかけただけ。キラキラは軽減されているが、それでもじゅうぶん人目を惹ひく美び貌ぼうだ。


    「なんだお前。まだ帰ってなかったの？」


    「あら、パンツマニアの変態王。ごきげんよう」


    　出で端はなにその挨あい拶さつで、ご機き嫌げんよろしかろうはずがない。さっきのやりとりを聞いてたな。


    　美藤は僕たちのところまで来ると、抱かかえていた袋を突き出してくる。


    「あんたたちが、まだ残ってるって聞いたから。はいこれ、差し入れ。飲み物とか」


    「いただいてもいいのでありますか？」


    　目を輝かせる詩ノ森に、美藤は言い訳がましくまくしたてる。


    「まあなんていうか、あなたたちのおかげでまた部にも戻れたし？　そのお礼でもと思って。……ちょっと響川、あんまりこっち見ないで。あんたの視線って、ひとの三倍くらいねばっこくて嫌いや」


    「そこまでねばねばしねえよ！」


    「まあまあ。ふたりとも喧けん嘩かはよしましょう。美び藤とうさんも言いすぎでありますよ。小官の見るところ、せいぜい二倍弱くらいであります」


    　詩しノの森もりも一息つく気になったようだ。美藤も交まじえ、休憩を取ることにする。


    　積み重なった花の山を眺めながら、美藤が聞いた。


    「これって、学園祭で使うやつ？」


    「はい、実行委員の仕事であります。明後日までに終わらせねば……」


    「実行委員って、こういう仕事もやるんだ。……にしても、まだまだ量ありそう」


    　美藤は、手持ちぶさたにしている僕を見み咎とがめる。


    「少しは手伝ってあげなさいよ、響ひびき川かわ。どんなクズの手でも借りたい状況なんでしょ。あんただって、ペーパーフラワーくらいは折れるでしょ？」


    　普通の男子ならここで泣いていただろう。


    　だが生あい憎にく、僕は罵ののしられることに慣れている。罵られ続けて幾いく年とし月つき、すっかり抵抗力がついているから、この程度の悪口ジヤブでは痛くも痒かゆくもない。


    「ゴホッゴホッ！　今まで隠してたけど、僕は学園祭の準備を手伝うと死ぬ病気なんだ」


    「今ここでクタバレば？」


    　残ざん酷こくに吐き捨てると、美藤はしばし考える様子だったが。


    「……いいわ、私も手伝ってあげる。こういうちまちましたの得意だし。部活の空き時間でよければ、雑用くらいはできると思う」


    　これも美藤なりのお礼なのだろう。仲間が増えた詩ノ森は、大喜びである。


    「なんとありがたい。よろしくお願いするであります。……これからいっしょにがんばりましょう、ジュリりん！」


    「その呼びかたなに!?」


    「よろしく頼むぜ、ジュリりん！」


    「もう定着しちゃった!?　最悪！」


    　美藤の登場は、予想外のラッキーだ。


    「よし。これで体が空いたな、詩ノ森。じゃあ出かけるぞ。……おいジュリりん、僕たちはやることがある。花作りのノルマはやっといてくれ」


    「私ひとりで？　そりゃ手伝うとは言ったけど。……この馬鹿になんとか言ってよ、詩ノ森」


    「ここは任せたであります、ジュリりん！」


    「ええっ！　あんたまで!?」


    「小官も申し訳ないとは思うであります。……しかし我われ々われには、実行委員としてやらねばならぬ使命があるのもまた事実。花作りも大事な仕事でありますが、こちらはより重要度の高い任務なのであります。……けして単純作業に飽あきたとかではなく！」


    　飽きたんだな。


    　ま、ここは責めずにおいてやろう。犯人捜さがしのほうがペーパーフラワー作りより重要なのは間違いない。なにせ僕の退学がかかってる。


    　怒るかと思われた美び藤とうだが、まっすぐに訴うつたえてくる詩しノの森もりの目め力ぢからに負けたらしい。


    「……仕方ないわね。今日は衣裳待ちで暇ひまだから、特別に代わってあげる」


    　頼られてまんざらでもない体ていで席につき、花を手に取る。


    「言っとくけど、今日だけだからね！　終わったら、さっさと帰ってきなさいよ！」


    　言う間に鮮やかな指ゆび捌さばきで、フラワーひとつ開き終えておられる。裏方仕事が得意なのは本当らしい。これなら任せておいても安心だ。


    　僕たちは美藤にふわふわ係を押しつけ、次の犯人候補を調べに出かけた。


    　今度こそ当たりであってほしい。


    



    



    　朝から小雨が降ったりやんだりの一日だった。


    　昇降口まで来ると、さっきまでは上がっていた雨が降り出している。


    「あ、やべ。傘かさ教室に置いてきた」


    「小官が持っているから大丈夫でありますよ。いっしょに入れば。……何を震ふるえているのでありますか？」
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    「なんでもない。女子の傘かさに入るという出来事に感動しているだけだ」


    「泣くほど!?　……響ひびき川かわくん。小官でよければ、いつでも傘くらい入れてあげるでありますからね？　遠慮せずともよいでありますからね？」


    　詩しノの森もりに憐あわれまれているけど、いいんだ！　一日一日を大切に生きるんだ！　初めての相手がこんなミリオタだって、この際贅ぜい沢たくは言いません。


    　広げられた傘は、ふたりで入っても余よ裕ゆうなほどサイズが大きい。柄は迷彩だった。案あんの定じようだが、文句なんて滅めつ相そうもない。ありがたいことですよ。


    　南な無む南無と感謝しながら、校門へと向かう。詩ノ森が聞いてきた。


    「次の犯人候補でありますが。彼の情報、頭に入っているでありますか？」


    「予習はしてきた。ばっちりさ」


    　僕は先週のうちに、詩ノ森から極秘ファイルを借りてあった。事前に怪しい人物の見当をつけておこうと思ったのだ。


    「……次なる犯人候補は、男性。名前は、骸むくろ塚づか一いつ角かく。僕たちと同じ一年生。Ａ組だな。クラスでは孤立しており、そのあたりも彼が犯人候補に挙あげられた一因になっている」


    　会長の資料には、彼に関する詳しいデータが載っていた。


    「骸塚くんは、ヤンキーだ。それも学園始まって以来と噂うわさされる、札付きの不良。……なんでも街に九百人近い舎しや弟ていがいるとか、百戦無敗だとか。パンチ一発でサンドバッグに穴を開けるとか。主食がひとから奪ったボンタンだとか。武ぶ勇ゆう伝でんには事欠かない」


    　噂を並べるだけで、恐ろしい男だ。名前からしておっかない。


    　詩ノ森は、彼の武勇伝より別のことを気にしていた。不満そうに補足する。


    「骸塚くんは、学園祭の準備に積極的ではないそうであります。準備を手伝いもせず、授業が終わると、さっさと帰ってしまうのだと。クラスメイトが手伝ってほしいと切り出しても、殺人鬼のような目つきで睨にらむだけだそうで」


    　傘の柄えを握りながら、詩ノ森が僕に聞いてくる。


    「彼はどうして準備を手伝おうとせぬのでしょう？　響川くんの分類法では、どういったタイプに当たるのでありますか？」


    「彼がヤンキーだというのは、手がかりになりそうだな」


    　僕は考えながら言った。


    「一般に、不良は学園祭に無関心を装うことが多い。彼らの間では、そうしたイベントに参加するのはチャラいと考えられている。仲間内での体面を保たもつためにも、行事ごときできゃっきゃするような軟弱さは見せられないと思ってるんだ」


    　中にはイベントごとに熱心なのもいるが、これはほぼ異性目当てだ。純粋な不良とは言えない。それに、噂から導みちびき出されるプロファイリングからすると、骸塚くんはそういったタイプではなさそうに思える。彼は硬派、武闘派なイメージだ。


    「タイプとしてはどうだろう？　本心では祭りを楽しみたいのに、面子メンツからそう言い出せないＡタイプ。もしくは、喧けん嘩かなどに生き甲が斐いを求め、行事なんてやりたくねーよって、Ｂ─２タイプ。不良なら、その両パターンが考えられるかな」


    「なるほど。わかりやすいであります。ジュリりんのケースでも、響ひびき川かわくんの分析が助けになったでありますからね。今回も頼りにさせてもらいます」


    「任せろ。僕はプロだ。学園祭に反対する奴の気持ちは、嫌いやと言うほどわかる」


    「タイプ分類はそれでいいとして。……参考までに聞くのでありますが。響川くん、ズバリ、彼が犯人だと思います？」


    　難しい質問だなあ。


    　仮に、骸むくろ塚づかくんが資料にあるとおりの男だとして、学園祭を中止させるよう生徒会に働きかけたりするだろうか？　学園祭が嫌なら、関わらなければよいだけなのだ。わざわざ騒ぎを起こして学園祭を潰つぶそうとする必要はない。僕じゃないんだから。


    　それとも、脅きよう迫はく状を出してまで学園祭に反対する、隠されたわけでもあるのか？


    「どうだろう。現時点で断定するのは早いんじゃ……」


    「あ、もうひとつ。彼のクラスメイトに聞いてみたところ、ほとんどが彼を怖がっているようでありましたが、女子の一部には彼を好きだと答える子もいたであります。硬派な不良はモテる、ということでありましょうか」


    「こいつが犯人で決定じゃい！」


    「清すが々すがしいまでの嫉しつ妬と心でありますな。では今日は、彼の周辺を探さぐってみるのでよろしいでありますか？」


    　異存はなかった。事前情報により、彼が立ち寄りそうな場所の目星はつけてある。


    　その付近で聞きこみをし、彼の人物像を確かめよう。


    



    



    　僕たちは、学校から電車で四、五駅離れた街にやってきた。


    　通りを挟はさんで店が並ぶ、昔ながらの商店街だ。学校側に提出されている住所録からすると、骸塚くんは、この近所に住んでいるらしい。言うなれば敵地である。


    　警戒しながらも、僕と詩しノの森もりは一帯を散策してみることにする。


    　何軒か高校生の出入りしそうな店を覗のぞく。ゲームセンターやコンビニなど、不良がたむろしがちな場所では、彼について店のひとにも尋たずねてみたものの、有力な手がかりには結びつかない。骸塚容疑者、この付近ではおとなしくしているのだろうか。


    　一時間ばかりもうろつくと、スタミナがなくなってきた。


    「響川くん、しっかりするであります。まだ始めてからいくらも経ってないでありますよ」


    「もう無理。歩けない。内部電源に切り替わりました。活動停止まであと二分」


    「どこかで休憩しましょうか？　ちょうどあそこにケーキやさんが。あそこなら満足のいく補給が受けられそうでは。……何が面白いのでありますか？」


    「だってケーキやさんて。……ぷふっ。萌えキャラぶって、似合わねー！　鳥肌立った！」


    「ひど！　小官が甘党で、何がいけないのでありますか！　小官とて一婦女子。スイーツくらい嗜たしなみます！」


    「ごめんごめん。そうだよな。お前にだって、お菓子食べて太る権利はあるよな」


    「小官は『断じて』太ってなどいないっ！」


    　争う僕たちの前を、黒い人影が通り過ぎた。


    　背の高い青年だ。燃えるような赤に染めた髪を鋭角に跳はね尖とがらせている。服装は、丈たけを切り詰めた黒制服、いわゆる短ランというやつで、ズボンは裾すそを絞ったボンタン。不良のオールドスタイル。資料にあったとおりの格好だ。こんな態ナリをした者はそういない。


    　こいつが第三の犯人候補、骸むくろ塚づか一いつ角かく？


    　いきなり当人が現れたことで混乱する僕。ものまねタレントの後ろからご本人登場、よりも驚く事態に、脳がファイナルアンサーできない。


    　先に立ち直ったのは詩しノの森もりだった。


    「まさか本人が来るとは思っていなかったでありますが。……響ひびき川かわくん、これはいい機会であります。彼に話を聞いてみては？」


    　一理ある。見たところ仲間を連れている様子もないし、探さぐりを入れるチャンスだ。


    　そう思いつつ、尻しりごみしてしまう。だいたい僕は不良が苦手だ。いや、僕でなくとも、こんなモノホンのヤンキーに、気軽に話しかけられるものではない。


    「……よし、まずはお前が話してこい。僕は安全な場所から君を見守っていよう！」


    「ええー！　嫌いやだぁ！　小官だって怖いのでありますよ！　後方支援がいい！」


    「つべこべ言うな。本隊に先行し、敵の様子を探ってくるんだ。軍人なんだろ」


    「違イマス。私ハ、タダノ女子高生デス。スイーツ大好キデス」


    「こんなときだけ都合よくね!?　じいさん譲ゆずりの軍人魂だましいはどこ行った!?」


    　自みずからの金看板を持ち出され、詩ノ森は観念した。


    「……わかったであります。小官が行くであります。玉ぎよくと砕けよ我が命。二階級特進は確実でありましょうね。それともお嫁よめに行けなくなるような事態になるか。……いや、止めてくださるな。我が身がどうなろうとも、響川くんのことは怨うらみません！」


    「待て待て。誰もそこまでやれとは。……くそ。わかったよ、じゃあ僕が……」


    「あ、どうぞどうぞ！」


    「ワオ！　これよくあるトラップやつだ！」


    　などと譲り合っている場合ではない。


    　こちらがぐずぐずしている間に、ターゲットは移動を開始していた。見失ってはまずい。


    「尾行するぞ！」「ぽう！」


    　僕たちはびくびくしながらも、骸むくろ塚づかくんのあとを追いかける。


    



    



    　骸塚くんは商店街を抜け、堤てい防ぼう沿いの道を歩いていく。


    　僕たちは傘かさの陰に隠れながらそれを追跡。詩しノの森もり流に言うなら、ＨＵＭＩＮＴ。人的諜ちよう報ほう活動？　ともかく、追いかけているのがばれたら即アウト。極力こっそりを心がける。


    　ターゲットの歩みは遅い。背中を丸め足を引きずる、陰気な歩き方だ。後ろ暗い人生を送っている人間でもないかぎり、こんな歩き方はしない。


    　彼のスタイルにびびっているのは、僕たちだけではないようだった。すれ違う通行人も、ことごとく彼を避け、遠回りする。君くん子し危あやうきに近寄らずなのだろう。


    　当の骸塚くんは、周囲の人々の気持ちになど無む頓とん着ちやく。どころか避けようとする一般市民ひとりひとりの顔を、いちいち覗のぞきこんで歩くのだ。俗に言う、メンチを切るという行為か。


    　さらに。


    「見つけたぞ骸塚コラ」


    　途中、骸塚くんを狙ねらってきたらしい不良が絡からんできた。ブレザーに、髪の色を斑まだらに染めたオシャレ系だ。気合い全開の骸塚くんに比べればおとなしめだが、不良には違いない。


    「お前最近ここらで調子乗ってるらしいな。先輩に挨あい拶さつもなく。オイ！」


    　不良は、因いん縁ねんをつけ始める。僕なら泣いている。


    　しかし、骸塚くんは堂々としたもの。眉ひとつ動かさず、相手の顔から視線を逸そらさない。顔は無表情一徹。にやりともせず。


    　あまりの反応の薄さに、相手も苛いら立だってきたらしい。


    「なんとか言えコラァ！」


    　威い嚇かくのつもりか、不良は手近にあったゴミバケツを蹴けり飛ばす。入っていた缶が散乱し、喧やかましい音を立てるも、骸塚くんに動じる気配はない。


    　動じるどころか、無言のまま不良に近づいていく。すぐに互いの距離は、顔同士が向き合うまでに詰まった。


    　至近距離に迫った骸塚くんは、相手を見つめ続ける。その目つきときたら、気の弱い魔物程度なら蒸じよう発はつするのではないかと思うほど。目からビーム出るんじゃなかろうか。喧けん嘩か番長なら大ボスクラスだ。僕なら泣くどころか、気絶してるかも。


    　見つめることしばし。ようやく動きがあった。


    　骸塚くんが、おもむろに自分の頭を反そらせたかと思うと。


    　ゴバス！　何かが潰つぶれる音。


    　倒れこむように、相手の顔正面に叩たたきつけた。頭突きだ。顔面突きだ。不良は為なすすべなく崩れる。


    　格の違いを見せつける、一撃必殺。その間、一切言葉も発せずだった。そこがよけい怖い。僕の隣、格闘技で鳴らす詩しノの森もりでさえブルブルでありますよ！


    　骸むくろ塚づかくんは、失神した不良を置き捨て、再び歩き出した。


    　僕たちは震ふるえる足を叱しつ咤たし、あとに続く。


    　雨はほとんどやみかけていた。これ以上傘かさを差していては怪しまれる危険がある。なるべく早く追跡を打ち切りたいところだ。


    　川沿いに進む骸塚くんだが、その足取りはふらふらしている。道から逸それて草むらに踏み入ったり、かと思うと急に立ち止まったり。行動がことごとく不審だ。


    　やがて住宅街へと入った。一戸建てが建ち並ぶ狭い路地を歩いていく。


    　突然、前を行く骸塚くんが、細い道を曲がった。やばい、見失う！


    「ここまで来て目標ロストなど、小官のプライドが許さない！　いけいけＨＵＭＩＮＴ！」


    「おい！　そんな慌あわてると……」


    　地面は雨で濡ぬれており、滑りやすくなっている。僕が止めるよりも先、駆け出した詩ノ森は水みず溜たまりに足を取られ。


    　バシャーン！　すっ転んだ！


    「大丈夫か、ブルーパンツ!?」


    「……鼻、鼻を打った。その上パンツまで見られるとは……」


    　鼻頭を押さえながら涙声だ。赤くなる詩ノ森、及びその鼻を前に往おう生じようしていると。


    「……そこで何をしている？」


    　誰すい何かの声に、凍りつく僕たち。


    　見ればこちらへと、骸塚くんが近づいてくる。騒ぎで尾行に気づいたのか？


    「さっきから俺の跡をつけてたみたいだが、何の用だ？　ＨＵＭＩＮＴ、諜ちよう報ほう活動と聞こえたが、俺に時間を取らせる気なら……」


    　ばれていた。しかも、見み逃のがしてくれそうもない雰ふん囲い気きだ。唾つばを呑のむ僕。


    　敵が纏まとうオーラは闇やみ一色。どんより濁にごった目つきなど、屍し鬼きより怖い。よくよく見れば、服の袖そでになにやら赤色のものまでついてる。これはアレですか。人体から流れ出すものですか。本日ここまでに、どなたかを殴おう打だされたのですか!?


    　絶体絶命。冷や汗が滝のように流れる。


    「頼む詩ノ森！　得意のマーシャルアーツを見せてくれ！　殺される！」


    「小官が戦う担当!?　男の子なんでありますから、響ひびき川かわくんがどうぞ！　今こそ、必殺の響川アングルを！」


    「あれは対スカート穿はいた女の子限定だよ！　お前こそ、ただのコスプレマニアじゃないって証明しろよ！」


    「誰がコスプレマニアでありますか！　これでも小官、オンラインゲーム内では知られた存在なのでありますぞ！　砂漠地帯での索敵を得意とすることから、いっしょにプレイする外国人の間で『トットリ』なるコードネームで呼ばれており」


    「なんでもいいから、助けてくださいトットリ大佐ぁ！」


    「無理無理無理無理！　怖い怖い怖いこあい！」


    　ひとの背中をぐいぐい前に押しやろうとする。軍人は頼りになりそうもなかった。そもそもこいつ、軍人でもなんでもなかった。一般市民を敵の矢や面おもてに立たせる軍人なんて！


    　迫り来る骸むくろ塚づかくん。近くで見るとより迫力がある。なんだよこの髪の色。花はな道みちか。頼むからバスケ始めて更生してくれ。おお、眉毛なんか半分ないし。


    　戦うのは無む謀ぼう。


    　なにせ霊れい媒ばい師し的なひとから、『守しゆ護ご霊れいが夏みかん』と言われた僕である。夏みかんに何を期待しろというのか。夏みかんが僕の何を護まもってくれるというのか。これはもう死んだな。


    　僕は迫り来る運命を待ち受ける。今に終わりの一撃が、僕の顔面を砕くのだろう。さらば、響ひびき川かわ晴はれ……。


    　けれど、骸塚くんはテンパる僕を無視し、背後の詩ノ森に呼びかける。


    「……鼻血が出てるぞ。ついてこい」


    　陰気な顔つきのまま言う骸塚くん。


    　親指で示す先は、一軒の民家だ。表札には骸塚、とある。ではここが彼の自宅か。


    　先に立った骸塚くんは、玄関扉の横で仁に王おう立だちしている。


    「入れ」


    　もはやどうしようもなかった。命じられるまま、僕たちは家屋へと足を踏み入れる。


    



    



    　骸塚家は、ごくごく平凡な一軒家だった。想像していた二十倍はまともだ。


    　入るや否いなや、玄関で熱烈な歓迎がなされた。


    　迎えてくれたのは、小学生くらいの少女だった。肩まで伸ばしたショートヘア。料理の途中だったのか、エプロンをつけている。


    「おかえりなさい、お兄ちゃん！」


    　満面の笑みで骸塚くんに飛びつく。それをこともなげに受け流すお兄ちゃん。


    「怪け我が人だ。鼻血を押さえるものを」


    「あ、ほんと。……ちょっと待っててください！」


    　少女はすぐに奥へと引っこんだ。気が利きく子のようだ。


    　予想外にアットホームな光景に、隣では怪我人がうなっている。


    「どうやらここはＤＭＺ、非武装地帯のようでありますな。……それにしても、お兄ちゃんに甘えてくるタイプの妹を実装配備とは、敵もやるであります」


    「ああ。かなりの戦力だ。僕の試算では、陸軍一個大隊に相当する」


    「しかしあの子とのやりとりを見るかぎり、骸むくろ塚づかくんも意外に優しい一面がありそうでは？　貰もらった資料から、小官、もっと極悪非道な輩やからを想像していたでありますが」


    「まだわからん。油断するな。さっきの不良にはあの対応だったろ。十二歳以下には優しくて、そのほかには容よう赦しやない奴なのかもしれん。なにせ主食がボンタンなんだから」


    　骸塚くんの妹さん？は、すぐに戻ってきた。


    「絆ばん創そう膏こうと傷薬、これでいいですか？　あと濡ぬれておられるので、よかったらタオルも」


    「どうもご迷惑をおかけして。小官、軍人なのにそそっかしく……」


    「ごめんなさいね。このとおりのドジっ娘こ三等兵でうわおっ！」


    　すんでのところで、飛んできた地獄突きをよけた。この元気なら薬などいるまい。


    　玄関先でどたばたする間に、骸塚くんの姿は消えている。おそらく袖そでについた赤いものでも洗いに行ったのだろう。


    　僕たちは妹さんに二階へ案内してもらい、骸塚くんの部屋へ通された。


    　室内は散らかっている。壁かべ際ぎわに備えつけられた机の上は、パソコン関連の機材や紙の束、筆記用具などでいっぱいだ。床にも紙かみ屑くずや新聞紙、ガンプラマーカー、特撮系の玩がん具ぐ類、モデルガンなどが散乱し、足の踏み場もない。
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    　ベッドの上にまで、分厚い本が何冊も重ねて放置してある。本の種類は統一されておらず、ばらばらだ。歴史資料から色彩に関するもの、芸能関係、はてはアニメ雑誌まである。どれも骸むくろ塚づかくんのイメージに合わない。


    　と。部屋を眺め回していた僕は、あるものに気づいた。


    　部屋の壁に、ひときわ力強い光こう沢たくを放つ絵が掛けられてあった。エロティっくな美女が、水着で寝そべっている。


    「こ、これは大人気イラストレーター『無む黒くろ木ぎ赤せ鬼き』先生、直じき筆ひつのイラスト！　『ラ・ブレザー』の人気敵幹部キャラ、『ボンデージクィーンお八や寸す』ではないか！　なぜこれがこんなところに!?」


    「？　なんであります、それ？」


    「知らんのか？　巷ちまたで大評判なのに！　……お八や寸すだけじゃない。無黒木先生は、ほかにも多くのキャラデザを担当しておられる、その筋では圧倒的支持を誇る絵師さんだぞ。好事家マニアの間じゃ、先生がお描きになった美少女キャラの立ち絵は、かのルーベンスの絵画にも劣おとらないと言われている！」


    　興奮のあまり、部屋中を転げ回る僕。


    「しかもこの原画は、雑誌の懸けん賞しようでしか手に入らない非売品だったはず！　ネットオークションでウン十万単位で取引されているというのに。それがまさかこんなところに鎮ちん座ざしておられるなんて。……なんだこのステキ部屋は！　ここは神の御ご寝しん所じよですか！」


    「響ひびき川かわくんがいつもに輪をかけておかしい！」


    　なんと言われようが、この宝を目の前に平静でいられようはずがない。とりあえず拝おがんでおこう。


    　階下から骸塚くんが駆け上がってきたのは、ちょうどそのタイミングだった。僕は壁に向かってひれ伏しているわ、詩しノの森もりは詩ノ森で、そこらへんのものを勝手に漁あさっているわ。彼が後ずさったのも無理はない。


    　すぐに正気に戻ると、妹を叱しかる。


    「なんでこっちに入れるんだ!?　リビングに通せばいいだろう！」


    「お友達だからそのほうがいいのかと思って。……ダメだった？」


    「ダメじゃないが……」


    「それより聞きたいことがあるっ！」


    　兄きよう妹だいの会話をぶった切ったのは僕だった。物欲が、彼への恐怖を凌りよう駕がしたのだ。


    「この絵、どうやって手に入れたんだ!?　もしかしてファン？　そうじゃないならぜひ譲ゆずってください！　僕、無黒木先生の大ファンで！」


    「……くっ。よりにもよって、これの価値を知る奴が紛まぎれこんだとは」


    　まとわりつく僕を振り払うと、骸塚くんは気け怠だるげに言う。


    「それは貰もらったのでも、懸けん賞しように当たったのでもない。……俺が描いた」


    「……は？」


    　彼が何を言っているのか、まったくわからない。


    　戸と惑まどう僕に、骸むくろ塚づかくんは深い深い溜ため息いきをつく。


    　それから、一息に告白した。


    「俺が、無む黒くろ木ぎ赤せ鬼きだ。俺がその絵を描いている」


    



    



    「つまり、骸塚くんの正体は、謎の天才イラストレーターだったのでありますな？」


    　詩しノの森もりがここまでの流れを整理する。


    　僕たちは一階の和室に落ち着いていた。骸塚くんから、仕事部屋でもある自室には入らないでほしいとの要よう請せいを受けてのことだ。


    　脇に妹を座らせた骸塚くんは、不ふ機き嫌げんそうな顔で話を聞いている。


    「……そうだ。無黒木赤鬼というペンネームで、イラストの仕事を受けている。学校も承しよう認にんずみだ。バイト扱いで就労許可を貰っている」


    「なるほど。それならあの美術室のような部屋も説明がつくでありますな。道理でいろいろなものがあるはず。あのモデルガンも、仕事の参考にするのでありますか？」


    「ああ。資料用だ」


    「背後の戸棚に隠してあった、不健全なＤＶＤも？」


    「……資料用だ」


    　言い訳が苦しかった。同じ男子として、深く攻め入ろうとする詩ノ森を引っ張る。


    「そのくらいでやめておけ。人間誰しも、そっとしておいてほしいことはある。無黒木先生のお心を煩わずらわせるな」


    　鼻白む詩ノ森。


    「さっきまでは不良だなんだ、ぼろくそ言っていたのに。えらい変わりようでありますな」


    「そりゃそうだ。だってこの御方は、無黒木先生だぞ。同席しているだけでも光栄なのに。……あの、先生。握手してもらってもいいですか？」


    「断る。男と握手する趣味はない。それと敬語はやめてくれ。同い年なのに」


    　骸塚くんはそう言うが、僕からすれば雲の上のひとである。世間で知られた人物と話す機会などそうそうない。


    　彼の評判を知らなかった詩ノ森も、興味が湧わいてきたらしい。


    「小官、生きているイラストレーターを見るのは初めてであります。どういう経けい緯いで今の仕事に就かれたのでありますか？」


    「特別なことはしていない。普通に雑誌に投稿したら賞を獲とって、そのままデビューした」


    「普通はそんなにうまくいくものではないと思うであります。謙けん遜そんでありましょう。……しかし、不良というのは雑誌に投稿したりするのでありますな。アクティブ！」


    　骸むくろ塚づかくんは、腹を立てた風でもない。


    「俺は別に不良じゃない。格好はこんなだが、中身は草食系だ」


    「そんな粋いきがった草食系は見たことないであります」


    「……中学までは地味めの格好をしてたんだ。だがひとに言われたり、影響されたりして。高校入学を機に、イメージチェンジしようと」


    「ふむふむ。そっちのデビューは失敗したのでありますな」


    　炸さく裂れつする舌爆弾リリツクボム。しかしながら、高校デビューの方法が間違っているのは確かなので、フォローしたくても否定しづらい。


    　骸塚くんは強こわ面もてをさらにしかめながら頭を抱かかえていたが、どうにか気力で持ちこたえたようだ。


    「……話題を変えよう。お前たちはなんで俺をつけてたんだ？」


    　僕は詩しノの森もりと顔を見合わせ、アイコンタクトを交わす。どこまで打ち明けるかが難しい。


    「……僕たちは学園祭実行委員だ。実は今、学園祭に反対する人物の特定を行おこなっている最中なんだ。骸塚くんも、その容疑者に挙あがってて……」


    「それで俺をつけてきたのか。学園祭の準備に協力してなかったから」


    「こんなことやりたくはないけど、僕にも都合があってね。学園祭を休むためには、やむを得ないんだ」


    「？　実行委員なのに休むのか？」


    「響ひびき川かわくんは黙って。……我々が確かめたいのは、骸塚くんが学園祭の準備を手伝わない理由であります。骸塚くんも学園祭に反対する立場なのでありますか？」


    「学園祭が嫌いなわけじゃない。できれば俺も手伝いたいとは思うんだが……」


    　骸塚くんは難しい顔をした。


    「締め切りが近いんだ。発注を受けてるイラストを仕上げないと。……やはりこちらは仕事だからな。どうしても優先させざるを得ない」


    　詩ノ森は納得できないのか、渋い顔だ。だが語られる話には、筋が通っている。仕事には責任が伴ともなう。契けい約やくは優先されるべきだろう。


    　僕は結論を言う。


    「これは、『事情があって』パターンだな。Ｂ─１タイプだ。学園祭は好きだが、学外のことで忙いそがしく、参加できないタイプ。骸塚くんのようなケースのほか、幼い弟妹を世話するしっかり者、病気の母を抱かかえる孝行娘などのバリエーションもあり、……ん？」


    　分析の途中なのに、詩ノ森が僕をつついてきた。


    　指さすほうを見れば、骸塚くんが眠りかけている。


    「……あの、骸むくろ塚づかくん？」


    　僕が呼びかけると、びくっと跳はねるヤンキーもどき。


    「……オチかけてたか。すまない。もう三日ほど寝てないんだ。実は今日が締め切りで」


    　欠伸あくびを嚙かみ殺す骸塚くん。


    「六時までに新キャラのデザインを提出しないといけないんだが、顔の造作がなかなか決まらなくてな……」


    「それで道行くひとの顔を覗のぞきこんでたのか。メンチ切って歩いてるのかと」


    　ようやく僕にも事情がわかった。


    　不良ではないとのたまう彼が、なにゆえ不良じみた行動を取っていたのか。


    　学園祭の準備を手伝わないのも、目つきが悪く不ふ機き嫌げんそうなのも、死にかけみたいな足取りで歩いてたのも、袖そで口ぐちについてた赤色も、全部仕事と寝不足のためだったのだ。


    　残る謎には、詩しノの森もりが嚙みついた。


    「ヤンキーのひとは？　なぜ彼に問答無用で頭突きしたでありますか？」


    「そうか、頭突きしてたか。……眠すぎて、立ったまま寝かけていたようだ。意識が飛んでたのか、痛みも感じなかった」


    　くたびれきった様子の骸塚くん。苦境の大先生に同情してしまう。


    「たいへんだね。仕事と学校、両立するの辛つらくない？」


    「身内からは、成績を維持するように言われてる。校内順位が半分より落ちればやめるという条件つきなんだ」


    　アイドルグループみたいな。これでは学園祭の準備を手伝う時間など取れなくて当然か。


    　そんな状況でも、骸塚くんは前向きだった。


    「確かに体調管理も含め、環境は厳しい。今回のように、学校の行事を犠ぎ牲せいにしないといけない場合もある。辛いときもあるが。……絵を描くのは好きなんだ。だから続けたい」


    　真しん摯しに語る彼の姿に、僕は心を打たれた。格好はアレだが、中身はとんでもなく純粋な青年らしい。


    　おねむの彼を前に、僕たちはこっそり囁ささやき合う。


    「……骸塚くんは犯人じゃないな」


    「……ええ。小官、とても彼を疑う気にはなれぬであります。いや、一瞬でも彼を疑った自分を恥じる気持ちでいっぱい。申し訳ないことをしたでありますな」


    　彼が犯人でないと判明した時点で、ここにいる必要はなくなった。骸塚くんを仕事に集中させてあげる意味でも、退散したほうがいい。


    　僕たちはお礼を言って帰ろうとする。その直前。


    　グウ！　詩ノ森のお腹なかが爆音を奏かなでた。


    　そういえば、こいつはお昼を食べていないんだった。にしても今？


    　タイミングの悪いことに、妹さんにも聞こえていたようだ。


    「よければ何か作りましょうか？」


    「ああ、大丈夫だから。気を遣つかわせてごめん。食い意地の張ったいやしい子で」


    「小官は食いしんぼではないであります！　これは単なる生物学上の空腹で」


    「遠慮しないでください。兄の知り合いが来ることなんて滅多にないんですから。おもてなしもせずに帰せません。あ、好きなものとかあったら言ってくだ……」


    「甘いものが食べたいであります！」


    　喰い気味で。完全なる食いしん坊じゃないですか。


    　オーダーが通ったところで、骸むくろ塚づかくんは立ち上がった。


    「ゆっくりしていってくれ。俺は仕事する。アイデアがまとまりそうだ」


    



    



    　骸塚くんは部屋に戻った。


    　僕と詩しノの森もりは妹さんのご厚意に甘え、料理が出来上がるのを待っている。


    　待つことしばし。


    　運ばれてきたのは、金色に輝くシュークリームだった。山と盛りつけられた皿の上で眩まばゆい光こう沢たくを放っており、腹ぺこ詩ノ森でなくとも食欲をそそられる。


    　味も見た目を裏切らなかった。一口食べた途端、もう止まらない。


    「なんだこれ、涙が際限なくあふれてくる……」


    「口に入れるや、たちまち舌の上でとろける柔らかな食感。クリームも甘すぎず、バランスも完かん璧ぺき。すべての味がとけ合い、絶妙のハーモニーを奏かなでている。なによりこのぱりぱりした皮の斬ざん新しんなこと。……ご主人、いったいどんな材料を使ったのでありますか!?」


    「おまけ付きお菓子の残りです。兄はカードだけ取って、お菓子を食べないので」


    　経済観念のしっかりした、できた妹だ。


    　詩ノ森が口いっぱいにシューを頰ほお張ばりながら、僕のぶんを狙ねらう。


    「響ひびき川かわくんはお腹なかいっぱいでありますかな？　よければ小官が処理しましょうか？」


    「皿でも舐なめてろ。おいしいよ、ええっと……」


    「ふたこです。双子と書いて、ふたこ」


    　自己紹介した少女は、僕たちの隣にちょこんと座る。


    「あの、響川さん、詩ノ森さん。……おふたりは、学園からお兄ちゃんを調べに来られたんですよね？」


    　詩ノ森が、空からになったお皿を眺めつつ、決めゼリフを言う。


    「いかにも。小官たちは、学園の平和を守る、学園祭実行委員！　略してＰ、げっほげっほ、ＯＷ。あなたの青春、シュークリームもっと食べたい……」


    「せめてよだれは拭ふきなさい。……まあこのとおり、グダグダな実行委員だけど、それがどうかした？」


    　ふたこちゃんは悩みのある顔つきだ。


    「その学園祭委員って、問題のある生徒をチェックするんですか？」


    「うんまあ。問題がある生徒というか、犯罪者を……」


    「犯罪者!?」


    　僕の発言は刺激的すぎたらしい。ふたこちゃんが慌あわてる。


    「兄は犯罪者じゃありません！　あんな格好ですけど人見知りで、ひとりじゃお店に入れないほど小心者なんです！　ゲームセンターは危ないから近寄らないって、いつも言ってます！」


    「いつの時代のゲーセン論!?」


    「とにかく、全然不良じゃないんです！　怖くないんです！　趣味といったら、ひとり部屋でにやにやしながら絵を描きつつ奇声を上げるくらいのもので！」


    「別の意味で怖いよそれ！」


    「怖くありませんって。裏ボタンなんか萌えキャラですよ!?」


    　ふたこちゃんは部屋のハンガーに掛けてあった制服を僕に見せてくる。なるほど、裏ボタンにはそれぞれ異なる動物耳のキャラが描かれている。どこで売ってるんだこれ。最近は何でもあるなあ。……って、そんなぐいぐい押しつけなくても！


    「わかった！　もうわかったから、そんな必死にならず落ち着いて！」


    「はぁはぁ。……お兄ちゃんが犯罪者じゃないってわかってもらえました？」


    　僕たちが頷うなずくと、ふたこちゃんはおとなしくなった。ぽそぽそ話し出す。


    「疑われるような兄なのはわかってます。ただでさえ怪しいのに、お兄ちゃん、あの見かけになってから誤解されることが多いんです。クラスでも浮いてるんじゃないかって、私、それが心配で」


    「そんなに畏かしこまらなくてもいいでありますよ。骸むくろ塚づかくんが浮いているのは否定でき」


    　僕はシュークリームで詩しノの森もりの口を塞ふさいだ。


    「るよな。ねえ詩ノ森さん？　……よけいなこと言わずうんとだけ言え」


    「ひゅふん」


    「まったくお前は。ＴＰＯを考えて言葉を選べ。いたいけな少女を傷つけるつもりか」


    　ふたこちゃんがおかしそうに言う。


    「おふたりは仲がいいですね。恋人同士なんですか？」


    「とんでもないことを。ビジネス上の付き合いだ」


    「響ひびき川かわくんとそんな関係になるくらいなら、修道院にでも入るであります」


    「そこまで言う!?　なら僕は、一生女によ人にん禁制の山に籠こもってやるわい！」


    「……じゅうぶん仲良しに見えます」


    　不本意な感想に次いで、呟つぶやきが洩もれる。


    「兄にも、おふたりぐらい親しい友達がいればいいんですけど」


    「？　さっきも言ってたけど。骸むくろ塚づかくんは友達いないの？」


    「うち、この春に引っ越してきたばかりで。今日もおふたりが来られて驚きました。同学年の方が来られたのは初めてでしたから」


    「そうか。あの外見だしな。友達になる以前に、話しかける段階で勇気いるもん」


    「それもあるんですが。……兄は内気なほうで、これまでもあまり親しくしているひとはいませんでした。学校の行事にも率先して参加するタイプじゃなかったというか」


    「むむ、それはいけないでありますな。積極的に参加したほうが面白いのに」


    　ふたこちゃんは慌あわてて否定する。


    「いえ。ちょっと前まで、消極的だったって言いたかったんです。最近はそうじゃなくなってきたところもあって。……その、家の事情とか、そのほかいろいろあったりして。兄自身も変わらないといけないと思ったみたいで」


    　年上の僕たちを前に、ふたこちゃんは懸けん命めいに続ける。


    「高校生になったことだし、これからは何事にも前向きに取り組むんだと言って。春先から意気ごんでました。……去年は家庭の事情でいろいろあって、中学校の学園祭には参加できなかったんです。だから今年こそはと思ってたみたいで」


    「そっか。なのに仕事が入っちゃったから、ここまで準備に協力できなかった、と」


    「そうなんです。兄は根がマジメな上、絵を描くの大好きで……」


    　ふたこちゃんは、切々と訴うつたえる。


    「お兄ちゃん、仕事があるから学園祭の準備も手伝えないだけなんです。悪気があるとか、怠なまけてるとかじゃないんです。できれば手伝いたいと思ってるんです。……私、それをクラスのみなさんにもわかってほしくて……」


    　言いながらふたこちゃんは涙をにじませている。なんと健けな気げな。今年のベストオブ妹賞をあげてもいい。改めて、骸塚くんは犯人ではないと確信する。悪事を働く人間に、こんないたいけな妹がいるはずない。世界の法則として。


    　見れば隣の詩しノの森もりまで、もらい泣きしてる。


    「なんという兄きよう妹だい愛でありましょう！　それにまた、骸塚くんの学園祭への思いときたら！　どちらも小官の心にタッチダウン！　しかとみなさんに伝えるであります！」


    「ありがとうございます。……あ、シュークリームのおかわりは？」


    「グスン。いただくであります」


    「食べるのは食べるんだ」


    　にしても料理がうまいだけでなく、お兄ちゃんのフォローまでお任せとは、おそるべき高性能妹。一家にひとりいれば、この世から戦争はなくなるだろう。


    　僕が感心していたときだった。


    　突然、二階から大きな物音が聞こえてきた。何かが倒れるような音と、唸うなり声。


    「なんだ今の？　泥どろ棒ぼう？　新種のモンスター？」


    「お兄ちゃん!?」


    　ふたこちゃんが、真っ先にリビングを飛び出した。僕たちもあとに続いて階段を上る。


    　部屋では骸むくろ塚づかくんが倒れていた。


    「お兄ちゃん、どうしたの!?　仕事は？」


    「……終わった。あとは編集者に渡すだけ……」


    　骸塚くんの横には、完成したスケッチが広げられていた。数パターンのキャラ絵だが、ラフの段階ですら神こう々ごうしさを放っておられる。神絵だ。


    　イラストを仕上げた骸塚くんだが、もはや虫の息。


    「六時までに見せる約束になってる。今、何時だ……？」


    　時計を見ると、五時少し前。


    　骸塚くんは立ち上がろうとする。だが力が入らず、再び倒れてしまう。体力、精神力ともに限界なのか。


    　それを見たふたこちゃんが言い出した。


    「私が行ってくる！　お兄ちゃんは待ってて！」


    「いや、お前は行かせられん。小学生が校区外に出るときは保護者同伴でないと。あのあたりはロリコンの巣そう窟くつだ」


    「ならば小官が行くであります！　小官はロリ属性ではないので問題ないかと！」


    　出たか。学園祭やりたい派のお節介。言い出すと思ってた。


    　しかし骸塚くんはうんと言わない。


    「ダメだ。あのあたりは女子高生フェチも多い。お前ひとりで行かせるなんて……」


    「確かに。軍事的見地から見ても、単独行動は危険を伴うとされているでありますが。だからといって見過ごせぬ事態！」


    　決意の拳こぶし。


    「ここは学園祭実行委員に任せてもらうであります！　みんなが楽しく学園祭を過ごせるよう取り計らうのが我らの務め！　そのためなら、小官はどんな努力も厭いとわぬ所存！」


    　力強く請うけ合う詩しノの森もりに、骸塚くんもほだされたか。


    「……わかった、なら頼む」


    　最後の力を振り絞り、描き上げた絵を封筒に入れる。


    「濡ぬれても大丈夫なようにはしてある。……それと、この萌えボタンを持っていけ。俺からの遣つかいだとわかるはずだ」


    「いらないでありますよ。担当のひとを呼んでもらいます」


    　疲れのせいか、骸むくろ塚づかくんの挙動が怪しい。詩しノの森もりへ道を教えようとするのだが。


    「いいか。出版社へは、駅から電車に乗って……。そこで降りて東側の階段から……。横断歩道の……、右端の、……まんまるボタンを押したなら……」


    　ダメだ。もう呂律ろれつも回っていない。三日徹夜なのだから無理もないけど。


    「寝ないで、骸塚くん！　あとちょっとだけ起きててほしいであります！」


    「寝てないグゥ。……すると谷底からピンクのムー○ンが現れて……。グゥ……」


    「顔は怖いのに夢はファンシーでありますな！」


    　とうとう骸塚くんが力尽きた。規則正しい寝息が聞こえてくる。詩ノ森が襟えり首くびをつかんで揺さぶっても起きない。夢の中、○ーミン谷で妖精たちと遊んでるのだろう。


    「どうしましょう！　骸塚くんが寝ちゃったであります！　まだ出版社の場所、きちんと聞いてないのに！　いずこの出版社に持って行けと!?」


    「どこかにスケジュール帳があったはずです！　仕事関係のメモとかも書いてました。それを探せば……」


    　焦あせるふたりは、部屋をひっくり返し始めた。ただでさえごちゃごちゃした部屋だ。住所録ひとつ探すのも時間がかかる。たちまち動かしたもので小山ができた。


    　それを眺めていた僕だが、ふと、がらくたの山から離れたところに置かれたものが目を惹ひいた。フレームに入った写真だけが、大事そうに選えり分けられている。


    　映っているのは、僕たちよりふたつみっつ年上に見える女性だ。顔は少し、ふたこちゃんに似ているだろうか。


    　手帳を探していたふたこちゃんも、僕が眺めているものに気づいた。


    「それは、お母さんです。お兄ちゃん、お母さんが大好きで……」


    　写真の女性は、見るからに優しそうな微笑ほほえみを浮かべている。このお母さんなら、息子が自慢したくなるのも頷うなずける。


    「ちっ、骸塚くんめ！　可愛かわいい妹だけでは飽あきたらず、こんな綺き麗れいなお母さんまで持ってるとは。なんとも羨うらやま憎らしい！」


    「……そうですね」


    　答える声は小さい。


    　それをなぜかと考える前だ。寝ていた骸塚くんの口から、かすかな呟つぶやきが洩もれたのは。


    「……大丈夫だ、ママ。俺は大丈夫……」


    　譫うわ言ごとのように、何度も繰り返す。寝息は乱れ、苦しそうだ。


    　兄の手を握りながら、ふたこちゃんが謝あやまる。


    「すみません。気にしないでください。寝るといつもこうなので……」


    「……今、お母さんは？」


    　ふたこちゃんは無言で首を振った。それだけで、僕にはだいたいのことが呑のみこめてしまった。


    　これが骸むくろ塚づかくんの理由か。


    　元来おとなしいはずの彼が、何をきっかけにファッションを変えようと思い立ったのか。兼業イラストレーターになろうと決めたのか。


    　先さき程ほど、ふたこちゃんも言っていた。家庭の事情からいろいろあったと。


    　その事情とはおそらく、彼の母親と関係があるのだろう。


    　会ったばかりの少女に、こみいった話を尋たずねるのは躊躇ためらわれた。だが推測はできる。


    　骸塚くんが、変わろうと決めたのは、おそらく母親を安心させたいと思ってのことだろう。寝る間も惜しんで忙いそがしくしているのだって、悲しみを紛まぎらわせるためなのかもしれない。


    　誰にも過去がある。ひとに触れられたくない、話したくない思い出が。


    「発見したであります！　スケジュール帳！　これでありましょう？」


    　気詰まりな雰ふん囲い気きを破ってくれたのは、詩しノの森もりの歓声だった。僕たちから離れ、探索に集中していたおかげで、目当てのものを掘り当てたようだ。すぐに手帳の中身を確かめ、必要なことを調べる。


    「締め切りが今日なのは、この仕事でありますな。了解。ただちに出発するであります」


    「本当におひとりで平気ですか？」


    　心配そうなふたこちゃん。訪問先が危険な地域だと聞かされ、不安になっているようだ。


    　このまま放っておくこともできた。だが骸塚家の事情を知ってしまったからには、無関心は装よそおえない。


    　迷ったあげく、僕は詩ノ森を呼び止めた。


    「おい、待て。……僕も行ってやる」


    「いっしょに来てくれるのでありますか!?」


    「お前ひとりに任せておいて何かあったら、骸塚くんに悪いしな」


    「いいんですか響ひびき川かわさん!?」


    「なに、さっきのシュークリームのお礼さ。お遣つかいくらいはやらせてくれ」


    　そんなことより、急がねば。詩ノ森が封筒を抱かかえる。


    「ふたこちゃんはお兄さんについててあげるであります。これは小官たちが、必ず先方に届けるでありますから！」


    「おふたりとも、よろしくお願いします。お兄ちゃんのお仕事を無駄にしないで」


    　別れはすんだ。僕たちはふたこちゃんに見送られ、出発した。


    



    



    　決死の旅立ちから十分後。僕と詩ノ森は電車に乗っていた。


    　電車に揺られながら、詩ノ森がケータイで交通情報をチェック。


    「出版社の最寄り駅までは十五分ほどでありますな。だいぶ余よ裕ゆうはあるであります」


    「なんだ。張りきって出たきたわりに、簡単な任務だったな」


    　拍ひよう子し抜けする僕に、詩しノの森もりが注意する。


    「響ひびき川かわくん、安心するのは早いでありますよ？　言うでありましょう？　『家に着くまでがミッションです』と」


    「作戦行動を遠足感覚で捉えんな」


    　ガタン！


    　突然、電車が停まる。赤信号かと思っていると、車内アナウンスが流れてくる。


    『ただいま事故により、列車の運行を停止しております。お急ぎの方にはご迷惑をおかけいたしますが、復旧まで今しばらくお待ちください』


    「よりによってこんなときに！」


    　詩ノ森の言葉が不運を招いたか。なるほど、最後まで気を抜けない。復旧するまで、僕たちにできるのは待つことだけ。


    　電車が動き出したのは三十分もしてからだった。


    　駅に着いた僕たちは、改札口を抜け、横断歩道を渡る。


    「ここからはどれくらいかかる？」


    「駅からは五分ほど。走ればギリ間に合うであります！」


    　タイムリミットが迫っている。僕たちは出版社までの道を小走りで駆ける。気分は走れメロス。日にち没ぼつまでに届けねば、骸むくろ塚づかくんの苦労が台無しになってしまう。ふたこちゃんはそう言っていた。


    　だが障害は、まだ続く。


    　ドンっ！


    　通りすがりのひとに、詩ノ森の肩がぶつかった。その拍ひよう子しに、持っていた封筒が落ちてしまう。


    「ああ！　骸塚くんのイラストが！」


    　急いで拾い上げようとする詩ノ森へ。


    「……お前ら、骸塚の知り合いか？」


    　ぶつかった相手が言う。目を凝こらせば、先頭のブレザーに見み憶おぼえがある。


    「あ、さっき骸塚くんにやられてた、雑魚ザコい不良であります！」


    「うおおお！　いらんこと言うな！」


    　慌あわてて詩ノ森の口を塞ふさごうとしたが、遅かった。


    「つかなんでそれ知ってんだ？　俺を笑うつもりでついてきやがったのか？」


    　ほらまたいらぬ誤解を！　青筋を浮かせる不良に、僕は低姿勢で弁明に努める。


    「ごめんなさいこいつも悪気はないんです！　気に触ること言うのはただの癖くせで、いつもはとってもいい子なんです！　本人も反省してるんで、ここは寛大な気持ちで、ね？」


    　彼の背後には、ぞろぞろと舎しや弟ていが軍団をなしている。ミッション真っ最中の現在、こんなところで揉もめ事に巻きこまれるわけにはいかないのだ。


    　しかし不良は許してくれない。


    「噓うそつけコラ！　ふざけたこと言ってっと……」


    「ちょっ！　僕は悪くない首締まる締まる！」


    「響ひびき川かわくんがピンチ！　放すでありますこの不良め！」


    　詩しノの森もりが割って入ってくれたおかげで解放された。だがそのせいで、大事な封筒が放り出され、相手側へと滑っていく。仲間の不良が目め敏ざとく拾い上げた。


    「何だコレ？　中身は……」


    　逆さにされた封筒から、ばさばさと中身がこぼれる。上がる悲鳴。


    「ああ！　乱暴に扱うのは禁止であります！　それは骸むくろ塚づかくんが丹たん精せいこめて描いた……」


    　詩ノ森は地面に落ちたそれを拾おうとする。


    　その上から、汚い靴くつがイラストを踏みつけた。


    「これがどうしたんだ。いいからおとなしく……」


    　不良はまだ何か言っていたが、僕の耳には入ってこない。


    　静かにそいつの足を払いのけ、絵を拾い上げた。それをもとのように封筒に収め、詩ノ森に渡す。　


    「……これ持って先に行け。こいつら、見み逃のがしてくれそうもない」


    「それってまさか……」


    「そのまさかだ。……僕はこの野や蛮ばん人どもをぶち殺す。こいつらは、この神絵を足あし蹴げにした。笑って許せることじゃない。僕が抑えておいてやるから、お前は出版社へ行くんだ」


    「それなら小官が残るであります！　響川くんが封筒を持って行ってください！」


    「ダメだ。いくらお前でも、これだけの人数は相手にしきれまい。そして僕は、足が遅い。逃げたって追いつかれる。……それに」


    　僕はふたこちゃんの話を聞いてしまった。骸塚くんの過去と現在を。


    　骸塚くんは、学園祭をやりたがっていた。自分が変わった証あかしとして、積極的に関わろうとしていた。


    　そんな彼の姿勢が、僕を動かす。


    「学園祭は気にいらんが、今回は大目に見てやる。……早く行け。学園祭をやりたがってるひとを助ける。それはお前の仕事だ。お前がイラストを届けるんだ」


    　僕は詩ノ森を背に、不良たちの前へ立ち塞ふさがる。


    「行け！　詩ノ森！　骸塚くんの努力を無駄にするな！」


    　詩ノ森は頷うなずいた。僕に殿しんがりを託し、走り去る。


    　メロスは行ってしまった。残された僕を不良が睨ねめつけ、ネクタイを締め上げる。


    「……ぶち殺すとか言ってくれたが、死ぬ覚悟はできてんだろうな？」


    　正直に言おう。僕は喧けん嘩かが弱い。腕うで相撲ずもうで大柄な幼稚園児に負けるほどだ。


    　不良だって怖い。日に三度、同じ奴からカツアゲされた経験があるほどなのだ。


    　が、そんなことは関係ない。


    「うるせえよこの三流ヤンキーが。……僕は骸むくろ塚づかくんたちに約束したんだよ。必ずイラストを届けるって」


    「お前やっぱり、骸塚のツレか？　なんだイラストって？」


    「黙れ。お前ら風ふ情ぜいが、軽々しく骸塚くんを語るな」


    　ネクタイをつかんでいた相手を、強引に振り払う。


    「骸塚くんは偉いんだ。絵が上う手まいこともそうだけど、なにより自分を変えようと思って、実際にそうしたってところが、僕の百五十億倍は偉い。……変わろうとするのには勇気がいるんだよ。お前たちにはわからんだろうが」


    　僕だからこそわかる。骸塚くんがどれだけ勇ゆう敢かんか。変わるまで、どれだけの山を乗り越えたかが。わかるからこそ、僕には彼がとても眩まぶしく映るのだ。変わることなどできそうにない僕には。


    　間まの抜けた顔をする不良たちに、僕は言う。半分独り言のように。


    「僕は学園祭なんて嫌いだよ。……だけどな、骸塚くんはやりたいんだ。やらなきゃいけないんだ。そのために仕事を終わらせた。……彼の気持ちを、無む下げにできるかよ」


    　勝てる勝てないは思慮の外。


    「お前たちにも邪じや魔まはさせない。詩しノの森もりのあとは、追わせない」


    「オメーの話は聞いてねえ。いいから骸塚を出せ」


    「生あい憎にく、骸塚くんはお前たちの相手をするほど暇ひまじゃない。彼のかわりに、僕が相手してやろう。貴様らなど、僕でじゅうぶんだ」


    　上げろ魂たましいのジャスティスゲージ！


    　僕は敵に向かい、見み得えを切った。


    「さあ、僕の正義を見せてやる！　後悔したい奴からかかってきな！」


    



    



    　詩ノ森が戻ってきたのは、しばらくしてからだった。


    「響ひびき川かわくん！　ああ！　すでに虫の息！」


    　僕は完かん膚ぷ無きまでにやられ、地面に転がっていた。一発目でノックダウンしたので、正義を見せる暇もなかった。スピード社会だ。


    　速そつ攻こうで僕を叩たたきのめした不良たちは、とっくにどこかへ行ってしまった。いつまでも僕になどかまってられなかったのだろう。


    　くたびれた毛布のようになった僕に被かぶさり、詩しノの森もりは叫ぶ。


    「ひとりで残るなんて無茶でした！　こうなることはわかっていたでありましょうに！」


    「ぼ、僕の幽波紋スタンド『真夏の蜜柑ハイサマーオレンジーズ』。効果は、柑かん橘きつ類が綺き麗れいに剥むける……」


    「どう考えても攻撃向きじゃない！」


    　天を仰いで慟どう哭こくする詩ノ森。


    「こんなひ弱で無力で憐あわれな生き物を、ここまで痛めつけるなんて！　彼らにはひとの心がないのでありますか！」


    　言い返したいのだが、やられすぎて、声を出すのもしんどい。


    「絵、は……？　間に合っ……た、のか？」


    「ええ、ええ！　無事、編集の方にお渡ししたであります。そちらは安心してください。……ただ渡す際に、『わざわざ持ってきていただかずとも、メールかＦＡＸで送ってくださればよかったのに』と言われましたが……」


    「……おお。その手があったか……」


    「気を確かに！　無駄死にではないであります！」


    　後悔はするまい。イラストは無事に届いたのだ。それだけでよしとしておこうじゃないか。


    　脇から支えられ、どうにか立ち上がる。体はふらつき、肩を借りて寄りかかるのがやっとだ。詩ノ森の胸が当たってる感触さえ楽しめない。ダメージは予想以上に深刻だ。


    「じゃあ僕、帰るわ……。急がないと、録画してないアニメが……」


    　慌あわてて止められる。


    「待った！　アニメどころか、家までひとりで帰れそうもないでありますよ!?　このまま見送るのは、『はじめてのおつかい』くらい不安であります！」


    「そんなこと言われても。僕、あんまお金持ってない。タクシーなんか乗れないし。……いかん。アニメが始まってしまう。ちょいエロお姉さんが活躍するバトルラブコメ、『スカートの下は地獄』が……」


    「どれだけパンツ見たいのでありますか！　アニメより先に、傷の手当てをしておかないと。幸さいわい、小官の家はこの近所であります。よければ寄っていってください。今日は両親とも仕事で不在で……」


    　そこで両者、はっ！


    「前もって言っておくでありますが、このセリフに深い意味はないでありますからね!?」


    「という建前で、エロいイベントが起こるんだろ!?」


    　僕は怪け我が人なのに思いっきりビンタされた。


    　もう一度言おう。


    　僕は死にかけのかわいそうな怪我人なのに思いっきりビンタされた！


    「怪け我が人はそういうこと言わない！　……まったく響ひびき川かわくんときたら、小官が純粋な厚意で心配してあげているのに、いかがわしい妄もう想そうばかりして。ほんとどうしようもないエロリズム。エロの殿でん堂どう入り確実であります……」


    　言いながら、詩しノの森もりは赤くなっている。ここでもう一度いじってビンタをいただくと、僕の身が危険だ。それくらいボロボロ。どこかで休まねばヤバいのは事実。


    「……わかったよ。お招よばれする。自分でも家まで帰れるか不安だからな」


    　こうして僕は、生まれて初めて女の子の家に招待される流れになった。


    



    



    　案内されたのは、どでかい建物の五階だ。


    　詩ノ森の自宅は、ハイツでもアパートでもない、けっこうな高級マンションだった。


    　僕はリビングへ通され、ソファに横になるよう言われる。室内は奇抜な箇か所しよもなく、いたって普通のお宅だ。


    　横になる僕の脇で、救急箱をひっくり返していた詩ノ森だが。


    「なんたること。包帯を切らしているようであります。買いに行ってこないと」


    「ないならいいよ。わざわざ行かなくとも」


    「そういうわけにはいかないであります。すぐに戻るので待っていてください」


    　出て行きかけた詩ノ森だが、途中で立ち止まった。


    「……響川くん。小官がいないからと、勝手にひとの部屋とか覗のぞかないように」


    　とんだ侮ぶ辱じよくである。これは抗議せねばなるまい。


    「……はぁ。この紳しん士し道どうを重んじる僕が、そんな不ふ埒らちな真ま似ねをすると思われてるとは。悲しいな。……だいたい僕、このとおり怪け我がしてるんだ。ＨＰヒツトポイント換算で１くらいしか残ってない。そんなことする元気、あるわけないだろ」


    「う、確かにそうでありますな。謝あやまるであります」


    「わかったらさっさと行ってこい。ついでにポカリでも買ってきてくれると嬉うれしい」


    「はいはい。ポカリでありますね。お待ちください」


    　ブツブツ言いながらも、詩ノ森は部屋の外へ出て行った。足音が遠ざかる。


    　詩ノ森が去ってからきっちり一分。


    　ひとりになった僕は、おもむろにソファから起き上がった。


    「さて。……では行くか」


    　詩ノ森の言葉は、僕にきっかけを与えてくれた。部屋を覗こうなんて、こっちは考えてもなかったのに。墓ぼ穴けつを掘るとはこのことだろう。


    『覗くな』なんてのは、『覗け』という前フリである。僕はそう解釈した。


    　さっき言った言葉は、噓うそではなかった。ボコられた体は悲鳴を上げている。今も起き上がる動作だけで、あちこちが痛む。


    　しかしＨＰヒツトポイント１は、ゼロではない。


    　命あるかぎり、僕は行く。たとえこの足が折れようが、そこに女子の部屋が待っているのなら、僕は行く。でなけば健全な男子高校生ではなかろう。


    　未知なる神秘を探しに出発だ。総員、我われに続け！


    　リビングを出ると廊下だ。左右に部屋が並ぶ。右から順に見ていく。


    　ひとつめの扉は木板でできていた。その上から鉄の鋲びようを打ちつけてあり、頑丈そうだ。


    　掛けてあるプレートには、大きく『武器庫』とある。嫌いやな予感しかしないので、ここはスルーしておく。それがいいそれがいい。


    　その左手は、普通の扉だった。だが僕の勘は、ここが怪しいと告げている。


    　感性の赴おもむくまま、扉を一息に開ける。


    



    　中にいたのは、着替え中の詩しノの森もりだった。


    



    　詩ノ森は、ちょうど胸元に手を伸ばした状態で固まっている。上下の下着以外は何もつけない、半はん裸ら状態。服を脱ぐのに邪じや魔まだったのか、いつもしたままの眼帯も外していたが。


    　そんな眼帯なんぞより、僕の集中力は、胸部方面に集中度ＭＡＸ。
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    　そこにあるのは、高校生がつけるにはちょっとアダルトすぎないかと心配になるほどエロティカルなデザインのブラ。ブラのジャー。スペルはＢＲＡＳＳＩＥＲＥ。フランスではＳＯＵＴＥＩＥＮ─ＧＯＲＧＥと呼ばれるモノ。略してＢＲＡ。


    　あまりに見つめすぎたせいか、詩しノの森もりもこちらの視線の行き先に気づいた。


    「……こ、これは外国製で」


    「お、おお。そうなんだ？」


    　会話、嚙かみ合わず。時が止まったような感覚だけがある。


    　静まり返る廊下と室内で、見つめ合う僕たち。


    　が、やっぱりそれで終わるわけもなく。


    「きゃああああああああああああああああ！」


    「うわああああああああああああああああ！」


    　悲鳴を上げたのはほぼ同時。


    　叫んだ詩ノ森は、本物の格闘家ばりの速さで動いた。僕の背後を取ると、ヘッドロックをかけてくる。パニックのせいか、手加減なしだ。


    「うう！　ギブ！　ギブぅ！」


    「死ねこの変態神が！　死ね！　二秒で死ね！」


    「ごめ……ん、ご……めんな……さいです……」


    「ごめんですんだら海兵隊はいらん！」


    　締められながら、ヒュウヒュウ息を絞り出す僕。


    「……し、しのもりさん。……せめて服着て。……直じかに下着は、刺激強すぎる……」


    　今現在、僕の背中には、柔らかいのがモロに当たっている。これでは当ててると言われても否定できない。


    　注意は効果覿てき面めんだった。


    　飛びのいた詩ノ森は、畳たたんであった服を素早く引き寄せる。


    　それを大急ぎで着ながら、甲かん高だかい声で抗議してくる。


    「なんで響ひびき川かわくんが私の部屋にいるの!?　ＨＰヒツトポイント１で動けないんじゃなかったの!?」


    「本能に従ったらここに導みちびかれたんだ。お前こそ、買いものに行ったんじゃなかったのか？」


    「行く前に制服着替えてと思ってたの！　もう、信じられない！」


    　両肩をつかまれたまま、ぐいんぐいん揺さぶられる僕。


    「ないわ！　この展開はありえない！　よそさまのお家うちにお邪じや魔ましたらお行ぎよう儀ぎ良くしておくのがフツーでしょ!?　勝手にひとの部屋入ってひとの着替え覗のぞくとか！　勝手に冷蔵庫覗くよりひどくない!?」


    「……詩ノ森」


    「なにっ!?」


    「語尾取れてる」


    　またしても僕の頰ほおにビンタが炸さく裂れつした。威力は前の数十倍。


    



    



    　戻りまして、リビング。


    　ソファに座る僕の周囲を、詩しノの森もりは立ったまま距離を取り、うろうろ、うろうろ。


    「考えられないでありますな、響ひびき川かわくんは！　歩くのもやっとの状態なのに、ひとの下着を漁あさりに来るなんて。神経がどうかしているのではあるまいか！」


    　語尾はもとに戻っている。察するに、さっきよりは冷静になったのだろう。


    　それでもむしゃくしゃは収まらないらしく、歩き回りつつの反省はやまない。


    「小官のミスであります。響川くんをひとりで放置するのは危険だと、当然予想できたでありますのに。……警戒を怠おこたったのが、失点一。近づいてくる気配を察知できなかったのが、失点二。……嗚あ呼あ！　着替えを見られるなど、恥ち辱じよく以外のなにものでもない！　いっそここで口封じしておくべきか？　……うん、それがいい」


    　ゆらりと振り返ったその手には、拳銃が握られている。


    「危ね！　しまって！　早くそれしまえって！」


    「ただのライターでありますよ、ビビり川くん」


    「女子高生がライター持ち歩いてるのがおかしいだろうが。……誰がビビり川くんだ！」


    　時間を置いてつっこんだものの、胸のドキドキは収まらない。我がメンタルの弱さには呆あきれるばかりだ。


    　頭を抱かかえていたのは僕だけではなかった。詩ノ森も、苦にがい顔で僕に言う。


    「……百歩譲ゆずって、下着はまあいいであります」


    「割合的には水着みたいなもんだしな」


    「許せないのは、この傷を見られたことであります！　小官、この傷だけは生しよう涯がい誰にも見せないつもりだったのに！　なんたる厄やく日びでありましょうか！」


    　嘆なげかれたことで、ようやくその件を思い出した。そういえば、眼帯オフモードだったのだ。


    　改めて顔に注目してみる。


    　詩ノ森の左目、眉の上あたりには、うっすら横にラインが走っている。長さは眉毛と同じくらいだろうか。浅く刃物で切られたような傷きず痕あと。


    「おお。傷だな、傷だ。……で、これがどうした？　痛むのか？　大丈夫か？」


    「どうしたもこうしたも……。さっきから気づいていたでありましょう。わざとらしい」


    「いやぁ。下着と、それに包まれているものばっか見てたから」


    「それはそれで大丈夫じゃないけども！」


    　カーペットを踏み鳴らし、憤ふん慨がいする詩ノ森氏。


    「もう一度聞くであります。情景を想像してください。……はい今、響ひびき川かわくんは半はん裸らの小官と遭そう遇ぐうしました。小官は油断しており、いつもはしている眼帯をつけておりません。あなたはそのとき、どこを見ますか？」


    　言われるまでもない。悩む余地など皆かい無むの問題。


    「お前馬鹿。目の前におっぱいと顔があるとするだろ？　どっち見るよ？　おっぱいだろ？　顔はいつでも見られる。でもおっぱいはそうじゃないだろ？　ありがたみが違うよ！　顔なんか見てる場合か！」


    「ああ、もう！　話が通じない！　……いいでありますか!?　小官は、この傷がトラウマなのであります！　響川くんが学園祭にまつわるトラウマを持っているように、小官にもトラウマはあるのであります！」


    　苛いら立だちの頂点から一転、顔を覆おおって床に崩れる。


    「……昔々。小官はある任務の最中、火器の扱いを誤り、自みずからこの傷を負ってしまったのであります」


    　哀あい愁しゆうを漂わせながら、詩しノの森もりは語る。


    「自分の不ふ手て際ぎわで負傷するなど、軍人として恥ずべきこと。しかしながらそれ以上に、小官もひとりの女の子。この傷を人目にさらして歩くのは耐えがたかった。……そのふたつの思いから、小官は眼帯で傷を隠すことを決めたのであります」


    　いきさつはなんとなくわかった。


    　でも正直、それがどうした？　って感じだ。


    「そんな鉛筆で引っかいたような負傷がどうだってんだ。僕の学園祭トラウマのほうが、よっぽど強烈で泣きたいぜ？　お前は同級生から憎しみ混じりに、使い終わった紙食器を投げつけられたことあるか？　クラスでひとりだけ、お揃そろいのＴシャツ貰もらえなかったことは？　そして後日配られたそのシャツが、ひとりだけ色違いだった経験は？　どれもなかろう？」


    　いきりたつ詩ノ森。


    「響川くんのトラウマこそ、どうでもいい！　そんなものより、小官の傷にまつわるエトセトラのほうがずっと悲しい話でありましょう！　響川くんだって、自分の顔に傷がついていたら嫌いやだと思うはずであります！」


    「そうかなあ？　強そうでいいと思うけど。歴戦の戦士、みたいな。顔前面は傷だらけだが、背中には一ひと太た刀ちたりとも浴びてない、みたいな。お前軍人キャラだし、ちょうどよくね？」


    「男子的な考え方！　小学生男子が言いそうな意見でありますよそれは！　女子には強そう弱そうより、もっと大事なことがあるのであります！」


    「でも傷ったって、髪の毛で見えないくらいだろ。ファンデーションとかで隠せるんじゃ……」


    　傷傷言うが、言われなくては気づかないほどなのだ。


    　詩ノ森は頑として譲ゆずらない。


    「響ひびき川かわくんはデリカシーがないでありますな！　女の子は顔だけは守りたい生き物なのであります！　ささいな傷とて、隠したく思うものなのであります……」


    　怒っていたかと思えば落ちこんでいる。


    「もし響川くんが恋人を選ぶとして、……そんな上から目線の選択が奇跡的にできたとして……、素顔に傷ひとつない女の子と、そうじゃない子がいたとしたら、前者を選ぶでありましょう？　そうに決まってるであります」


    　僕と詩しノの森もりでは、価値観にズレがあるようだ。


    「……何度聞かされても、やっぱ僕にはお前の悩み、今ひとつピンとこないんだ。……これって、美び藤とうの仮面と似たようなもんか？　両方とも恥ずかしいから顔隠してるんだよな？」


    「違います！　ふう。そのあたりのデリケートな違いが、どうしてわからぬのでありましょう」


    　呑のみこみの悪さを呆あきれられたか、憤ふん懣まん半分に説明される。


    「……ジュリりんはいいであります。だって仮面を取れば、完全無欠の美女でありますもの。たとえひとから見られたって、恥ずべき点はゼロ。でも小官は、自慢できるような容姿をしておりませんから……。ちょっとのマイナスポイントが致命傷なのであります」


    「そこまで卑ひ下げすることはなかろう」


    「いいえ、いいえ！　小官の女子力など、下の下であります。童顔も直りませんし、髪の毛は天パ気味だし。胸ばかり育って背は伸びず、きりっとした女将軍系になりたいと思うでありますけど、それも果たせぬ有様で……」


    　つまり悩みの本質は、自分の容よう貌ぼうが気にいらんということか。それならわかる。僕だってあと十センチは身長がほしいと思っている。誰しも思春期には、似たようなことで悩むもの。


    　さりとて本人以外は、そのひとの顔かお貌かたちを好ましく思ってるケースだって、ままあるのだ。


    「……思うんだが、お前ってそこそこ可愛かわいいレベルなんじゃないの？　僕には女子の好きな顔がどういうのかわかんないけど、男子的にはお前、じゅうぶん可愛い部類にに含まれるぞ」


    「……そんな甘言には惑わされぬであります」


    「噓うそじゃないって。いい線いってるよ。自信を持て！」


    「そ、そうでありましょうか？」


    「プリティ。キュート。ギザカワユス。萌える。うわー、詩ノ森さん、超可愛いじゃないですか。きゃ、こっち見ないでくださいよ。照れちゃうじゃないですか」


    「もうやめて！　こちらこそ照れるであります！」


    　赤くなる詩ノ森。誉ほめられ慣れてないのか、マジ照れだ。


    　このまま美藤のようになられても困る。ほどよいところで誉めるのは切り上げたが、効果はあったようだ。詩ノ森の顔は、ちょっと明るくなっている。


    「……ありがとうであります。小官、そこそこ自信が出てきました」


    「よかった。……じゃあ明日から、眼帯は外してこい。ろくなもんじゃねえから。今日だってそれのせいで不良に絡からまれたんだし」


    「え!?　それはまだ時期尚しよう早そうでは……」


    「時期も陶とう器きもあるか。目の病気でもないのに眼帯してるのはおかしいだろ」


    「それはそうでありますけど。眼こ帯れには愛着もありますし……」


    　詩しノの森もりは犯人捜さがしのときよりも考えこむ様子。


    　僕は説得を諦あきらめた。ファッションでつけているのなら、出しゃばるのは控ひかえておこう。


    「……おかしいとか言って、悪かった。好きならつけてろよ。特別に僕が許可する。……あれだ。眼帯にいちゃもんつけられたら、締め技かけてやれ。及ばずながら、僕も助けてやろう。締められてる奴の額ひたいに、マジックで落書きしてやる」


    「そこまでは遠慮しておくでありますけど。……眼帯、つけててもいいでありますか？」


    「いいよ。お前、それないと困るみたいだし。なんかもう、見慣れちゃったしな。……でも、僕が言ったことも憶おぼえとけよ。別に傷を隠す必要なんてないんだから」


    　細長く息を吐き出して、僕は言う。


    「人間には、ときどき災難が降りかかる。望んでないのに傷つくことだってある。そのすべてを受うけ容いれろとは言わないけど。……自分じゃどうしようもないことで、くよくよするのはやめろ。傷がどうとか、気にしすぎんな。お前が顔中、猫に引っかかれたみたいになってたとしても、僕はどうとも思わんからな」


    　言ってから、後悔する。今のセリフ、かっこつけすぎじゃないか？　詩ノ森めも、やけににこにこしてやがるし。


    「……響ひびき川かわくんは、いいひとでありますねえ」


    「勘違いするなよ。僕は親切心で言ったわけじゃないからな。しつこく傷傷言われるのが鬱うつ陶とうしかっただけで」


    　そう断っても、まだにこにこしている。元気も完全復活したようだ。


    「小官、響川くんの言葉で目が覚めました。……やはりこれは、外さぬ方向で善ぜん処しよするであります！　眼帯は小官のマストアイテムにしてチャームポイント。もはやアイデンティティに関わるほど密接に結びついておりますので！」


    　胸元に手を当て、厳おごそかに決意表明が放たれる。


    「決めました。小官、一生眼帯で押し通すであります。そしていつの日か、誰かに『眼帯がよく似合うね！』と言ってもらえるよう、精しよう進じんしていくであります！」


    「好きにしろ。……なんだかよくわからんけど、お前って面白いな」


    　偽いつわらざる気持ちで、僕はまとめる。


    　詩ノ森は馬鹿だし、ズレてる。けれど、初めに思っていたほど悪い奴ではなさそうだ。よく言えば個性的、で押し通せるくらいには入れてやってもいいだろう。学園祭推進派でさえなければ、もう少し評価も上がるのだが。


    　その後、しばらくして詩しノの森もりのご両親が帰って来られ、夕食をご一緒することになった。


    　席上、僕は彼らにいたく気にいられたのだが、それは本編と関係なさそうだ。


    



    



    　翌日の昼休み。詩ノ森がウキウキでやって来た。


    「響ひびき川かわくん、朗ろう報ほうであります。なんとジュリりんが、花のふわふわを全部終わらせてくれたそうなのであります」


    　ジュリりん、仕事が速くていらっしゃる。僕にとっては朗報でもなんでもないけど。


    「これであとは壁へき面めんイラストくらいでありますな。たいへんそうな仕事は。……イラストかぁ、どうしたものでありましょう……」


    「僕は描かないぞ。第一、絵なんて上う手まくない」


    「小官も、猫を描いたらぬりかべにそっくりと言われたほどで」


    　話の途中で、教室の入り口がざわついた。


    　見れば骸むくろ塚づかくんがこちらに来るところだった。歩く進行方向の先から、脱だつ兎との勢いでひとが消える。正体を知らない者からすれば、彼は未いまだ恐怖のシンボルなのだ。


    　僕の席まで来ると、前置きなく切り出してくる。無ぶ愛あい想そうな強こわ面もては、本性を知っている今でも身構えてしまいそうだ。


    「昨日はすまなかった。遣つかいの途中で、不良と戦ったと聞いた」


    「響川くんが一方的にやられただけでありましたが。ほらこのとおり、顔もまだ腫はれていて。名めい誉よの負傷であります」


    「確かに。頰ほおなど、はっきり掌てのひらの形が残っているぞ。これはひどい」


    　そこは不良に殴なぐられた痕あとじゃないのですが。


    「……いいや。それより骸塚くん、何か用？」


    「そうだった」


    　襟えりを正す骸塚くん。


    「昨日考えたんだが、締め切りも終わって、時間ができた。これからは俺も、学園祭の準備に協力できる。……クラスの分担は当然として、実行委員の仕事が残っているなら手伝わせてほしいと思ってな。もっとも、俺にできそうなのは絵を描くことくらいだが。役に立てるか？」


    　タイミングよすぎる。


    　ちょうど捜さがしていた人材が来た。詩ノ森は、喜色満面、骸塚くんに抱きつかんばかりだ。


    　そちらはそれでいいとして、問題はまだ残っている。


    　骸塚くんは犯人ではなかった。


    　なら、脅きよう迫はく状の差出人は誰なんだ？

  


  
    四章　　自分のベッドで休みたい。


    



    「これとこれは終わった。これは前日にやればいいし、こっちは……」


    「それはもう発注しておいた。明日、届けてもらえる。はい、領収書」


    「ふたりとも、協力を感謝するであります。あと、当日の進行予定でありますが……」


    　またもや昼休み。


    　詩しノの森もりに、美び藤とうと骸むくろ塚づかくんは、なぜか僕の隣に集まり、学園祭の相談中。見た目が濃い面子メンツなので、クラスメイトは引き気味だ。それでもやっていることはまともなので、辛かろうじて追い出されずにすんでいる。


    　僕としては、迷惑極まりない。


    「……君たちね、なぜ毎度、うちのクラスで相談する？」


    「役に立ってないんだから、場所くらい提供してもいいでしょ、ケチ変態界王神」


    　美藤がブーたれる。ちなみに、雑用の大半は彼女が片づけたらしい。こっちより部活をがんばれよ。


    「すると、残りはこれを考えるだけだな。学園祭当日のステージ、一時間」


    　業務一覧を眺めていた骸塚くんが言った。


    「生徒会からの連絡によれば、この時間帯に舞台を務めるはずだったパフォーマーが盲もう腸ちようで入院したそうだ。空いた時間を埋うめるため、企画を考えろと言ってきている」


    「急に言われても困るわよね。詩ノ森はアイデアある？」


    「一時間はそこそこ長いでありますからねえ。……響ひびき川かわくんはどうであります？」


    「だから僕に振るなって。学園祭になんか関わり合いたくないの！」


    「意見を出すくらいはしてくれても」


    「うるさい！　僕は手伝わないと言ってるだろうが！」


    　自分の隣で学園祭の出し物が話し合われているだけでも気分が悪いのに、なにゆえ僕まで企画会議に参加せねばならんのか。当日、季節外れの大雪でも降れ！


    　そのとき、思案していた骸塚くんが真顔でぼそりと。


    「……ここはミスコンか、ブルマ相撲ずもうしかあるまいな……」


    　あれえ？　今、素晴らしい単語が聞こえた気がする！


    「ここからは僕も参戦しようじゃないか。ブルマ相撲とやらの詳しい情報をプリーズ！」


    「まわしのかわりに、ブルマで行おこなう相撲だ」


    「無む黒くろ木ぎ先生！」


    　崇あがめよう。真ま面じ目めキャラかと思いきや、この妄もう想そう力。おそるべし、骸むくろ塚づか一いつ角かく。


    　素晴らしきアイデアに、エロスを理解しない一般人びとうが反対する。


    「却きや下つかよ、ド却下！　そんなアホエロいイベント、許可下りるわけないでしょうが！」


    「わかった。男子の部も設けよう。俺は見たくないが。それでいかがか？」


    「それならＯＫ。……って、なるか！　アイデアそのものがアウトだって言ってるの！」


    　否定されても、骸塚くんは平静だった。


    「ならミスコンで決まりだな。幸さいわい、必要な人材もここにいる」


    「……ははあ」「なるほどであります」


    　三方向から見つめられ、当人も気づいた。


    「え？　もしかして、私!?　……嫌いやよそんなエロイベント！」


    　不良もどきが眉をひそめる。いかにも心外な、と言わんばかりだ。


    「ミスコンは別にエロくない。女優やモデルも水着になる機会はあるだろう？　彼女らはみなエロいのか？　お前は女優になりたいと聞いたが」


    「それはそうだけど……」


    　落ち着き払った骸塚くんの意見に、詩しノの森もりも乗っかった。


    「ジュリりんは文句なしの美女でありますから、出れば優勝でありますよ！　これも人目に慣れる訓練だと思って、やってみればどうでありましょう？」


    「そ、そうかな？　……そこまで言うなら、出てあげてもいいけど……」


    　参加する気にはなったが、ひとりでは心こころ許もとないらしい。


    「あ、ひとに勧めるんだから、詩ノ森も出るわよね？」


    「そんなハレンチイベントは、遠慮しておくであります。小官は慎つつしみがありますゆえ」


    　カウンター炸さく裂れつ。


    「ハレンチ。……ミスコンはハレンチ。それに出る私もハレンチ……」


    「あっ！　今のは失言でありました！　ジュリりんがハレンチだと言っているわけでは！　……そのぅ。小官、自分の容姿に自信がないので。ジュリりんのような美女と並ぶなど、考えるだけで畏おそれ多く……」


    　もじもじする詩ノ森。照れや謙けん遜そんというよりは、本気でそう思っている様子だ。この前誉ほめてやったのに。


    「もっと自分に自信を持てっての。この僕が保証する。お前のおっぱいは一流だ！」


    　励ますつもりの一言が引き金となった。


    「……うわ。あんたらそういう関係？　引くわー」


    「校則に従うなら退学処分だ。短い付き合いだったな、ふたりとも」


    「誤解であります！　小官たちはただ……」


    「そうだよ！　目を閉じれば脳のう裏りに、前で外すタイプのブラが浮かぶだけで！」


    「その部分の記憶を消せい！」


    　後頭部に水平チョップが炸さく裂れつするも、記憶は飛ばなかった。別メモリーで永久保存済みだ。


    　ひとに殺し技を放っておきながら、詩しノの森もりはまだ怒っている。


    「響ひびき川かわくんはもう放置放置！　それよりも、企画書を書いて会長に提出するであります！」


    　室内に気合いがこだまする。


    「我われ々われで素晴らしい学園祭を作るであります！　覚悟はいいか野郎ども！」


    「「ＰＯＷ！」」


    　美び藤とうと骸むくろ塚づかくんも唱ハ和モった。なにこの方々。いつの間にか仲良しになってるよ。いっしょに準備したりする中で、連帯感が強まったのか。


    　学園祭あるあるだけど、僕は絶対流されないからな。


    「そうそう。昨日調べたら、軍事用語のＰＯＷって、プリズナー・オブ・ウォー。つまりは捕ほ虜りよ、ってことらしいぜ？　それが掛け声って、意味わからんよな？」


    「なぜ今言うのでありますかっ！」


    



    



    「……ということで、以上が我が班の考えた『若わか葉ばアイドルを探さがせ！　イン・スプリング・ブルマフィーバー！』の概がい要ようです。詳しくはお手元の資料をご覧ください」


    　僕は一礼で、プレゼンを終わる。


    　放課後になっていた。イベントの企画をまとめた詩ノ森たちは、意気揚よう々ようと会長室へ乗りこんだ。僕も嫌いや々いや連れてこられたのだが、その僕がなぜ発表する係なのかは腑ふに落ちぬ。


    　玉ぎよく座ざの会長は目を瞑つぶり、企画について考える様子。


    　で、結果は。


    「品格×２！」


    「痛い×２！」


    　僕は二連撃で鞭むちを頂ちよう戴だいした。当然だ。そりゃこんな企画はボツるに決まってる。


    「あっ、さては三人とも、それがわかってて僕にプレゼンさせたな!?　なんで関係ない僕が罰ばつを受けなきゃいけないんだ！　そもそもこのアイデア出したの、骸塚くんなんですけど！」


    　あらあらそのご当人、窓の外を向いて知らんぷりなんですけど!?


    　会長は居並ぶ僕たちに、渋い顔を向ける。


    「……あなたがたは何を考えているのです？　常識があるなら、こんな企画が通るはずないとわかりそうなものでしょう。違いますか、詩ノ森さん？」


    「は、それはその。……今思えばそうでありますが、場のノリというやつで……」


    「そもそも、あなたの仕事は脅きよう迫はく状を出した犯人を捜さがすことだったはずでは？　自みずから買って出た仕事です。空きステージの企画案などは他に任せ、あなたはそちらに専念するべきだと思いますね」


    「会長の仰おつしゃるとおりであります。しかし小官も実行委員として、少しでも良い学園祭を作ろうと……」


    「言い訳はよろしい。……これをご覧なさい」


    　会長が投げて寄こしたのは、封筒だ。


    　宛あて名なも消印もないそれには、前に見たのと似た便びん箋せんが入っていた。内容も同じ。


    



    『若わか葉ば祭を中止せよ』。


    



    　それだけが、不気味に記されている。


    「今日の朝、また新しく届けられました。おそらくは、犯人が送ってきたものでしょう。学園祭まであと三日。なのに中止の気配が見えないことで、あちらも焦あせっているようです」


    　会長の溜ため息いきは重い。


    「自分の要求が受うけ容いれられないとなれば、犯人はますます怒りを募つのらせることでしょう。放っておけば、被害が大きくなりかねない。……事態は急を要しているというのに、捜査は進むどころか！」


    　ドン！　玉ぎよく座ざの手て摺すりを拳こぶしが叩たたく。


    「……失礼。けれど、くだらない企画を考えるよりも先にすることがあるだろうと、私は言いたいの。おわかり？」


    　静かに怒る会長に、詩しノの森もりは心こころ許もとなげに反論。


    「我われ々われも全力は尽くしているであります。ひとりずつ犯人候補を絞りこみ、ピックアップされていた人物は当たり終えました。もう一息、というところまでは来ていて……」


    「そうよ！　詩ノ森はよくやってる！」


    　加勢したのは美び藤とうだった。仲良くなった友人が責められているのが堪たまらなくなったのか、会長へ不満をぶつける。


    「一週間ちょい見てきたけど、詩ノ森はがんばってる。実行委員の仕事だって手を抜いてないのに。……だいたい、話が無茶なのよ。推理小説じゃあるまいし、素しろ人うとが犯人を捜さがせると思ってるほうがどうかしてる」


    「演劇部とは和解したようですね、美藤さん。報告は聞いています」


    　会長は美藤に向き直る。


    「なんでもあなたが主役を降板したために、部の活動にも支障が出ているとか。私には、いささか責任を欠く行為に映ります」


    「それは。……持病のせいで」


    「ならばひとのことより、そちらを先に治すべきでしょうね」


    　泣きどころをつかれ、勢いをなくす美び藤とう。かわりに、横から助けが入った。


    「さすがに会長ともなれば、生徒たちの動向は把は握あくしているようだな。なら、あなたが自分で犯人を捜さがせばどうだ？」


    　骸むくろ塚づかくんだ。両腕を組んで仁に王おう立だちする姿は、迫力がある。見かけが怖いからか、会長も少々話しにくそうだ。


    「あなたも容疑者のひとりでしたか、骸塚くん。疑われるような格好をしているからです。ある程度の自由は認められているとはいえ、せめて指定の制服を着てから意見を言いなさい」


    「会長の制服も、校則違反確実な改造度合いだと思うが」


    　堂々と反論したのが裏目に出た。会長は、歯向かう者に容よう赦しやしない。


    「そういえばあなた、いかがわしい絵を描くバイトをしてましたね。私の、学校の判断に文句があるなら、就労許可を取り消してもいいんですよ？」


    「脅おどしになってないな。俺は金銭目的で絵を描いてるわけじゃない」


    「そう。それなら。……あなたは特例の入学支援を受けて転入してきたのでしたね。だけでなく妹さんも、来年我が校の付属中学に入学を希望していると」


    「……」


    　骸塚くんは、エロいＤＶＤを見つかったときよりも言葉に詰まる。


    　目の前で行おこなわれているのは脅きよう迫はくだ。会長は暗に、自分の都合次第で、ふたこちゃんの入学まで左右できるのだと言っている。彼女は学園の絶対権力者なのだ。


    　弱ったふたりへ、口撃は降り注ぐ。


    「いいですか。あなたたちへの疑いは、完全に晴れたわけではありません。詩しノの森もりさんとそこの変態が犯人でないと言っているだけで、あなたがたが無実だと証明するアリバイも物的証しよう拠こも見つかってはいない。私としては、未いまだ嫌けん疑ぎを捨てきれません」


    　会長も馬鹿ではなかった。


    　僕と詩ノ森は、美藤や骸塚くんが学園祭を避けていた理由を明らかにし、彼女たちが犯人ではないと結論を出した。


    　ただし、それはあくまでふたりの性格や行動を見てそう思っただけ。心情的に、犯人でないと仮定しているだけなのだ。具体的な根こん拠きよがあってのことではない。


    　沈黙する僕たちひとりひとりを眺めながら、会長は落胆を装ってみせる。


    「詩ノ森さんは捜査が進んでいると言いましたが、とうていそうは思えません。本命の響ひびき川かわくんはおろか、ほかの容疑者までが互いに庇かばい立てするなど。……全員が脅迫状に関わっているのだとしても驚きませんね」


    　あまりにもあまりな言いい種ぐさに、詩ノ森も我慢しきれなかったか。


    「そんなはずないであります！　そんなはずは……」


    「ない、と言い切れるのですか？　その証拠は？」


    「……うう」


    　詩しノの森もりは、答えられない。


    　目を伏せる彼女の姿を見て、さすがの僕もおやおやと思った。


    　いくら詩ノ森相手でも、そこまで言うことはなかろう。仮にも生徒会の一員、身内であるはず。犯人捜さがしなどという面倒な仕事をやらせておいて、負い目はないのか。


    「あのさあ、会長。……僕を疑うのは勝手だけど、みんなまで疑うのはやめろ。ここにいるふたりは、善ぜん意いで協力してくれてるんだ」


    「は？　突然何を……」


    「だから、考えて喋しやべれって言ってんですよ。……僕はいい。ご褒ほう美び目当てでやってるんだ。でも美び藤とうと骸むくろ塚づかくんは、見返りがあるわけでもないのに実行委員の仕事を手伝ってる」


    　学園祭に向け、やらなくてはならない仕事は多い。ペーパーフラワー作りに始まり、壁へき面めんイラスト、パンフ配布など、挙あげればキリがないほど。


    　学園祭の準備には時間がかかる。ふたりは自分の自由になる時間を削ってまで、詩ノ森を手伝っていた。そんな真ま似ね、学園祭を中止させたがっている者にはできない。


    「なのにふたりを疑うとかさ、それはちょっと違うだろ。厚意で手伝ってる奴まで疑うくらいなら、学園祭なんてやらなきゃいい。僕でなくともそう言うだろう」


    　言ってしまうとすっきりした。


    　周囲はシーンとしている。


    　実行委員組は、みんな僕を見つめている。心なしか視線が熱い。


    　やめろ。そんな目で見るな。自分でも恥ずかしいことを言ったと思ってる！


    「……ご高説はわかりました」


    　会長はきまり悪そうに言う。


    「彼らを疑ったのは謝あやまります。でもそれで、根本的な解決にはならない。犯人を捕まえないかぎり、彼らが、そしてあなた自身も潔白だと証明できません」


    「そもそも僕は無罪か、ってところから始まった話だからね」


    「それを証明するのがあなたの仕事のはずです。……ご立派な演説までぶった以上、ダメでしたではすましませんよ。期日までに犯人を捜し出せるんでしょうね？」


    　いちいち鬱うつ陶とうしい言いかたをする会長だ。


    　刻一刻と迫るタイムリミット？　そんなものは、クソくらえ！


    「この僕を誰だと思ってる!?　千せん里りに名を馳はせるパンツ推理探偵、響ひびき川かわだぞ。僕がその気になれば、犯人の特定なんて赤子の手をひねるようなものだ！」


    「……ならなぜ今までやらなかったのです？」


    「夏休みの宿題は、ギリギリまで取っておくタイプでね。ギャルゲだって、好みのタイプは最後に攻略することにしてる」


    　会長は僕をうろんげに眺めていたが、やがて言った。


    「学園祭本番まで、あと三日。……当日までに解決しないようなら、この件は警察に任せます。こんな不ふ祥しよう事じ、できるだけ内々ですませたかったとはいえ、生徒たちに被害が出るのは避けなければなりませんから」


    「ふん。それまでに犯人が見つからなければ、マジで退学してやるよ」


    「犯人が自みずから名乗り出でもしないかぎりは、そうなるでしょうね」


    　意気ごみへの返事は、薄ら笑いだ。できるはずないと思って馬鹿にしてる。本気でぎゃふんと言わせたくなってきた。


    「……わかった。じゃあ、改めて勝負だ、会長」


    　小憎らしい先輩へ、指を突きつける。


    「次に会うときは、必ず犯人を引きずってきてやる！　そのときまでせいぜい、見せブラの準備でもしておくんだな！」


    　雄お々おしく言い放つと、僕は会長室を飛び出した。後ろで「誰が見せるか不ふ埒らち者！」などと罵ば声せいがしていたが、そんな叫び、燃える僕には届かない。


    



    



    　威勢よく啖たん呵かはきったものの、いざ犯人をどうやって割り出すかとなると、これといった決め手は思いつけない。とりあえず食堂で、考えをまとめることにする。


    　空いている席を見つけて座ろうとすると。


    「響ひびき川かわくん！」


    　詩しノの森もりが居場所を嗅かぎ当て追いついてきた。全速力で走ってきたのか、息が荒い。


    「わかってるよ。さっきの捨てゼリフはどうかって言いたいんだろ？」


    「違う！　……はぁはぁ。急に飛び出していくから心配になって……」


    「すまん。若気の至りだ」


    　勝手に出てきたのを怒られるのかと思いきや。


    「謝あやまることないであります。小官など、むしろ見直しました。あの会長に敢かん然ぜんと立ち向かうなんて、常人にはできません。上役から仲間を庇かばう様など、まさに理想の小隊長でした！」


    「……そうかな？」


    「そうでありますとも！　珍しくかっこよかったでありますよ！」


    「おいおい！　僕は一年３６５日、いつでも激かっこいいっての！　見み逃のがし厳禁だぜ？」


    「おお！　冗じよう談だんまで隊長級でありますな！」


    　僕のかっこよさは冗談扱いか。一瞬だけ調子に乗ったが、すぐに現実に戻された。しょせん僕なぞ、二枚目にはなれないのさ！


    　それより、今後のことだ。


    「……ぶっちゃけるとさ、これからどうするか、ノープランなんだ。会長にはああ言ったけど、どうやって犯人を捜さがせばいいのか、悩んでる」


    　前に座った詩しノの森もりも、難しい顔だ。


    「そうでありますねえ。そんなアイデアがあるなら、今日までに作戦実行していたでありますものねえ。昨日まで思いつかなかったことを、急に思いつけはしないであります」


    　そのとおり。しかし、そう悠ゆう長ちようなことは言ってられない。期日は迫せまっている。


    　腕組みして考える僕。ここで挫くじけたら、会長の思うつぼになってしまう。平気でひとを犯人扱いする会長などに屈してたまるものか。


    　頭の中には、先さき程ほどのやりとりが渦うず巻まいている。美び藤とうと骸むくろ塚づかくんは、会長に嫌いや味みを言われてさぞや凹へこんだことだろう。


    「そういや、美藤と骸塚くんは？」


    「ジュリりんは部活に。骸塚くんは、クラスでやる出し物の打ち合わせに行ったであります。そちらはまだ準備が終わってないとかで」


    　マジメな奴らだ。当てはまるセリフは『なんて気持ちのいい連中だろう』だ。


    「そりゃふたりとも、若じやつ干かんまともでないとこはあるけどさ、あそこまで悪あしざまに言われることないよな」


    「まったくであります。小官、学園祭の準備を通じ、ふたりとはかなり仲良くなりました。その過程で聞いたでありますけど、ふたりとも相当苦労しておられるようでありました」


    　指を折る詩ノ森。


    「ジュリりんはなにより、注目を浴びすぎるのが問題でありますね。前々から、ときどきこっそり写真を撮ろうとする輩やからに迷惑していたそうであります。なんでもジュリりんの写真、学園の裏ルートでも、かなり高値で取引されているとか」


    　そんなことがあったとは。それなら男子の目線が苦手にもなるか。


    「骸塚くんは違う方面での苦労でありますな。聞けば妹さんとふたり暮らしだそうで、学校と仕事以外に家事も分担しているとのこと。毎度徹夜するのも頷うなずけるでありますね」


    「……ふぅん。そっか」


    　肖像権侵害に、多た忙ぼうを極めるスケジュール。どちらも味わったことのない僕には、どれほどたいへんか、想像もできない。


    　待てよ？


    　パパラッチ騒動と、寝る暇ひまもない日常。


    「……ナイスだ詩ノ森。それだよ。徹夜で盗撮だ」


    「響ひびき川かわくんもやりたいと？」


    「違うわ。そこまで落ちぶれてねえわ。犯人を捕まえる作戦を思いついたんだよ」


    　自信ありげな僕を見て、詩ノ森も目を輝かせる。


    「犯人さえ確保すれば、みんなへの疑いも晴れるであります！　小官は何をいたしましょう!?　なんでも言ってください！」


    「まずは必要なものを買い出しに行くぞ。付き合え。とりあえず電気店かな。それから……、ああそうだ。家に帰ったら、明日は学校に泊まるって断っておいてくれるか？」


    「お泊まりでありますか!?　聞いてないでありますよ!?」


    「当たり前だ。今思いついたばっかなんだから。……理由を聞かれたら、学園祭の準備があるとでも言っとけ。お前なら、熱心すぎても怪しまれないだろ。それともお前の家、外泊は厳しいとか？」


    「いえその。家のほうが心配なのではなくて。そっちは問題ないと思うでありますが」


    　なぜか躊躇ためらう詩しノの森もり。


    「……そのぅ、ふたりきりはちょっと。いえ。これは響ひびき川かわくんが嫌いだとか言っているのではなくて！　ただなにぶん、小官も嫁入り前の身でありまして……」


    「何を心配してんだ何を。僕だってＴＰＯはわきまえてる。いかがわしいことしてる場合か」


    「言い切られたら言い切られたで、小官のプライドが」


    「いいから外に行くぞ。忙いそがしくなる。そんなこと気にしてる時間はないんだ」


    　討論は後回しだ。


    　僕は詩ノ森を促して学外へ。ここからは、本気モードで仕事に励むのだ。


    



    



    　翌日。


    　五時間目の体育が終わった直後、僕は会長の親衛隊に捕まった。靴くつを履はき替える間まもなく、会長室へ連行される。やはりこの学園では、僕に人権はない。


    　部屋には先客がいた。会長席の前に詩ノ森と美び藤とう、その斜め後ろに骸むくろ塚づかくんも並んでいる。


    　張り詰めた空気の中、席の会長が僕を手招きする。


    「……これに心当たりは？」


    　突き出されたのは、またもや一通の封筒。前のものと同じく、消印などは見当たらない。


    「どうしたんです、これ？」


    「先さき程ほど、校長室の扉に貼られてあったのが見つかりました」


    「中身、見てもいいですか？」


    　封筒には、便びん箋せんが一枚だけ入っていた。内容は丁てい寧ねいなものだ。


    



    『拝啓　春陽のみぎり、皆様におかれましては益ます々ますご健勝のこととお慶よろこび申し上げます。


    　私はこれまで、若わか葉ば祭の中止を求める脅きよう迫はく文を送り続けてまいりました。しかし、一身上の都合により猛省し、要求を取り下げることにいたします。皆様には、長らくご不快な思いをおかけしましたことを、ここにお詫わびいたします。　　　　　　　　　　敬具』


    



    　読み終わった僕は、会長に言う。


    「ええっと。考えるに、これは犯人からの手紙だと思うんですけど」


    「いまいましいことに、私もあなたと同じ意見です」


    　会長は不ふ機き嫌げんを隠そうともしない。


    「わからないのは、どうして犯人がいきなり要求を引き下げたのかです。……なぜ今になって、突然こんな……」


    　僕は首を傾かしげておく。


    「いよいよ学園祭当日が近づいてきて、犯人も腰が引けたんじゃないですかね？　もともと軽い気持ちで出した手紙がおおごとになって、怖くなったのかも」


    「おおごと。……校長室に出すなんて、自分でおおごとにしてくれと言っているようなものです。これまで手紙は、生徒会宛あてに届いていましたのに……」


    　悩む会長に、僕は陽気な顔つきで言う。


    「いずれにしても、よかったじゃないですか。犯人がもうしませんって言ってきてるんです。これでみんな大好き学園祭は、安全に開催できる。万事問題なしと。……どうよ？　みんなもそう思うよな？」


    　背後の三人は納得したのかしないのか。


    「すっきりしないけど。本番でまずいことが起きないならいいかな」


    「美び藤とうに賛成だ。手紙の内容に、頷うなずけない点は残る。だがこれが本当に犯人から送られたものだとしたら、喜ばしい報しらせではある」


    「きっと犯人も後悔したのでありますよ！　悔くい改あらためたひとを責めずともよいのでは？」


    　三者三様の同意を受け、僕は会長を促す。


    「ほら、みんなもこう言ってますし。これ以上深入りしなくたっていいと思いません？」


    「……しかし。私にはこれで問題が終わったとは考えられません。その……」


    「はいはい。僕のことですよね。あれだけ大口を叩たたいたのに犯人を捕まえられなかったのは残念ですけど。事件は解決したんですから、それはささいなことじゃないですか」


    「違います。私が言いたいのはそういうことではなく……」


    　会長はまだグズっていた。


    　だがちょうどそのとき、六時間目の授業開始を報せる鐘かねが鳴った。


    　会長も僕たちを拘こう束そくしているわけにいかず、渋々釈放してくれる。


    「……授業が始まります。行ってよし」


    



    



    　夜も十時を回っていた。


    　屋上には、集まってきたいつもの面々が揃そろっている。


    　作戦上の必要から、僕が言ってムリに集まってもらったのだ。


    「みんな、お泊まりの用意はしてきてくれたね？　じゃあ、今からやってもらうことを説明する。まずはこの……」


    「それよりも小官、聞きたいことがあるであります」


    　詩しノの森もりが割りこんできた。


    「響ひびき川かわくんは、あの手紙をどう考えているのでありますか？　小官、午後からずっと気になって気になって……」


    「私もそれ聞きたかった。あの場はなんとなく合わせたけど、あんたほんとに犯人が諦あきらめたと思ってる？」


    　美び藤とうに続き、骸むくろ塚づかくんも聞いてくる。


    「それ以外にもあるぞ。どうして俺たちに泊まる用意をさせた？　泊まって準備しないといけないほど、仕事は残っていないのに」


    　全員の疑問を押しとどめる。


    「忙いそがしいんだから、要点だけ言うよ。ええっとまず、僕たちはこれから、犯人逮たい捕ほの罠わなを設置する。みんなを呼んだのは、それを手伝ってもらうためだ。人手がほしくてね」


    「罠って、ネズミ取りでも仕掛けるわけ？」


    　怪け訝げんな様子の美藤に首を振る。


    「五時間目のあとに見つかった、新しく届いた脅きよう迫はく状だけどさ」


    「『もうしません。ごめんなさい』の手紙ね？」


    「あれ出したの、僕な」


    「「えええっ!?」」


    　女性陣から声が上がった。


    「なぜ響川くんが手紙を？　まさか、犯人は響川くんなのでありますか？」


    「やっぱりね。やりそうだなとは思ってたけど……」


    「ちげーよ。罠だって言ってるだろ。犯人に行動を起こさせるため、わざわざそれっぽいの書いて。授業の途中でトイレ行くふりして、目立つところに貼っておいた」


    　わかりやすく説明する。


    「思い出せ。犯人の目的は、学園祭を中止させることだ。そのために、ずっと手紙を出し続けてきた。……なのに突然、自分では出した憶おぼえのない手紙が届いて、しかもそこに自分の主張と正反対のことが書かれていたら、どうする？」


    「困るであります」


    「そう、困る。……犯人は狼狽うろたえるだろう。事件が続いていることを、こちらに報しらせなければならなくなる。俺はまだ学園祭を中止させようとしてるんだぞ、と。……それには再度手紙を送りつけ、自分の意志を示す必要がある」


    　犯人は、直接学校に脅きよう迫はく状を届けようとするはずだ。今度こそ自分の意志で用意した、本物の手紙を。『学園祭を中止させようとするのはやめる』のをやめた、という旨むねを記しるして。それもできれば早いほうがいい。でないと学園祭当日になってしまう。そうなったら手遅れだ。


    　だから、犯人は動く。たぶん、明日のうちに。


    「僕たちはそこを押さえる。大勢の生徒や学校関係者の中から犯人ひとりを見つけ出すのは難しいが、この方法なら、労せずして犯人のほうから現れてくれる。楽なもんだ。……のこのこやって来る犯人を捕まえるか、タイミング悪く逃のがしたとしても、脅迫状を出してる姿さえ映像に収めれば、言い逃れできない証しよう拠こになる。そのために、これを用意した」


    　僕が取り出したのは、固定式の監視カメラが数台と、小型カメラが三十台。及びそれらを統括する機材が一式。いずれも昨日の放課後、詩しノの森もりと買い出しに行ってきたブツ。


    「マニュアルついてるから、小型のほうはふたりにも設置を手伝ってもらう。固定カメラの担当は、詩ノ森に任せたい。専門スキルの見せどころだ」


    　嬉き々きとして意気ごむマニア。


    「任せてほしいであります！　祖父は軍を退たい役えきしてから、某ぼう国の特殊工作員としても活動していたのであります。小官の技術は本職仕込み！」


    「工作員の正体ばらしていいのか？」


    　じじい自慢はどうでもいい。全員に諸注意を言っておく。


    「できるだけ人目につかないように行動してくれ。もし誰かに設置してるのを見られたら、学園祭の準備を装うように」


    　カメラをつけている最中を犯人に見られていた、では具合が悪いのだ。犯人にはどうしても脅迫状を出しに来てもらう必要がある。


    　流れ上、作戦を取り仕切る僕は、気合いを入れるためハッパをかける。


    「犯人は必ず来る。僕はそう見ている。……現場を押さえることさえできれば、事件はオール解決。会長の鼻も明かせるってもんだ」


    　僕の話に三人が頷うなずく。犯人を捕まえたいという点では、ここにいる全員が一致している。


    「これが最後の戦いだ。僕たちで犯人を挙あげようぜ！」


    「「「ＰＯＷ！」」」


    



    



    　夜の空気が肌を刺す。


    　四月もじきに終わるとはいえ、この時期まだまだ夜は冷える。深夜の二時、三時ともなれば、制服でうろつき回るには寒い。


    　自分の担当分だったカメラは設置し終えた。僕は屋上に出て、一息ついているところ。


    　もともと立ち入り禁止の場所ゆえか、屋上には転落防止用のフェンスはついていない。手て摺すりとも呼べない高さの壁があるだけ。そこに手をかけると、学園の敷地内が一望できる。


    　眺めれば、壮観だ。


    　校舎と校舎の間には、祭典用の飾りつけが垂たれ下がる。気が早い生徒もいたもので、教室の窓から客を呼びこむ看板を下げているクラスもある。人ひと気けのない時間帯まで律りち儀ぎにアピールを続ける様は、どこかしらおかしみを誘う。


    　運動場も様変わりしていた。いたるところに、普段は置かれていないものが散乱している。それは作りかけの巨大オブジェだったり、屋台の骨組みやテントだったり、様々だ。いずれも雨よけのシートを被かぶり、じっと佇たたずんでいる。


    　その様子は、明後日に迫った学園祭を待ちわびているかのようで。


    「よいものでありましょう、学園祭は？」


    　突然、声がかけられた。


    　いつの間にか、背後に詩しノの森もりが来ていた。断りもなく隣に並ぶ。


    「小官も、学園祭の間ま際ぎわになるとわくわくするであります。いよいよだ本番だと。学校中が浮き足立つ感じもまた楽しいもの」


    「……割り当てた仕事は終わったのか？」


    「バッチリであります。見てください、この完かん璧ぺきな仕事ぶりを」


    　持っていたモバイルのモニタを、自信ありげに突きつけてくる。


    「響ひびき川かわくんが指示した地点に設置したカメラの映像を、リアルタイムで監視できるようにしたであります。ボタンひとつで、各ポイントの画に切り替わります。これでどこから犯人が来ても対応できるでありますよ」


    　そつのない仕事っぷりだ。さすがに怪しい祖父直じき伝でんだけのことはある。


    「よくやってくれた。……けどここまでやれちゃうと、かえって心配だな。お前、将来盗撮犯とかになるなよ？」


    「失礼な！　響川くんがやれと言うからがんばったでありますのに！　近年は軍事業界にもハイテク化の波が押し寄せておりですね、……あっ！」


    　力説するあまり手が滑った。持っていたモバイルを落としかける。忘れていたが、こいつにはドジッ娘コの気けがあったのだ。


    　考えるより先に手が伸び、落下するモバイルをつかむ。僕に遅れず、落とした詩ノ森も手を出していたため、両方から支える形になった。さりげなくハンド・トゥ・ハンド。


    　いつまでもこの体勢でいるの、恥ずい。気のせいか、詩ノ森の顔も赤らんでいるようだ。


    「……僕が持ってるから。手、放していいぞ」


    「……あいや、ここは小官が持ちますので。響川くんこそどうぞです」


    「いやいや。あとは僕に任せてくれって」


    「いやいや。お手前にご迷惑をかけるのは心苦しく」


    　無為なやりとりを繰り返すこと数度。


    　客観的に見ればおかしな状況だ。そう気づいた僕は笑ってしまう。


    「なんだこれ？　昔のドラマなら、ここから恋が始まるよ」


    「おほん。これぞ学園祭間近の空気感。それほど親密でもなかった男女を結びつける効果を持っているのであります」


    「そんな空気感はいらん」


    「これはまた異なことを。年中モテたがっている響ひびき川かわくんこそ、学園祭独特の雰ふん囲い気きを活用すべきでは？　だからもっと学園祭の準備を楽しんで……」


    「僕は学園祭に関する一切を拒否してる。準備なんてもってのほかだ」


    「そんなこと言っても、犯人捜さがしはしているではありませんか。これだって学園祭活動の一環であります」


    「違うね。これはあくまで報ほう酬しゆう目的の仕事だ。学園祭とは切り離して考えてる」


    「なんと頑固な。男らしく認めればよいものを」


    「しつこいな。お前、いつにも増してお節介がすぎるぞ。なんで僕に絡からむんだよ？」


    「それは……」


    　詩しノの森もりは、生き真ま面じ目めな顔になった。


    「それは、先さき程ほどの響川くんを見たからであります。ここから下を眺める様子、小官にはまるで学園祭をやりたがっているように思えました」


    「……またいつもの見間違いだろ」


    　そっと首を振る詩ノ森。


    「こと学園祭に関するかぎり、小官の眼がん力りきは確かであります。……もし学園祭が嫌いなら、犯人捜しなど手伝ってくれるでありましょうか？　報酬目当てだとしても、ここまで深入りするでありましょうか？　今日だけではないであります。ジュリりんのときも骸むくろ塚づかくんのときも、響川くんはやりたくないと言いながらも、助けてくれた」


    　真剣な口調が、夜天に風となって流れる。


    「小官、響川くんは我われ々われに関心などないのかと思っていたであります。もともと響川くんの立場からすれば、好きでもないのにやるはめになった仕事でありましたし。小官たちがどうなろうと知ったことではないと思っているのではと、内心距離を感じていたであります」


    「ふん。僕はそれでもかまわない……」


    「けれど響川くんは、小官たちを庇かばってくれたであります」


    　こちらを遮さえぎり、話を続ける詩ノ森。


    「目の前で責められている誰かを助けに入るなど、そうそうできない、気高い行為でありましょう。ふたりとも、響ひびき川かわくんに感謝していたのであります。響川くんが会長にがつんと言ってくれてすっきりしたと。……ふたりだけではないであります。小官も嬉うれしかったのでありますよ。あのときの響川くんは、本当にかっこよかったであります」


    　思ってもみなかった言葉だ。珍しく、よけいな中ひと傷こともついてこない。


    　詩しノの森もりは素直すぎるほど素直な奴だから、今言った気持ちも噓うそじゃないのだろう。正面から僕の顔を見つめ、たじろぎもしない。　


    「だから小官は響川くんにも、学園祭を好きになってほしいと思うのであります。……せっかくここまでがんばってきたのではありませんか。響川くんも、学園祭に参加しましょう。小官はそれを言いたかったのであります」


    　どくん。


    　一瞬だけ、鼓こ動どうが早くなる。それを押さえつけて言う。


    「……ばかばかしすぎて、答える気にもなれないな」


    　僕は詩ノ森から目線を外し、下界を眺める。


    　この光景が楽しそうだなんて、冗じよう談だんもいいところだ。


    「僕が学園祭を好きになるわけないだろう。僕は生きつ粋すいのアンチ学園祭なんだ。学園祭になんか出ない。……だからもう、誘うのはやめろ」


    　いくら誘ったって無駄だ。僕の心は決まっている。


    　僕が学園祭が嫌いだ。


    　そうでなくちゃいけないんだ。


    



    



    　早朝。


    　朝の澄んだ空気の裏で、密ひそかに陰いん謀ぼうが始まりつつある。


    　生徒会室の前。生徒からの意見を求める投書箱付近に、蠢うごめく影がひとつ。


    　周囲に人がいないのを確かめてから、影はおもむろに手を伸ばし、箱に何かを入れようと。


    　僕たちはそのタイミングを待っていた。


    「そこまでだ。動くな」


    　物陰から飛び出した僕に、影は驚いたようだった。逃げようとする。


    　その前に、詩ノ森と骸むくろ塚づかくんが立ち塞ふさがった。廊下の向こうからは、美び藤とうも来る。


    「逃がさないよ、犯人さん。……ったく、あんたのせいでどれだけこっちが損害を被こうむったか」


    　こちらは予あらかじめ四方向に分かれ、包囲網を敷いていた。いくら焦あせろうが袋のネズミだ。


    　僕は影を問い詰める。


    「さあ、説明してもらいましょうか。なぜこんな真ま似ねをしたのかを。でなきゃ僕たちも収まらない。……ねえ、会長？」


    　そう、僕たちの前に現れた怪しい影は、会長だ。霧きり山やま・タチアナ・なんとかって長い名前をした、この学園の最高権力者。全身白とひらひらずくめの特徴的な格好は、朝あさ靄もやの中でさえ見間違えようもない。


    　手紙を投とう函かんし続けてきた真犯人は、我らが会長閣かつ下かそのひとだったのだ。


    　僕はわざとらしい溜ため息いきで落胆を示してみせる。


    「こうなる可能性は考えてた。……犯人は会長。それもありえなくはないと思ってたけど。まさかだね」


    「どうしてあなたが!?」


    　犯人の正体を知った美び藤とうが叫んだ。もっともな反応だろう。


    　僕たちは会長の指示で犯人捜さがしを始めることになったのだ。犯人自みずからが犯人を捜すのを許可したのだから、理屈が通らない。


    　ここまできても、会長は罪を認めようとしない。


    「何を勘違いしているのか知りませんが、私はただ、早朝の見回りに来ただけで」


    「じぁあその手に持ってる手紙を見せてくださいよ。……ほら、やっぱり脅きよう迫はく状じゃないですか。なになに、『学園祭を取りやめなければ、死人が出ることになる』とな。ほっほう、こいつはたいへんだ！」


    「……これは、校長室の扉に貼ってあるのを見つけただけです。私が書いたものでは」


    「見苦しいよ、会長」


    　僕はびしりと決める。


    「昨日のうちに、主要なポイントには隠しカメラを設置させてもらった。あとから証しよう拠こにできるように。……それを見れば、会長の話が本当かどうかすぐわかる。なんなら今から、校長室前を撮ってたカメラを確認しに行こうか？」


    　ついでに、廊下に置かれた観葉植物も顎あごで示す。


    「ちなみに今この瞬間も、そこに仕込んだカメラが現場をバッチリ録画中だ。衝撃映像だね。あの品行方正な会長が、学園を脅おびやかす犯罪者だった！　……たいしたスクープだよ。反響もすごそうだ」


    　よほど悔くやしいのだろう。僕を睨にらむ会長の目には、殺気が感じられる。


    「まさか、罠わなを張っていたとは。……響ひびき川かわ晴はれ、あなたには、絶対犯人など捜さがせないと思っていたのに！」


    「言っただろ。期日までに必ず犯人は捕まえるって。僕は約束を守っただけだ」


    　思い返せば、彼女が犯人らしい兆候はあった。


    「僕は捜査にかかる前段階でミスをしてた。会長が事件を内々に処理したがってると知った時点で、これは変だと気づくべきだったんだ」


    　学校に脅迫状が何回も届いたら、責任者はどうする？


    　普通なら、初めから警察に相談するだろう。なのに会長はそうしなかった。


    「会長は、事件をおおごとにしたくなかったんだ。……会長に必要だったのは、脅きよう迫はくされているという体ていだけだった。それを学園祭を中止にする口実として使おうとしていただけで、実際に捜査が入る事態は避けたかった」


    　会長は、犯人の正体を知っていた。自分が手紙を出していたのだから、当たり前だが。


    　もし公おおやけの機関に介かい入にゆうされれば、話がややこしくなる。万が一、自みずからが逮たい捕ほされるようなことになっても困る。できるだけ事件を隠そうとしていたのは、そのためだ。


    　脅迫状という方法を選んだのもそう。


    　会長なら、投書箱の周りをうろうろしていたって誰も不審に思わない。誰もいない隙すきを見て自分で脅迫状を投とう函かんすれば、怪しまれずにことを運べる。


    　もしくは、さも自分が見つけたようなふりをして、周囲に見せたっていい。こんなものが届けられていたんですけど、と。実に考え抜かれた計画だ。


    　だがそれも、ここで打ち止め。


    「観念しろ。いくら学園の権力者だろうと、証しよう拠こ映像がある以上、言い逃のがれはできない」


    　会長は黙って僕の言葉を聞いていた。


    　しかし、にわかに。


    「あなたが言うように、これまでの脅迫状は私が出したものだとして。……それを証あかし立てるのは、私が手紙を出す映像と、あなたたちの証言だけ」


    　この期ごに及んでも、会長は不敵な態度を崩さない。


    「ならばもし、記録した証拠さえなくなれば。あなたたちの話と私の話、どちらが信用されるでしょうね？」


    　瀬せ戸と際ぎわに不釣り合いな笑みが浮かぶ。


    　次の瞬間、会長の手が腰元へと伸びた。


    　彼女が何をしようとしているのか気づいた僕は、背後の美び藤とうに叫ぶ。


    「カメラを守れ！」


    　窮きゆう鼠そ猫を嚙かむ、という。


    　会長の狙ねらいは、唯ゆい一いつの物的証拠、自らの犯行を録画したデータだ。カメラを失えば、僕たちの有利は一転、不利になる。


    　会長は僕たちより遥はるかに信用がある。彼女の言うことなら、誰も疑わない。いくらこちらが騒ぎ立てようと、そんな手紙など知らぬと言われればそれまで。


    　指示はわずかに遅かった。


    　会長の鞭むちが伸び、蛇へびのように奔はしる。ブツを破壊すれば彼女の勝ち。


    　鞭の一いつ閃せんで、観葉植物が倒れる。隠してあったカメラが宙を舞う。美藤がそれをつかみ直そうとするが、届かない。


    　音を立てて転がるカメラに、いち早く反応したのは詩しノの森もりだった。機敏な動きで、拾おうと手を伸ばす。だが必死なのは会長も同じ。


    　続けて打ち放たれた二撃目が、カメラめがけて振り下ろされる。しなる鞭むちの先が、ちょうど走りこんでいた詩ノ森の額ひたいと重なり。


    　鞭の速度と威力は僕も体感ずみ。手心を加えられていたときでさえ、じゅうぶん鋭かったのだ。本気となればどれほどの衝撃か。


    　鋭い音が、人ひと気けのない校内に響き渡った。


    　詩ノ森が、おそるおそる目を開ける。打たれたものと観念していたのだろう。


    　だが、そうはならなかった。


    「ひ、響ひびき川かわくん……？」


    　鞭は、詩ノ森には当たっていなかった。


    　当たったのは、僕の顔面だ。


    　考えなしに飛びこんだ僕は、詩ノ森のかわりに鞭を受けていた。


    　手加減なしの全力で振るわれたのだろう。鞭は僕の頰ほおを切り裂いていた。刀剣でつけたような、一いち文もん字じの傷。達人級の一撃だ。


    　だらだら流れる血は、詩ノ森を動転させたようだ。無事手中に収めたカメラも放り出して、駆け寄ってくる。
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    「響ひびき川かわくん！　血が！　血が！」


    「っ！　さわるな。マジで痛い。……なんで涙目なんだよ。泣きたいのは僕だ」


    「だって、小官を庇かばって……」


    　泣かれるなど論外だ。手の甲こうで血を拭ぬぐい、平気を装う。


    「たいした怪け我がじゃない。それよかカメラ、もっと大事に扱え」


    「カメラなんてどうでもいい！　どうしてこんな無茶を……」


    「……言ってただろ。顔が傷つくのは嫌いやだって」


    　血は止まらなかったけれど、詩しノの森もりがざっくりやられるよりはマシだ。こいつが両目とも眼帯になるところなど見たくはなかった。


    　血を見て会長も足を止めていた。


    「私、怪我をさせるつもりは……」


    　動揺する会長に、僕は努めて穏やかに言う。


    「どういうつもりだろうとかまわないけど、もうやめにしてくれ。僕じゃなく詩ノ森に当たってたら……。慕したってくれてる後輩を傷つけるのは、会長も気が進まないでしょう？」


    　会長はしばらく身動きしなかった。


    　彼女が真実、冷れい酷こく非情な悪人なら、このまま黙だまっているだろう。そうすれば、罪から逃のがれおおせることができる。僕たちにも打つ手はなくなるのだけれど。


    　だが、やがて。


    「……私の負けです。私が脅きよう迫はく状を出しました」


    　ついに会長は犯行を認めた。


    　青ざめて見える彼女に、僕は尋たずねる。


    「なぜ学園祭を中止させたかったんです？　自作自演してまで、学園祭に反対する理由はなんなんです？」


    「……理由は、あなたと同じです。私も、学園祭がいらないと思ったから」


    　静かに、会長は話し出した。


    「昨年から、私は学園全体の運営を任されています。会長としての仕事だけでなく、行事の日時決定や経営面まで。自分で差配するようになって、見えてきたことがあります。そのひとつが、学園祭でした」


    　聞き入る僕たちに、指折り説明する会長。


    「学園祭を開く名目上の理由はいくつかあります。……共同作業を通じ、友人との親しん睦ぼくを深める。学んだことを公おおやけに発表する機会を設ける。擬ぎ似じ的な職業体験を積ませる。地域との交流を図る。しかしそれなら、他の行事でも代用できる」


    　疑問は止まらない。


    「仮に学園祭が、学生たちへ娯ご楽らくを提供するためにあるのだとしても。……我が校では、レクリエーション用の講義や講座、課外活動やクラブを設けています。そちらではかわりにならないのか。予算の数パーセントをかけてまで、絶対に学園祭をやらなければならないのか」


    　会長は詳しいデータを持っているのだろう。説得力が、僕が嫌い嫌い言うのと段違いだ。


    「金銭的な負担は、問題のひとつにすぎません。授業や放課後等の時間的拘こう束そく。騒音やゴミなど、環境負ふ荷かも大きい。とくに若わか葉ば祭は規模が規模だけに、そうしたリスクも増加します。それを押してまで、学園祭をやる意味は？　……私には理解できません。誰か説明できるひとがいれば、教えてもらいたいものです」


    　会長は僕たちを見渡し、問いかける。


    　誰も、何も言わなかった。


    　僕も意見を言おうとするのだが、言葉は頭をすり抜けていく。


    　なぜなら会長の疑問は、日頃僕が主張していることそのままだから。


    　僕は学園祭を中止してほしかった。毎年学園祭のシーズンが来る度たびに、中止になれと思っていた。僕はそれほどまでに学園祭が嫌いで。


    　だから、反論できない。


    　会長も、そんな僕に頷うなずいてみせる。


    「響ひびき川かわくんは、私の言っていることに賛成してくれるでしょう？　あなたは学園祭が嫌いだと主張している。学園祭を嫌うだけの理由もある」


    　僕は頷けもせず、かといって反論もできずにいた。


    　僕には、言い返すことはできない。


    　できる奴がいるとすれば、たぶんそれは。


    「……理由なんて、小官にもわからないであります」


    　心から学園祭を好きな奴だ。


    「なぜやるのかと聞かれても、わからない。やる必要があるのか聞かれたら、学園祭好きの小官でさえ、答えられないであります」


    　詩しノの森もりは学園祭が嫌いだなんて、一度たりとて考えたことすらなかっただろう。その彼女ですら、正解は持ってなくて。


    　だけど答えを知らなくても、叫ぶことはできる。


    「……でも小官は、学園祭がやりたい！　好きだからやりたいと思うのであります！　学園祭前の準備期間も、当日の雰ふん囲い気きも。イベントも展示も屋台も劇も、実行委員の見回りも。そういうのを全部引っくるめて、好きであります！　自分の学校のも、よその学校のも、関係なく好きなのであります！　学園祭をやらねばどうかしてしまいそうなほどに！　……だから小官には学園祭が必要なのであります！」


    　理屈じゃなかった。きちんとした答えは求められてなかった。


    　詩ノ森が言っているのは、全部感情論だ。自分の気持ちを延々述べたにすぎない。


    　答えとしては馬鹿みたいで。単純で。


    　だからこそ心に響く。


    「……そうだよな。わからないよな」


    　僕は答えを整理できた。


    「自分がそれをなぜ好きかなんて、説明できなくて当たり前だ。わからなくていいんだ。難しく考えすぎてた。……学園祭をするのは、やりたいからだ。好きだから、そうする。それだけでよかったんだ」


    　眉をひそめる会長。


    「好きだから、というのが理由のすべてですか？　私は学園祭は嫌いです。その論理で言うなら、『嫌いだから中止させる』で、まかり通ることになりますが」


    「僕だって学園祭は嫌いだ。みんなにもその害をわかってほしいから、やめましょうってアピールしてる。……ただ、好きか嫌いかを強制するのは違うと思う」


    　人間には好みがある。あるひとは好きなことが、ほかのひとは嫌いだなんてざらにある。自分が嫌いだ、意味がないと思ってることでも、中にはそれを好きなひともいる。


    　全員が学園祭を好きになるとか、嫌いになるとか、そんな考えは幻げん想そうだ。好きになれ、嫌いになれと、無理強じいするのは不可能。


    「たぶん他人がしていいのは、好きか嫌いかの判断材料を出すところまでなんだろう。決めるのはあくまで本人でないと」


    「だから個人の意見で学園祭を中止させてはいけないと？　……そんな答えは論理のすり替えです。納得できません。いくら言われようが、私は学園祭を好きになどなれませんね」


    　頑かたくなな会長に、詩しノの森もりも持論で論陣を張る。


    「好きになれぬと仰おつしゃるでありますけど。……思い返してほしいであります。これまでの学園祭、会長だって、ちょっとくらい楽しかった経験がおありでしょう？　そのときのことを思い出してもらえれば、学園祭を好きに……」


    「楽しかった憶おぼえなどありません。一度も学園祭を回ったことがないので。これまでの人生、私はずっとお祭りを管理する側でした。当日は仕事が多くて、楽しむどころでは」


    「一度もでありますか!?　おかしいでありますよ。いくら忙いそがしくても、二、三出し物を見て回る時間くらいは作れたでありましょう？」


    「お、おかしくなどありません！　私は単身、学園の安全と平和のため、自分の時間も取れないほど身みを粉こにして……」


    　くどくどしいほど、自分の献けん身しんっぷりを述べる会長。


    　けれども僕は、言葉の直前に走った、わずかな動揺を見み逃のがさなかった。


    「……会長。今、噓うそをつきましたね？」


    「う、噓なんてついてません？」


    「ほーう。この上まだ噓うそを重ねるつもりですか。無駄です。今ので、僕には見当がつきましたよ。なぜ会長が、学園祭嫌いなのかがね！　……素直に認めたらどうです？　それとも、僕から言いましょうか？　どうしてこれまで学園祭に出なかったか」


    「！　だ、黙りなさい！　それ以上言ってはいけません！」


    　目に見えて、会長は焦あせり出した。


    「もし言ったら、本当に退学にしますからね！　今度は冗じよう談だんでなく！」


    「どうぞ。えー、どこまで話したっけなあ。そうそう、なぜ学園祭が嫌いなのかだ」


    「言ったらこの場で舌を嚙かみ切ります！」


    「会長が学園祭に出たくない、真の理由。それは……」


    「やめて！　聞きたくない！　聞かせたくない！」


    「それは、誰もいっしょに回ってくれるひとがいなかったからだっ！」


    　溜ために溜めてから、言い放つ。


    「これはＡタイプ、『素直になれなくて』パターンだ！　一見、理屈でＢ‐２タイプを装っているが、その実、単に恋人や友人がいないから学園祭が嫌いなだけ！　どうですか、会長？　僕の分析、どこか間違ってますか？」


    「うううううううう！」


    　聞くまでもなかった。悶もだえ苦しむ会長の姿は、言葉より雄弁に事実を物語っている。


    　彼女はなぜ、学園祭を中止させようとしていたのか。


    　それは、もっともよくある学園祭嫌いが理由だった。


    　事実を知った詩しノの森もりが、おそるおそる声をかける。


    「どうして言ってくれなかったでありますか？　こんなことをする前に、一言相談してもらえれば、小官もお力になれたでありますのに。小官だけでなく、生徒会の方々だって……」


    「相談なんてできるはずないでしょう!?　寂しいからいっしょに学園祭を回ってほしいなんて。小学生でもそんなこと言いません！　恥ずかしすぎます！」


    　悲ひ愴そうな表情で、会長は言う。


    「……長年、羨うらやましく思っていました。学園祭を満喫する生徒たちを。……みんなが楽しそうにしている最さ中なか、私はいつも蚊か帳やの外。異性どころか、同性からさえも誘われず。やることといえば、会長室に閉じこもって事務仕事か、郷土史のクラス展示を見て回るかくらい。……辛つらかった。思い返すだけで涙が出ます……」


    　廊下に、悲鳴混じりの嘆なげきが響く。


    「あなたたちにはわからないでしょう！　みんなが楽しそうにはしゃいでいる横で、ひとり息を殺し、時間が過ぎるのを待つ気分は！　……そんな境遇には、もう耐えられません。だから学園祭なんてなくなればいいと……」


    　ついに会長は泣き出した。スンスン肩を震ふるわせながら。


    「……きっと私、嫌われてるんです。生徒会のみなも、私の権力を恐れ従っているだけで」


    「そんなこと！　みんな、会長を信頼してるであります！　……誘わなかったのは、会長が職務でお忙しいかと思っていたからで……」


    「わかっています！　自分が堅物で、近寄りがたい雰ふん囲い気きなのは！　みんなが敬遠するなら、自分から話しかければいいのだとも！　でも、うまくできなくて……」


    　落ちていくトーン。


    「……もういいです。学園祭さえまともに参加できない人間がひとから好かれようなんて、虫のいい話。……迷惑をかけましたね。私は自首します。一度くらいは学園祭を楽しみたかったけれど……」


    　いつもの凜り々りしさはどこへやら。ここにいるのは、ごくありふれた悩みをもつ思春期の乙女おとめだ。それも弱り切り、打ちのめされた。


    　同情心が巻き起こる。モテない辛つらさは、僕にもわかりすぎるほどわかる。なにせ僕は、校内非モテランキング、ぶっちぎりの独走状態なのだ。


    　同じ悩みを抱かかえる者を、これ以上責めるのは忍しのびない。僕はみんなに向かって言う。


    「事情はあれど、会長も反省してるみたいだ。どうだろう？　ここは彼女の謙けん虚きよな態度と、謙虚でないおっぱいに免じ、許してあげちゃ？」


    　会長は犯人だった。学園祭をやめさせるため、脅きよう迫はく状を出した。それが悪いことなのは、言うまでもない。


    　けれど、これといった被害が出ていないのもまた事実。


    　僕たちが黙っていれば、会長が何をしたのかなど誰も知りようがないし、僕たちだってべらべら喋しやべって回ろうとは思わない。事件をほじくり返したって、誰も得しないんだし。


    　などと考え、提案したのだが。


    「……許しちゃっていいの？」


    　言い出したのは美び藤とうだ。むすっとしたまま、僕に絡からんでくる。


    「そりゃまあ、ちょっとはかわいそうだと思うけど。……でも会長が、個人的な怨うらみで学園祭を中止させようとしてたのは確かでしょ？　お咎とがめなしですませていいの？」


    「そうなんだけどさ。会長も、根っから悪党じゃないというか。……さっき、会長は言いかけてた。傷つけるつもりはなかったって。僕もそうだろうと思う」


    　より確実に学園祭を中止に追いこみたいなら、もっとどぎつい方法もあったろう。しかし会長は、脅迫状というソフトな方法を選んだ。彼女は彼女なりに、最小限の犠ぎ牲せいですむ方法を採っていたのだ。


    　美藤はまだ不服そうだった。


    「会長が傷つけるつもりはないって。……現にあんたは怪け我がしてるじゃない。今だってまだ血、止まってないのに」


    「僕はやられ慣れてるからな。人間サンドバッグとは僕のことさ」


    「退学にまでなりかけたのに？」


    「あれは言葉の行き違いもあったしな……。ねえ、会長？」


    「ええ。……もともと響ひびき川かわくんに疑いをかけたのは、事件のリアリティを出すため。それがなぜか、犯人を捜さがすことになってしまい……。退学を持ち出せば、関わるのをやめてくれるかと思ったのですが」


    　詩しノの森もりが犯人を捜すなどと言い出さなければ、学園祭は『謎の脅きよう迫はく状が届きました。危険があるため中止です』で終わっていた。会長の思惑どおりに。


    　犯人にされかけてた僕にしても、証しよう拠こはなかったのだ。よけいなことをしたり言ったりしなければ、無罪放免になっていただろう。


    　そうした諸もろ々もろを考えれば、会長ばかりを責めるのもどうかと思うのだが。


    　美び藤とうからすれば、甘い処置に見えるらしい。眼鏡めがねをいじる態度に不満が現れている。


    　ならここは、折せつ衷ちゆう案を出すか。


    「じゃ、こうしよう。会長には罰ばつとして、『会長の恋人は誰だ？』に出てもらう」


    「何よ、そのくだらなそうなのは？」


    「ステージの空き時間あっただろ？　ミスコンやる予定だった。……これはその時間を使って開催する、一対複数のフィーリングカップルだ。会長の恋人になりたい者が立候補して、順にアピール。最後に会長が優勝者を決める。……自分がメインのイベントだ。会長も、絶対参加しなくちゃならない」


    　美藤に、にやり。


    「当日は観客も多いだろう。視線を浴びながらイベントでいじられるのは、かなり恥ずかしいぞ。どうだ美藤。お前なら耐えられまい？」


    「うっ。それはかなり厳しい罰ばつね……」


    　自分が舞台に立つシーンを想像し、顔をしかめる美藤。妥当な罰だと納得したようだ。


    　当の会長は、顔を伏せたままでいる。


    「いいんでしょうか？　美藤さんが言うように、私は罪を犯しました。裁さばきを受けるつもりでいます。なのにそんな軽い罰で……」


    「いいんじゃない、別に」


    　おざなりに言っておく。


    「もっと厳しい罰を受けたいならご自分でどうぞ。僕の知ったことじゃないんでね。……たださ。罪云うん々ぬんにこだわって、せっかくの機会を逃のがすのは、もったいないと思うな」


    　この企画は罰として考えたものだが、彼女のためにあつらえた罰でもあった。


    「好きか嫌いかなんて、試ためしてみるまでわからないじゃないですか。……五秒で考えたようなばかばかしいイベントですけど、試しに参加してみてください。これきっかけで、学園祭の楽しさがわかるかもしれない」


    　企画の狙ねらいを理解したのか、詩しノの森もりも賛同してくれる。


    「素晴らしい案であります！　これなら会長も無理なく学園祭に関われる上、見ているみんなも盛り上がるでありましょう！　よいことずくめ！」


    　会長だけは、まだ悩みを引きずっている。


    「……私がメインのイベントなんて、誰も参加したがらないんじゃ……」


    「大丈夫！　きっと大人気間違いなしであります！　小官の知るところだけでも、会長のファンはかなりの人数がいます！　みな我われも我もと名乗りを挙あげるでありましょう！　それはもう男女問わず！　ろうにゃくにゃんにょが！」


    　息せき切って会長を誘う詩ノ森。


    　その言葉は、優しい。


    「イベントに出ましょう、会長。ひとりが不安なら、小官もステージ脇で見守ります。きっと楽しいでありますから。……小官、会長にも学園祭を楽しんでほしいであります」


    　それが決定打だった。


    「……ありがとう」


    　会長は言った。僕たち全員に、謝罪と感謝が入り交じった礼とともに。


    　僕はお礼を言われることなんてしてない。


    　事件を終わらせたのは、どこかの学園祭好きのお手柄だ。


    



    　かくして騒動は終わった。


    　二週間に亘わたる謎の脅きよう迫はく事件は、すべて白はく日じつの下もとにさらされた。そう、今日も太陽は昇る。


    　そろそろ生徒たちが登校してくる時間だ。学園祭直前の一日が始まろうとしていた。


    　僕たちは事件を部外者に洩もらさないよう言い交わし、それぞれの教室へ。


    　事件が終わっても、学園祭の準備はまだ残っている。


    　今日は慌あわただしい日になりそうだ。


    



    



    「もうちょっと右か。……行きすぎだ。戻してくれ！」


    「こんなもん？」


    　ことが終わった昼休み。


    　僕は校舎の中階にあるテラスで、壁へき面めんに展示品をくくりつける作業中。はっきり言うと学園祭の準備手伝いなのだが、なぜ自分の主張を曲げてまで手伝いなどしているのか。


    　答えは、屋上から指示を出す骸むくろ塚づかくんだ。


    「……ＯＫ！　そこで結んでくれ！　風で飛ばないよう、しっかりな！」


    「わかってる！　君の力作を無駄にはしないよ！」


    　上へと叫び返す。


    　今、僕たちが吊つるしているのは、ヨット部提供の古い帆ほ布ぬのでできた、大おお垂たれ幕まくだ。『若わか葉ば祭へようこそ！』と書かれた文字をバックに、ウインクする獣耳のお姉さんが描かれている。


    　僕がなぜ学園祭の準備をしているのか。


    　だって骸むくろ塚づかくんが、「手伝ってくれたら使用後のこれをやろう」って言うから！


    　なにせこの垂れ幕は、骸塚くんこと無む黒くろ木ぎ赤せ鬼き先生が描き下ろした、オリジナル一点物。市し場じよう価値は計り知れない。金銭評価額云うん々ぬんじゃなく、ファンとして純粋に欲しい。


    　物欲に負けた僕は最大限譲じよう歩ほし、『これは学園祭の準備を手伝っているのではなく、無黒木先生の存在を世に広めているのだ！』と解釈することで、自みずからの気持ちに整理をつけた。これが大人のやりかたである。


    　作業を終えると、確認のため屋上へ。そちらでは、骸塚くんが待っていた。


    「おつかれ。助かった」


    　横に並んで、屋上の端から体を乗り出してみると、……ファンタスティック！


    　キャラ絵が、風に泳いでいる。下のテラスは屋上よりも出っ張っているから、垂れ幕はテント屋根のような具合に傾いている。そのため真上からでも、萌えお姉さんの全身が拝見できるのだ。


    「うむ。これは素晴らしい眺めだね。まさかこんなところに、無黒木赤鬼先生、渾こん身しんの力作が展示されているとは、いかなるマニアも予測できまい」


    　骸塚くんも満足そうだ。伸びをしながら言う。


    「俺も、布に直接絵を描いたのは初めてだ。いい経験になった。……これで頼まれてた雑用も全部終了。あとは本番を迎えるだけだな。滞とどこおりなく明日を迎えられそうで、よかった」


    「おかげで寝不足だけどね。まあ、トータルすりゃうまくいったと思うよ」


    　最悪、犯人が今日でなく、明日になってから動くこともありえた。無論、どちらでも大丈夫なように計画してあったが、二日連続徹夜は、さすがに遠慮したい。一日だけの徹夜でさえ、体力のない僕にはけっこうこたえた。


    　今、全身を包むのは、心地よい疲れだ。


    　ここまでの日々を振り返る。僕にすれば、よくやったほうだろう。誰も怪け我がしたりしなかった。僕は多少怪我したけど、貰もらえるものは貰えたし、別に文句はなかった。そう、それがなにより大事だ。


    　僕はかねてより約束していた『学園祭を休める権利』を手にしていた。もともと約束してた正当な報ほう酬しゆうだ。一応、事件を解決に導みちびいたのだし、これくらい貰っても罰ばちは当たるまい。


    　これで明日、明後日の若葉祭は、気き兼がねなく休める。


    　なぜか例年のように、学園祭を妨ぼう害がいしてやろうという気力も湧いてこない。疲れているからか、それともどうでもよくなったのか。間違っても学園祭が好きになったなんてことはないだろうけど。


    　僕はやるべきことをやり終えた。その点は満足だった。だから明日のことは明日考えるとして、今日はもう帰りたい。帰ってＢＳイレブンのアニメ見て寝たい。


    　だが、ささやかな幸せを願うのは早かった。


    　足音が階段を上ってくる。校舎へ続く扉から姿を見せたのは、美び藤とうだ。


    　彼女は僕たち、というか僕に声をかけてくる。


    「……響ひびき川かわ、ちょっといい？」


    　見れば美藤の後ろに、詩しノの森もりまでくっついている。


    「なんだよふたりして。まだ僕に用でもあるのか？　会長に要求しようと考えてた、『ノーブラにヌーブラを投げつける遊び』は諦あきらめたぞ？」


    「若い身空で、そら恐ろしいアイデアマンね！　……用があるのは私じゃなくてこっち」


    　押し出された詩ノ森が、ぎくしゃくした動きで前に出た。


    　おずおず切り出してくる。


    「あのう、響川くん。響川くんは明日、どういうスケジュールでありましょうか？」


    「？　公休の権利も貰もらえたからな。休むつもりだ。お前も知ってるだろ」


    「そのう。休むのはもう決定事項なのでありますか？」


    「そのために犯人捜さがしをしてたんだ。手に入れた権利を使わないでどうする」


    　煮えきらない態度が怪しい。


    「お前、いつにも増して変だぞ。言いたいことがあるならはっきり言え」


    　詩ノ森はまだへどもどしている。　


    「は、それがその、先さき程ほど庇かばってもらったお礼といいますか……。小官、助けてくれた響川くんに是非とも渡したいものがありまして……」


    「お礼か。パンツくれるってんなら、受け取るにやぶさかじゃないぜ？」


    「パンツはあげないでありますが、これを」


    　差し出されたのは、一枚の紙切れだ。


    「学園祭で行おこなわれる、演劇部の公演チケットであります。すでに売り切れだったのを、ジュリりんからいだたけました。……これを響川くんに。あ、小官のぶんはキープしてますので、そこはお気になさらず。どうぞお納めください」


    　それはわかったが。


    「……気持ちは嬉うれしいけど、こんなものくれても意味ないよ。僕は学園祭を休むんだ」


    「でもでも、もしかしたら気が変わるかもしれないでありますよね？　渡すだけ渡しておくであります」


    「なら貰っておくけど。……たぶん、僕は行かないよ？」


    　気乗りしない僕に、それでもいいとの返事。


    「了解してるであります。……それでも小官は、響ひびき川かわくんといっしょに、舞台を見に行きたいのであります。……助けてもらったお礼もあるであります。けどそれ以上に、小官は響川くんにも学園祭を満喫してほしい。せっかく学園祭のために活躍したのであります。楽しむ資格はじゅうぶんにあると思うであります」


    　僕を見ず、一気にまくしたてる。


    「……なので、渡すだけ渡しておくであります。……迷惑は百も承知。でも小官は来てくれるのを待っておりますので。もしちょっとでも気が向いたら……」


    　顔を上げた詩しノの森もりは、僕を見つめながら微笑ほほえんだ。


    「とにかく、待っておりますので。来てくれると嬉うれしいであります」


    　思わず、見とれてしまう。


    　普段は色気の欠片かけらもない女である。それがはにかみながら可愛かわいく言うのだから、破壊力は倍ばい乗じよう。この僕が、ただただ頷うなずくことしかできない。


    　言いたいことを言い終えた詩ノ森は、そそくさと去った。


    　帰らずに残っていた美び藤とうが、僕に文句を言う。


    「あんたね。せっかく誘ってもらってるのに、もうちょい気の利きいたこと言えないの？」


    「なんだよ気の利いたことって。劇のチケット貰もらっただけだぞ」


    　やれやれ調の溜ため息いき。


    「あのね響川。恋愛経験に乏とぼしいあんたにはわからないでしょうけど、女の子が自分から誘うのは勇気がいるの。なのにあんたときたら」


    「おお、美藤が女子っぽいことを」


    「マジメに聞け！　いいから詩ノ森がどういうつもりで誘ったか、言ってみなさい」


    「どういうって。……同情だろ。いっしょに行ってあげるから学園祭に出ましょう、的な」


    　さっきよりひどい溜息。


    「０点。もう一度よく考えなさいよ。……はいここに可愛い女の子がいます。その子が真っ赤になりながら男の子にチケットを渡します。しかもそれは学園祭というビッグイベントのお誘いです。……以上から導みちびき出される答えは？」


    　目を閉じて考えてみる。


    　詩ノ森はいつになくがんばっていた。メイクや髪型も気合いが入ってたんじゃないか？　まるでここいちばんの勝負に挑いどむときのように。


    　まさかこれ、告白的な……？


    「いや、ないない！　そんなこと、信じられないね。好かれる理由がないもん」


    「朝、身を挺ていして詩ノ森を庇かばったじゃない。あれが高ポイントだったと思うな」


    　会長の鞭むちから守った件を言ってるのだろうか？


    「だってあの場合、誰でもああするだろ？　あんなくらいで惚ほれるか？」


    「あんたの場合は普段が普段だからね。ギャップでよく見えるんじゃない？　ほら、普段悪い奴が一個でもいいことすると、いい奴に見えるみたいな。あるでしょそういうの」


    　あるのか？


    　分析開始。


    　即フリーズ。


    　恋愛経験値ゼロの僕には手に負おえない。第三者にも聞いてみよう。


    「ヘイ、骸むくろ塚づかくん」


    「うん？」


    「美び藤とうの発言についてだけど。……僕、好意から誘われたんだろうか？」


    「俺が見るところ、そうだ」


    「……ひょっとして僕、モテてる？」


    「俺が見るところ、モテてる。……黙っていようと思ったが、うちの妹も『響ひびき川かわさんと学園祭で遊びたい』などと洩もらしていたしな。妹に近寄ったら殺すぞ」


    「忠ちゆう告こくは心に刻んでおくとして。……でも、そうか」


    　異変はその数秒後にやってきた。


    　僕の全身を激震が襲う！　普段モテ慣れてないから、反動で体が異変を来たしたらしい。


    　これが噂うわさのモテ期か？　巷ちまたで僕に告白するのがブームなのか!?　響川に告白すると運気が上がる的な？　いや、油断するな！　一連のモテ期自体が罠わなの可能性もある！　呼び出すだけ呼び出しといて、のこのこやってきた僕を物陰から馬鹿にする計略かもしれぬ。その手の悪いた戯ずらには何十回と引っかかってるんだ！　でももし罠やドッキリじゃないなら、てぃんくるてぃんくる、時間よ止まれ！　この歴史的な瞬間、幸せなままで！


    「ううっ！　脳が容量オーバーで熱暴走を。一瞬、僕を迎えに来た天使が見えた……」


    「ダメよそれについていっちゃ!?　……はしゃぎ疲れた子犬じゃあるまいし。落ち着きなさい。ステイ。いくら恋愛慣れしてないからって、動揺しすぎでしょ」


    「そうだよな。モテてるっても詩しノの森もりにだしな。ハリウッド女優相手ならともかく」


    　途端に美藤が激怒した。


    「贅ぜい沢たくなことを言うな！　あんたを好きになってくれる子なんて、地球上に何人いると思ってる！　この機会を逃のがせば、金こん輪りん際ざい彼女なんてできない立場だってわきまえなさい！」


    　輝かしき顔が、眼鏡めがねごとぶつかる勢いで迫る。


    「だいたい、詩ノ森のどこが気にいらないのよ！　いい子でしょ!?」


    「き、気にいらないとかじゃないですけど……」


    「じゃあ好きなのね!?」


    　す、好きとな！　ダイレクトすぎる単語に焦あせる。


    　確かに詩しノの森もりは悪い奴ではない。多少お節せつ介かいがすぎるが、親切と言い換えられなくもない。眼帯常用だが、それも理由あってのこと。おっぱいは非の打ち所がないし、ご両親は僕を気にいってくださっている。諸条件からしてお買い得物件だと思うが……。


    　てか待て！


    「好きとか嫌いとか、なんでお前に言わなきゃいけないんだ！」


    「う!?　それはそうだけど。気になるというか、ならないというか……」


    　口籠ごもる美び藤とうに開き直って反撃に出る。


    「だいたい僕は、学園祭には行かないんだ。詩ノ森のことがあろうとなかろうと、それは変えないからな！」


    「……そう、そこがたぶん、いちばんのネックよね」


    　美藤は腹を立てなかった。どころか、茶化しがたいほど厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きで。


    「真剣に答えなさい響ひびき川かわ。……あんたずっと学園祭嫌いだって言い続けてるけど、それってどうにかならないの？　いっしょに遊んでくれるひとがいないから来たくないって言うなら、詩ノ森がいるわけだし。これで堂々と学園祭に行けるじゃない」


    　押しつけがましい理屈のあとに、強烈な一言が投げかけられる。


    「あんただって、ほんとは学園祭に出たいんでしょ？」


    　僕は本当は、学園祭に出たいのか？
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    　どくん。心臓が跳はねる。


    　やめろ。ダメだ。そんなことを考えちゃいけない。


    　必死でほかのことを考えようとしているのに。


    「劇を見に行くくらいは、いいんじゃないのか？」


    　骸むくろ塚づかくんまで言い出した。


    「昨日の夜、……今朝か？　ここでお前と詩しノの森もりが話していたのを聞いていた。彼女も美び藤とうと似たようなことを言っていたな。お前が学園祭に出たがっているのではと」


    「……だから。僕は行きたくないんだって」


    「そう言うな。学園祭はいいぞ。とくにうちの学園は。食べ物はメニュー豊富で安い。美藤たちの劇を始め、ステージは見み応ごたえのある演目揃ぞろい。後夜祭も派手だ。百発を越える打ち上げ花火やキャンプファイヤーも予定されている」


    　骸塚くんは、粘ねばり強く誘ってくる。


    「まだまだあるぞ。制服系の喫茶店とかな。ほかにもお前の好きそうなイベントが目白押し。……そちらに興味ないなら、会長の恋人選びイベントに参加するのはどうだ？　今のモテ力なら、奇跡も起こりうる」


    「ちょっと骸塚！　よけいなこと吹きこまないでくれる？　でなくてもコレ、節操なさそうなのに！」


    「少しでも説得材料になればと思ってるだけだ。面白そうなイベントが多ければ多いだけ、響ひびき川かわも来る気になるだろう？　……たぶんお前も、俺と同意見だと思うが」


    　美藤を黙らせた骸塚くんは、僕に言う。


    「俺たちは、お前に感謝している。お前がいてくれたおかげで、俺たちも学園祭に参加できるようになったんだ。……俺たちは、お前にも学園祭を楽しんでほしいと思う。詩ノ森だけじゃない。俺も美藤も、お前に来てほしいんだ」


    　隣では美藤も頷うなずいている。


    　なんたることだ。僕は歓迎されていた。


    　ふたりは心から僕にも来てもらいたいと言ってくれている。熱心に誘ってくれている。


    　この誘いを受けてもいいのか。


    　僕は学園祭に行ってもいいんだろうか？


    　どくんどくんどくんどくんどくん……。


    　早まる鼓こ動どう。


    　僕は犯人を捜さがした。その結果、学園祭は無事に開かれる。詩ノ森が言っていたように、これだって立派な準備活動だ。


    　僕にも祭りに参加する資格はあるんじゃないか？


    　どくどくどくどくどくどくどくどくどくどくどくどく……。


    　行ってもいいんじゃないか？


    　どっどっどっどっどっどっどっどっどっどっどっどっどっどっどっどっ……。


    　行こうか？


    　そう考えた瞬間だった。


    　胸を締めつけるような痛みが襲う。一瞬、呼吸が止まったような。思わず、胸を押さえる形で固まる。


    　硬直した僕を訝いぶかしんで、骸むくろ塚づかくんも問うてくる。


    「どうした？　またモテ発作か？」


    　僕は骸塚くんの話を聞いていなかった。聞こえていなかった。


    　苦しい。息をしようとすればするほど、うまくできない。膝ひざをつく。動どう悸きが激しくなる。一転、呼吸が荒くなる。それは病的な勢いで。


    　過呼吸だ。


    　僕の様子に、骸塚くんたちも事態の異常さに気づいた。


    「ちょっ！　これ、ふざけ半分の反応じゃ……」


    「しっかりしろ響ひびき川かわ！　……すぐ保健室へ……」


    　声が遠くなっていく。ああくそ。これは危ないな……。


    　そのまま目の前が真っ暗になった。今度は天使も迎えに来てくれない。


    



    



    　消毒液の臭においが鼻につく。


    　目を開けると、僕はベッドで寝かされていた。保健室だ。


    　隣には骸塚くんがいた。


    「起きたか。突然倒れるから心配した」


    　まだぼんやりしている僕に、骸塚くんが教えてくれる。


    「もう放課後だぞ。気分は？」


    「……もしかして、ずっとついててくれた？」


    「気にするな。友達には親切にしなさいと、ママはいつも言っていた」


    　ベッドで上半身を起こした。まだ体が重い気がする。本格的に調子が悪い。


    「……美び藤とうは？」


    「さっきまでいたが、部活に行った。通し稽げい古こがあって、休めないらしくてな」


    　それきり、静まり返る室内。


    「……ひとつ聞いてもいいか？」


    　沈黙を破ったのは骸塚くんだった。


    「先さき程ほどお前が倒れた理由だ。どこか体に悪いところでもあるのか？」


    　僕はできるだけ平静を装って言う。


    「ああ、体は元気さ。さっきのはなんて言うか、トラウマが暴走してね」


    「それは、学園祭嫌いとも関係あるのか？」


    　踏みこんだ質問が来る。


    「この数日、お前に付き合っていて、気になっていたことがある。……響ひびき川かわ、お前はなぜそこまで学園祭が嫌いなんだ？　俺には、それがわからない」


    　僕を見つめる骸むくろ塚づかくん。


    「お前は学園祭嫌いについて、タイプ分けをしていたな？　だが肝心のお前は、どのタイプに当てはまる？　お前の学園祭嫌いは、モテないひがみによるものじゃない気がする」


    「骸塚くんは鋭いなあ。高校生ばなれした観察力だ。年、サバ読んでるんじゃない？」


    「俺は真剣に聞いている」


    　骸塚くんの顔は、いつも以上に無ぶ愛あい想そうだ。


    「会長の話にも出てきていた。理由がどうこうと。……お前の学園祭嫌いには、まともな理由があるんじゃないのか？　俺たちに話してない事情が」


    　誤ご魔ま化かそうと思えばできた。できることなら、誤魔化したかった。しかしそれはアンフェアだ。付き添いまでしてもらっておいて、噓うそを重ねるのはどうかと思う。


    　それに骸塚くんは、僕を友人だと言ってくれた。友達になら話してもかまわないだろう。ちょうどここにいるのは男の彼だけだ。都合がいい。


    　僕は制服の上着に手をかける。


    　おもむろに脱ぎだした僕に、我が友は嫌いやな顔をする。


    「悪いが俺はノーマルだ」


    「僕にもそっちの趣味はない。見せたいものがあるだけだよ」


    　服を脱ぎ終えた僕は、骸塚くんに背を向ける。


    　背後で、骸塚くんが息を止める気配。


    「……その傷はどうした？」


    「これが僕のトラウマ。その元凶でね」


    　僕の背中には、火傷やけどの痕あとがついている。初めて見る人間には、けっこう衝撃だろう。これでもだいぶ綺き麗れいになったのだけど。


    　僕が詩しノの森もりの傷を気にならないと言えたのは、よりひどい傷を見慣れていたからだ。


    「……三年前かな。中一のときだ。僕はある学校の学園祭に出かけた。その頃はまだ、そういうお祭りが大好きだったんだ」


    　もう、遥はるか昔のことのようだ。


    「僕は一日、会場をぶらぶらした。……夕方になって、そろそろ帰ろうかと思ってたときだった。空から何かが飛んできた」


    　この場面だけは、遠い昔の記憶ではない。


    「僕がいたのは、運動場のすぐ傍そばだった。そこではロケットの大会が行おこなわれてたんだ。よりにもよって、火薬で飛ぶ本式のやつでね」


    　サイズも一メートルはあった。


    　せめてペットボトルロケットくらいならよかったのに。


    「そのうちの一機が、僕のほうへ飛んできた。真っ赤に燃えながら」


    　それは失敗作だった。打ち上げにしくじったロケットは、予定の軌き道どうに乗りきらず、水平に走った。観客席を抜け一直線に。


    　運悪く、歩いていた僕へと。


    「ロケットは背中に当たって爆発した。あとからお医者さんには、運がよかったと言われたよ。頭にでも当たってれば、死んでたかもって」


    　そんなこと、慰なぐさめにもならない。


    　爆発したロケットは僕の背を焼き、肩けん胛こう骨こつに亀き裂れつを入れた。全治三か月。


    　傷が完治した今でも、ときおり背中が痛む気がする。


    　そして傷は、体以外にも残った。


    「別に僕は、この傷きず痕あとが辛つらいんじゃないんだ。むしろ聖せい痕こんっぽくてかっこいいと思ってる。俺は燃えさかる炎の地獄を越えてきたんだぜ、みたいな」


    「確かに。設定だとすれば熱いな」


    　強がりではない。詩しノの森もりにも言ったように、僕は傷痕がどうだなどとは気にしてもいなかった。背中に火傷やけどの痕があるからと、恥ずかしがる僕ではない。目立つのが嫌いやでプールや公衆浴場は避けていたけど、それはむしろ相手に気を遣つかってのこと。


    　僕は肉体への傷には慣れている。平気だと言える。


    　だけど。


    「それでもさ。……未いまだにロケットを見ると、震ふるえが来る。もしかしたら、また同じことが起こるんじゃないかって」


    　トラウマとは、心に刻まれるものだ。


    　事故以来、僕は火が恐ろしい。火薬式ロケットだけじゃなく、それを連想させるものもだ。ライターを向けられただけでびくついてしまう。


    　体は反応してしまう。


    「もちろん、そんなことは起こりっこないってわかってる。杞き憂ゆうだ、妄もう想そうにすぎないって。……でも、ひょっとしたら？　何億万分の一の確率で、どこかでまたロケットが暴発したら？　それが僕に飛んできたら？　可能性はゼロじゃない。考え出すと不安でたまらなくなる」


    　背筋を寒気が這はい上がる。この寒さは、素肌をさらしているからではないはずだ。


    「……ロケットのことだけじゃない。事故以来、学園祭に出ることを想像するだけで、さっきみたいな揺り返しが起こるようになった。ひどいときは、治まるまで数時間かかる」


    「……ＰＴＳＤか」


    「それもかなり深刻な、ね」


    　事故のことを、それに繫つながることを考えただけで息苦しくなる。過呼吸になったのも、今日が初めてじゃなかった。


    　僕は三年間、ずっとこの辛つらさを忘れようとしてきた。だが三年かけても、克こく服ふくできないままでいる。


    　心に焼き付いたトラウマは、そう簡単には消えてくれない。


    　僕は骸むくろ塚づかくんに告白する。真実を。


    「たぶん僕は、学園祭が嫌いなんじゃなくて、怖いのさ。……学園祭が行われているかぎり、いつかまた僕に、あるいほかの誰かに、同じ事故が起こるような気がする。それがとんでもなく怖い」


    　だから不安の対象になるものを壊さなければならないと思ってしまう。


    　僕が学園祭は嫌いだと言い続けるのは、学園祭を妨ぼう害がいし続けてきたのは、そうしなければ倒れてしまうからだった。


    　歪いびつな論理だとはわかっている。おそらく僕以外の誰にもわかってもらえないと、僕でさえ思う。


    　でもダメなのだ。問題をすり替えることでしか、不安の原因を直視できない。


    　学園祭に反対し続けることでしか、僕の苦しみは紛まぎれない。


    　話し終えた僕は、服を着る。シャツは湿っていてひどく冷たかった。


    　部屋の空気も、似たような具合だ。


    　黙って聞いてくれた骸塚くんに謝あやまる。


    「……ごめん。どうでもいい話を聞かせたね」


    「……いや。聞きたがったのは俺だ。悪かった」


    　骸塚くんも、何を言っても仕方がないとわかったのだろう。これは僕の問題で、他人が口出ししたところで解決はしないのだと。


    　かわりにと言うべきか、もっと具体的なことを尋たずねてきた。


    「……どうするんだ、詩しノの森もりのことは？　演劇部の公演、見に行ってやるのか？」


    「……わからない。……けどたぶん、行かないんじゃないかな」


    　正確には、行けない。


    「事故以来、学園祭はダメなんだ。当日校門まで来ると、もう足が竦すくむ」


    　僕は学園祭に行けない。行きたいなどと考えてもならない。


    　自分が学園祭の場に立っていると理解してしまったら、あるいはそんな状況を想像しただけでも、今日起こったのと同じ拒否反応が出てしまう。それほどまでに、僕のトラウマは重い。


    　骸むくろ塚づかくんは、希望を捨てたくないらしい。


    「芝居をちょっと見るくらいもか？」


    「無理して出向いたところで、今日みたいになるのが関の山だろう。行っても迷惑になるだけだよ」


    「それならそれで、詩しノの森もりに伝えてやるのが筋だと思うぞ。わけを話せば、あいつも……」


    　僕は笑って首を振る。


    「僕は学園祭が怖いんだ、って？　そんな恥ずかしいこと言えないよ。男の骸塚くんに話すのだって、かなり覚悟がいったのに」


    「恥ずかしがる話ではなかろう。お前は事故の被害者なんだ。ＰＴＳＤになったのは、お前の責任じゃない」


    「だとしても嫌いやだ。なんか不幸をウリにしてるみたいだもん」


    　昔、何度か他人に事情を話したことがあったけど、その度たびに反応は決まっていた。笑われるか、同情されるかだ。笑われるのは嫌なものだが、同情顔をされるのはもっと気が滅入る。


    　なにより、僕は詩ノ森だけには言いたくない。学園祭が誰かを傷つけることがあるなんて、言ってはいけないだろうと思う。学園祭を誰よりも愛するあいつには。


    　骸塚くんは溜ため息いきをついた。


    「せっかくのきっかけだったのにな。これがもし学園祭絡がらみでなければ、話も違ってたんだろうが」


    「いまさらさ。そもそも学園祭絡みでなければ、詩ノ森と親しくなることもなかった。僕は学園祭に呪のろわれてる」


    　僕は本心から呟つぶやいた。


    「学園祭って何なんだろうね？　普通のひとにしてみれば、それは楽しくて待ち遠しいものなんだろう。でも、僕にとってはそうじゃない」


    　それは、ただひたすら重苦しい行事だ。痛みを思い出させるだけの、意味のない責め苦。


    　辛つらい記憶でしかないのなら、消えてくれ。


    　学園祭なんかなくなればいい。僕はなくとも困らない。


    「もしもひとつだけ願いが叶かなうとしたら、僕は学園祭がこの世からなくなるように祈るよ。そうすれば僕もトラウマで苦しまなくてすむ」


    　だけどいくら願おうと、学園祭はなくならない。なくしたくても、僕ひとりの力ではどうしようもないことなのだった。


    　だから言うしかない。


    「……僕は、学園祭が嫌いだ。これまでも。これからも」


    　胸のつかえを絞り出すように。


    「僕は学園祭を憎む。そんなものがあるから、僕は苦しまなくちゃならない」


    　耐えがたい地獄から発信されるのは、誰にも届かないメッセージ。


    「僕はあのときの事故を怨うらむ。あの事故さえなければ、僕は変わりなく学園祭を好きでいられた。そうなってれば、こんな思いを味わうこともなかったのに……」


    　あれがすべての元凶だ。あのときの思い出が、何年経っても立ち塞ふさがる。越えられない壁のように。永遠に。


    　骸むくろ塚づかくんは口を開きかけたが、何も言わずに閉じた。おそらくは僕に気を遣つかってくれたのだろう。いい奴だ。


    　僕たちは、学園祭がなければ知り合うこともなかった。その点は、学園祭に感謝しなければならない。


    　けれどもまたその一方で、僕は未いまだ、学園祭が嫌いなままだ。


    　その前提は、変わらない。


    　変えられない。

  


  
    五章　　一日だけでも休みたい。


    



    　翌、土曜日。学園祭一日目、当日。


    　僕は寝つけないまま、朝を迎えた。骸塚くんに自分のトラウマを打ち明けてよかったのか。自分のしたことをくよくよ考え、寝られなかったのだ。昼過ぎまでは寝ね床どこにいるつもりだったが、そういう気分にもなれず。


    　起きるかどうか迷い、ベッドで寝返りを打つこと数度。


    　枕まくら元もとの携帯電話が着信を報しらせる。


    『もしもし響ひびき川かわ？　寝てた!?』


    　キンキンした声が、挨あい拶さつもなしに耳を打つ。


    「……ああ、美び藤とうか？　あれ？　ケータイの番号教えたっけ？」


    『会長に聞いたのよ！　それより、すぐ学校に来て！　できるだけ急いでね！』


    　壁に掛かっている時計を見た。


    「……まだ七時だぞ。それに僕、今日は休むつもりで……」


    『わかってるわ！　でもたいへんなの！　また新しい脅きよう迫はく状が届いたの！』


    　脅迫状？　朝から聞くには刺激的なキーワードだ。


    　僕は布ふ団とんを跳はね除のけ、電話越しに怒鳴る。


    「そんなわけないだろ。事件は解決した。イタズラ電話ならもう切るぞ」


    『私だって、何が何だか……。いいからすぐに来て。説明するから。こっちは今、大混乱なの。下へ手たすれば今度こそ警察沙ざ汰たになりそうよ』


    　美び藤とうの声からは、切迫した雰ふん囲い気きが伝わってくる。冗じよう談だんで言っているわけではなさそうだ。


    「……わかった。行く」


    　学園祭が行われていないのなら、敷地内に入っても大丈夫だろう。電話を切って、服を着替える。


    　僕がいない数時間で、何が起きたんだ？


    



    



    　会長室に着くと、美藤が待っていた。


    「来たぞ。状況を詳しく教えてくれ」


    「……これを見て。今朝、校長室の扉に貼られてたの」


    　美藤が差し出したのは手紙だ。受け取って、文面を読む。


    



    『がくえんさいをちゅうししろ。さもないとだれかがきずつく』


    



    　文字はよれよれだ。こういう手紙の定番、左手で書いたものと思われる。


    　またもや、脅迫状。ここまでしつこいと、見るのも飽あき飽きしてくる。


    「どうしてこんなものが届いてる？　犯人は会長だったんじゃなかったのか？」


    　事件は昨日解決したはずじゃなかったのか？　それとも会長はまだ諦あきらめてなかったとか？


    　僕の視線先では、憔しよう悴すいした会長が玉ぎよく座ざで頭を抱かかえていた。


    「ええそうです、犯人は私でした。昨日までに届いた脅迫状は、私が書いたもの。それを告白して、学園祭は滞とどこおりなく行おこなわれるはずでした」


    「だったらなんでこんなものがあるんですか!?」


    「知りません！　私こそ説明してもらいたいのです！　私だって、今日のイベントを楽しみにしていたのですよ!?」


    　会長は本当に悲しそうに見える。これが演技なら、彼女も女優を目指すべきだろう。


    　そもそも、会長が抱えていた問題は解決されている。いまさら脅迫状を出すとは思えない。


    　逆に会長が、僕を問とい質ただしてくる。


    「……まさか、響ひびき川かわくんがやったのではないでしょうね？　いえ、犯人だった私が疑うのもどうかと思います。しかし確かめるべきことは確かめないと」


    「怪しまれても仕方ないですけどね。僕は電話で起こされるまで寝てたんだ。今日は学校に来ないつもりで。貴重な休日を潰つぶしてまで嫌いやがらせしに来るほど勤勉に見えます？」


    　それを聞いた美び藤とうが、眼鏡めがね越しに顔を曇くもらせる。あ、まずい。


    「いやその、誘われてた公演に行かないってんじゃなく。……行けないかもって言ったのは、詩しノの森もりが嫌いだとか、そういうのとは違って……」


    「……わかってる。あんたの事情は骸むくろ塚づかに聞いた。……その、無理に誘ったりして……」


    「言わなかった僕が悪いんだ。気にしないでくれ」


    　気まずい空気になったのも一瞬。


    「それどころじゃなくて！　今はトラウマの心配より、この手紙を出したのが誰かを突き止めないと。……響ひびき川かわ、犯人を捜さがすあてとかないの？」


    「ちょっと待って。考える時間をくれ」


    　頭の中がグチャグチャだ。


    　早朝いきなり起こされたかと思えば、新犯人説の浮上。おまけに女子へのフォローとせわしなさすぎて、考えがまとまらない。


    「ともかく、この件は警察に任せよう。もう少しすれば、ほかの生徒も登校してくる。手紙を出した奴が本当に誰かを傷つけるつもりなら危ない。それでいいですか、会長？」


    「……わかりました。そのように取り計らいます」


    　関係者に指示するため、会長は部屋を出て行った。


    　まだ事件は解決していなかった。解決するまで、休日はおあずけだ。


    



    



    　時間は昼を回り、四時を過ぎた。


    　校内は喧けん噪そうに包まれている。しかしそれは、予定されていた学園祭のためではない。


    　正門前には、昼前から数台のパトカーが停車している。


    　脅きよう迫はく状は、僕が出したものと同じく、校長室の入り口に貼りつけられてあった。手紙の書き手は、公おおやけになるよう望んでいるのに違いない。


    　つまり今回は、本気の脅迫事件なのだ。それゆえ僕は警察に事情を説明し、安全を確保してもらうよう言ったのだし、会長や学校側も同意した。


    　学校から要よう請せいを受けた警察は、すぐに捜査に乗り出した。犯人の目もく論ろ見みどおり、事件は騒ぎとなりつつある。


    　ここまでおおごとになった以上、当然、学園祭は中止。生徒たちには、自宅で待機するよう連絡が回された。学校にいた生徒にも、すみやかに帰宅するよう指示が出た。


    　だから学校に残っているのは僕たちだけ。


    　会長は、責任者のひとりとして臨時捜査本部へ説明しに行っている。その間、僕たちは会長室で善ぜん後ご策さくを協議していたのだが。


    「……くそう。どうしようもないな……」


    　僕は備えつけのコーヒーメーカーに手を伸ばす。帰らずに残っていた骸むくろ塚づかくんが注意する。


    「もうやめておけ。コーヒー、十杯目だぞ？　飲みすぎだ」


    「飲まなきゃやってられねえ、って気分なんだ」


    　部屋の窓からは、続々と到着する増援のパトカーが見える。ほかにも黒塗りの怪しい車が数台と、装甲車らしき特殊車両まで見えていた。おそらく、会長の実家・霧きり山やま家けが手配したものだろう。戦争でも始まりそうな雰ふん囲い気きだ。


    　紙切れ一枚で、ここまでおおごとになるとは。会長が、自分が書いた脅きよう迫はく状の件を内々ですませようとした意味がよくわかる。これでは学園祭どころか、学校そのものがしばらく休校になりかねない。


    　外の様子を眺めながら、骸塚くんが慰なぐさめてくれる。


    「俺たちにできることは限られている。ことがここまで大きくなれば、素しろ人うとは手出しできん。気負わず専門家に任せればいい」


    　正論だ。理屈ではわかっているけど、もやもやした気分は残る。


    　僕はここまで犯人捜さがしをしてきた。それが首尾よく終わったと思いきや、この展開。


    　これが自分の事件だなんて言う気はないけど、最後まで責任を持ちたいと思うのは、僕のわがままなのか。


    　悶もん々もんとするうち、野や次じ馬うまに行っていた美び藤とうが戻ってきた。


    「ふたりとも、たいへんよ！」


    「だろうとも。ここからも見えてるよ、生装甲車」


    「それもだけど、もっとたいへんなことが起きてる。校内の数か所で爆弾が見つかったらしいの。脅迫状が冗じよう談だんじゃなかったって、下は大騒ぎ」


    「そのせいで警察の動きが慌あわただしいのか……」


    「爆弾自体は簡単な作りの、小さなものだそうよ。それでもひとの近くで爆発すれば、じゅうぶんな殺傷能力があるとか。詳しい性能は分析してるとこだって。警察が話してるの聞いた」


    「……爆弾か」


    　今度の犯人は強硬派だ。会長のように、あくまで穏おん便びんに中止させようなどという甘っちょろい考えではなく、力ちから業わざで来た。これはもう立派な暴力、テロだと言ってもいい。学園側の動向次第では、負傷者が出かねない事態だ。一般の生徒たちを帰らせたのは正解だった。


    　美藤も同じことを考えていたらしい。


    「これじゃ、どう転んでも学園祭はできそうもないわね。せっかく準備してきたのに。……詩しノの森もりなんか、ショックのあまり真っ青になってたわ」


    　言われて気づいた。そういえば、今日はまだあいつを見てない。


    「詩しノの森もりは？」


    「保健室で寝てる。学園祭できなくなったのが、よっぽどこたえたみたい」


    　さもありなん。なにせ学祭にすべてをかけていた詩ノ森だ。学園祭が中止となれば、これまでの苦労が水の泡。僕を引っ張り出すどころか、引っ張り出す先がなくなってしまうとは。


    　この二週間あまりを思い返す。


    　詩ノ森は、懸けん命めいに働いていた。犯人捜さがしだけでなく、運営の仕事もしながら、学園祭のために尽じん力りよくしていた。


    　僕は学園祭が嫌いだ。だからといって、あいつの努力が報むくわれないのはかわいそうじゃないこともないこともない。……ええい、かわいそうだよ！　文句あるか！


    　僕はコーヒーメーカーへと向かう。


    　まだ終わってないよな。


    　学園祭の日程は、今日と明日の二日間。


    　今日中に事件を解決すれば、明日一日だけでも、祭りは開催できる。たとえ一日減ってしまっても、まるまる中止になるよりはいいはずだ。


    　カップにコーヒーを注ぎ、そこへあふれんばかりに砂糖を注入。糖分はすべて頭を動かすエネルギーに変える勢いで、一気に喉のどへ流しこむ。


    　考えろ。


    　昨日の時点では、会長が犯人で間違いなかった。


    　しかしその事件はもう解決している。会長は罪を認め、今日の学園祭を楽しみにしていた。妨ぼう害がいするとは考えにくい。


    　これは、また違う犯人が仕組んだ事件で間違いない。


    　ならば今日、脅きよう迫はく状をもたらした犯人は誰だ？


    　犯人である彼、もしくは彼女は、会長の事件と関係なく、独自に学園祭を中止させようと企たくらんでいたのか？　僕たちが気づいてなかっただけで、もとから犯人は会長のほかにもいたのだろうか？　会長の目もく論ろ見みと平行し、自分でも密ひそかに脅迫状を出す機会を窺うかがっていた？


    　箝かん口こう令れいが布しかれていたから、脅迫状のことは限られた者しか知らなかったはず。だが一昨日の朝、僕がニセの手紙を出したことで、生徒の中に脅迫状の件を嗅かぎつけた者が出たとも考えられる。模も倣ほう犯はんである可能性は、なくもない。


    　それとも、こいつはもとから脅迫状を出そうと企んでいたのだろうか？　昨日、会長が失敗したことに焦あせり、自分が動かねばと、脅迫状をしたためた？　だから今日になって、新しい脅迫状が届いた？


    　それってつまり……。


    　ダメだ。まだまとまらない。まだ足りない。


    　コーヒーおかわり。十二杯目。


    　さらなるカフェイン摂せつ取しゆが、脳を活性化させる。脳の回転速度を上げろ、上げろ！


    　わからないことはほかにもある。わからないことのほうが多いくらいだ。


    　新たな犯人が、学園祭を妨ぼう害がいしたがるのはなぜだ？


    　犯人はいかなるタイプの学園祭嫌いなのか？　こんな大胆な犯行に踏み切るだけの理由があったのか？


    　内部犯か外部犯かも不明だ。現状、学園とは無関係の人間が首しゆ謀ぼう者でないと断定する根こん拠きよはない。もし外部犯だとしたら、犯人の特定は困難になる。いったいどれだけの人数から捜さがせばいい？　考えるだけで気が遠くなる。


    　絞りこむための手がかりが必要だ。僕は脇の美び藤とうを促した。


    「なんでもいい。ほかに手がかりになりそうな話はないか？　僕が知りたいのは、まだ僕が知らない情報だ。警察はどう話してた？」


    「どうって言われても……」


    　僕の勢いに、美藤はまごついていたが。


    「……見つかった爆弾は？」


    　骸むくろ塚づかくんが口を挟はさんだ。


    「さっき言っていたな、簡単な構造をした爆弾だと。仕掛けられていた爆弾は、どういう種類のものなんだ？」


    　指摘された美藤が、細かい話を思い出そうとする。


    「ええっと。……爆弾は掌てのひらくらいの大きさで、遠くから操作できるタイプだった。あと変わった特徴として、材料がほとんど学園内にあった物品からできてたって。専門家みたいなひとが会長に話してた」


    「学校にある資材で組み立てられた爆弾か……」


    　僕は考えこむ骸塚くんに確認する。


    「作れるかな？」


    「……できるだろう。ここは学校だ。必要な材料は、探しどころさえわかっていれば入手できる。理科室。体育倉庫、保健室。……プラス、今は学園祭前だ。敷地内には、普段は使われない多くの物資が準備されている。上う手まく組み合わせれば」


    　美藤は信じられないといった口調。


    「テロリストじゃあるまいし。爆弾って、そんな簡単にできるもの？」


    「知識さえあれば、小学生でも作れる。俺も作れる」


    「それって一般常識？　どこでそんなの教わるの？」


    「大切なことはすべてアニメから教わる。『敵艦撃沈！　ＯＬ水軍くまのちゃん！』で、あまさず説明されてるぞ。名作だ、見ろ。とくに八話が神回だな」


    「爆弾の回は九話だったっけ？　こっちも見るべきだ。脚本がよくて」


    「見ませんから！　普通のひとは、爆弾なんか興味ありませんからっ！」


    　視聴者の新規獲得にはしくじったが、美び藤とうの言うことも一理ある。


    　一般人は、爆弾の製造方法など知らないだろう。よほど偏かたよった趣味の持ち主でもなければ。やはり犯人は件くだんのアニメマニアか。僕らと話が合いそうだ。


    　僕はもう一杯コーヒーを注つぎに行く。十三杯目、投入。


    　美藤の情報を聞いたことで、わからないことが増えてしまった。


    　犯人は、爆弾の材料をどうやって盗み出したのか？　どこで組み立てたのか？


    　見つかった爆弾はひとつでないと言う。材料も嵩かさ張ばるはずだ。外から持ちこむよりは容易たやすいかもしれないが、必要なものを見つけるだけでも一仕事だろう。


    　人目がない時間帯にやったのだとしても、昨晩から今朝にかけて、校内には相当な数の生徒が残っていた。学園祭の準備のために。彼らに見つからず、一連の行動をやり通すなど、よほどの運がなければ不可能に近い。それとも犯人は、見つからない確信でもあったのか？


    　悩んでいるところへ、事情聴取を終えた会長が戻ってきた。


    　おつかれさまもそこそこに、何か新しい情報がないか期待して尋たずねる。


    「事件の進展は？　警察はなんて言ってました？」


    「これから本腰を入れた捜査にかかる段階です。校内一帯に不審物がないか、徹底的に調べるそうです。……と言っても、学園は広い。時間がかかるでしょうね」


    　捜査が始まったのはいいとして、学園内をくまなく探すのは、かなりの手間だ。人手も時間もくう。のんびり待ってはいられない。


    「警察の動き以外でも、僕が知らない情報みたいなの入ってませんか？　会長のところには、学園の警備関係者からも話があったんでしょう？」


    「これといって思いつきませんね。……強しいて挙あげるなら、学園の防犯カメラに不審者は映ってなかったことでしょうか。警察にも確認してもらいました」


    　またもや都合の悪い情報だ。


    　会長の話が事実なら、外部犯ではないのだろうか？　いや、あるいはプロの仕事を疑うべきなのかも。予あらかじめカメラの位置を把は握あくし、それに映らないような動きができる、訓練された特殊エージェントなら……。って、映画じゃあるまいし、そんな凄すご腕うでエージェントが高校の学園祭に出向いてくるなんてありえるか？


    　わからないことが重なりすぎて、思わず不満がこぼれた。


    「こんなことなら、校長室前のカメラ外さなきゃよかったな。そうすりゃ真犯人が脅きよう迫はく状を出しに来るところが撮れてただろうに」


    　一昨日仕掛けた僕のカメラはすべて、会長が犯人だと判明した時点で外してしまった。僕は盗撮犯ではない。プライバシーを侵しん害がいするものをいつまでも設置しておけなかったのだ。それが裏目に出るとは。


    　運のいい犯人だ。脅きよう迫はく状を校長室に貼りつけたなんて。


    　学校には、昨日僕たちが取りつけた以外にも常用されている監視カメラがある。数は少ないが、そちらは稼か働どうしていた。違う場所へ脅迫状を出そうとしたなら、その瞬間が撮れてたっておかしくなかった。


    　犯人は、僕のニセ手紙を真ま似ねたのだろうか。だから校長室を選んだのか？


    　それとも僕のように、学園中どこに何があるかを熟知している、反学園祭運動家の犯行なのか？　監視カメラを避ける知恵を備えてるなら、仲間に加えてやってもよかった……。


    　仲間？


    「……そうか、そういうことか」


    　すべての辻つじ褄つまが合がつ致ちした。


    　湧き上がる感情を押し殺し、みんなに確認していく。


    「美び藤とう、お前は昨晩、どうしてた？　部の面子メンツといっしょだったのか？」


    「？　ええ、そうだけど。稽けい古こが結局、朝までかかって。仮眠はしたけどね。それがどうかした？　ヒントになりそう？」


    「骸むくろ塚づかくんは？　昨日僕と別れたあと、まっすぐ家に帰ったの？」


    「いや。あのあと、オールナイトのアニメイベントに参加した。知り合いが出ていてな」


    「会長はどうです？　家にいたんですか？」


    「昨夜は船上パーティに出席していました。父の仕事絡がらみで断り切れず……」


    　三人が三人とも、誰かといっしょにいた。いずれもアリバイは成立する。


    　もう一度、会長に尋たずねる。


    「会長。自分が脅迫状出してたことって、警察に話しました？」


    　会長は眉み間けんに皺しわを寄せる。


    「ええ。おかげで私は現在、犯人候補の筆頭です。おじい様が圧力をかけてくれなければ、危あやうく逮たい捕ほされるところでした」


    「念を押しますけど、その件、警察以外には話してないですよね？」


    「自分が犯人でしたなんて、好きこのんで話すものですか。一般の生徒は、私が学園祭を中止させようとしていた事実は知りません。……正直に話せと言うなら、そうしますけど」


    　そんなことはどうでもよかった。


    　大事なのは、事件があったこと、そしてそれが解決したと知っているのが、数名のみに限られるという点。


    　僕は入り口の扉に手をかける。背後から誰すい何かの声が飛んでくる。


    「どこへ行くのです響ひびき川かわくん？」


    「……犯人の目星がついた。これから行ってくる」


    「なら私も！」


    「俺もだ。響ひびき川かわひとりでは危険すぎる」


    「いや、僕ひとりで行くよ。みんなは残って、新たな動きがないか注意してて」


    　同行を断ったのは、僕自身まだ確信が持てなかったからだった。


    　僕は犯人を知っている。だが一方で、それを信じられないでいる。なぜならそいつは、もっともこういうことをしそうにない奴だから。


    　それとも、僕はそいつのことを見誤っていたのだろうか。


    　確かめなければならない。


    



    



    　保健室のベッドは空からだった。そこに寝ているはずの人物は、消えていた。


    　掛け布ぶ団とんを剥はいでみる。


    　シーツは冷たい。ここでひとが寝ていたとしても、ずいぶん前のことだ。


    　逃げたか。それとも僕の推理はすべて見当違いで、ただ具合が悪くなって帰宅したのか。


    　後半は、淡あわい期待だとわかっていた。


    　僕はケータイのアドレスから、登録してあるナンバーを呼び出す。前に交換したきり、一度もかけていない番号だ。


    　コールすること数度。意外にすんなり相手が出た。


    「……よう。具合はもういいのか？」


    『……何か用でありますか？』


    　元気の消え失うせた声に嘆なげいてみせる。


    「なんだそのつれない返事は。せっかく真相がわかったから、教えてやろうと思ったのに」


    『……そうでありますか。では拝聴するであります』


    　僕は淡たん々たんと、起こった出来事を並べていく。


    「昨日深夜から今朝未明にかけ、一通の脅きよう迫はく状が送られてきた。その後の捜査により、学園のあちこちから爆弾が発見されている。お前も知ってるな？」


    　僕は断定から入る。


    「これは新たな犯人によって計画された、別の事件だ。この事件は、昨日までとは異なる人物によって企くわだてられた」


    　犯人は別にいる、と僕は強調する。


    「犯人は、会長のほかにもいた。だとしたらそれは誰か？　なぜこんなことをしたのか？　そして、どうやってそんなことができたのか？　これからその疑問を解いていこう。……まず初めに、『どうやってＨＯＷ？』からいこう」


    　二日続けて、にわか探たん偵てい役だ。


    「まず僕が気になったのは、犯人がいかなる方法で学園内に侵しん入にゆうし、いかにして爆弾の材料を調達できたのか、ということだった」


    　美び藤とうと会長が言っていた話を思い出す。


    　ふたりがくれた情報は、別のことを指しているようで、実は同じことを語っていた。それぞれを組み合わせることで、ひとつの方向が見えてくる。


    「ポイントは、監視カメラだ」


    　無言の相手に、僕は丁てい寧ねいに説明する。


    「犯人はどのように現れ、どのように品物を持ち去ったのか？　これは一見、難しい謎に思えて、そうでもない。なぜならいずれの場合も、犯人は監視カメラに写っていたからだ。怪しい人物は、そこにはっきり存在していた」


    　ただ、怪しいと思われなかっただけで。


    「犯人は、学校の制服を着てたんだ。うちの生徒だった。だから学内を自由に歩き回っても、格別不審には思われない。必要な物資をピックアップする際も、ゆっくり入り用なものを吟ぎん味みできる」


    　昨日は学園祭前日。準備のため学園内に残っていた生徒は多い。


    　しかし彼らにしても、深夜から早朝にかけては仮眠を取っていた者がほとんどだろう。美藤のように。敷地内をうろついていても、昼間よりは見み咎とがめられる可能性も低い。


    　よしんば物色しているところを見つかったとしても、言い訳できる。明日に向け見回り点検していたと言えば、納得させられる。


    　そうした行動を取る、正当な理由をもつ者なら。


    「……もうひとつ、カメラの問題で引っかかったことがあった。犯人は、校長室に脅きよう迫はく状を届けている。どうやって誰にも見られず手紙を届けることができたのか？」


    　犯人が我が校の生徒だと推測はついた。ある程度、行動の自由があったのは判明した。


    　だがそれだけでは、この謎を解いたことにはならない。


    　考えるべきは、『どうやって』より、『なぜ』になる。


    　なぜ犯人は校長室に脅迫状を出したのか。投書箱でも生徒会長室でも職員室でもなく、なぜそこなのか？


    「この真犯人氏が、校長室を選んだ理由はなんだろう？　偶然か？　違うね。……犯人は、ここが安全だと知っていたんだ。前もって、校長室前には監視装置がないと知っていた。……どうして知っていたかは、言うまでもないよな？」


    　犯人は、学園内の情報に精通していた。そうでなければならない立場にいた。


    　この二週間で、いつしか詳しくなっていた。


    　電話の向こうは、沈黙したままだ。


    「あとは爆発物の問題だな。……犯人は今回、必要な物資を現地調達している。とっさにその場でいるものを選び出すなんて、感心するよ。プロっぽい」


    　火か炎えん瓶びんくらいなら、誰でも作れる。しかし起爆装置付き爆弾を作るための知識など、マニアでなければ持ち得ない。


    「ここまで整理すれば、もう答えは出たも同然だ」


    　僕は条件を読み上げる。


    「犯人は学生で、校内を巡じゆん回かいしても疑われない人物で、学内の事情にも詳しく、なおかつ爆弾などという特殊な装置に造ぞう詣けいが深い専門家エキスパート」


    　この条件に当てはまる人物は、ひとりしか残っていない。


    　僕は電話相手に告げる。


    「お前が犯人だ、詩しノの森もりミア。お前が新しい脅きよう迫はく状を出し、校内に爆弾を仕掛けた」


    　電話からは、一言も聞こえてこない。


    　無言を貫つらぬく詩ノ森を問とい質ただす。


    「昨晩、美び藤とうたちと別れてから今朝まで、どこで何をしていた？　答えられないよな。……僕の想像では、お前は早朝、学園へ来た。正確な時間は、あとで校門の監視カメラをチェックすればわかる」


    　詩ノ森はまだ無言。


    「それからお前は、学園祭のために準備されていたものを利用し、爆弾を仕掛けた。その後、校長室の扉に脅迫状を貼った。順番は逆かもしれないが、これも調べればはっきりする」


    　なんと言っても、彼女は学園祭実行委員だった。祭りの見回りをしていても筋が通る。


    　ましてやこいつだ。詩ノ森は、誰からも熱心な実行委員として認知されていた。深夜や早朝にうろちょろしてたって、またいつものか、ごくろうさま、ですんでしまう。


    　そして彼女は、ここしばらく僕と行動していた。一昨日は監視カメラの設置も手伝った。その過程で、校内中のどこに何があるかを把は握あくしててもおかしくない。安全確保は軍人の最優先事項でもある。校長室前が死角エアポケツトだと、わきまえているはず。


    　おおまかな筋立ては、以上でＱＥＤ証明終了。


    　僕は電話越しに促す。


    「……反論があれば言ってみろ。黙ってるなら、僕の言いぶんを認めたって解釈するぞ」


    　保健室の窓からは、夕ゆう陽ひが差しこんでくる。照り返しを受けた部屋は赤く染まり、やけに薄気味悪く感じる。そのせいか息苦しくもあり。


    『……響ひびき川かわくんの推理は、全然的まと外はずれであります』


    　詩ノ森の口調は平静だった。


    『小官が脅迫状など出すはずがないでありましょう？　小官は、誰よりも学園祭をやりたいと思っているのであります。今日だって学園祭が中止になり、ショックで倒れたくらいなのであります』


    「違う。お前が凹へこんでたのは、学園祭が中止になったからじゃない。自分で祭りを中止させたのがショックだったんだ。慣れないことをしたから、したくもないことをしたから、体が拒否反応を起こしたんだ。僕がモテて痙けい攣れんしたみたいに」


    『響ひびき川かわくんと同列に扱わないでいただきたいでありますな』


    　僕の追及にも、詩しノの森もりは崩れない。


    『……仮にもし、響川くんの言うとおりだったとして。まだひとつ、『なぜ』が残っているでありますね？　小官が犯人なら、動機は？』


    「それを聞きたいのは僕のほうだ」


    　いかにも犯人じみたセリフに切り返す。


    「なんでこんなことをした？　お前には、学園祭を妨ぼう害がいする理由がない。そこだけが、いくら考えてもわからないんだ」


    『簡単であります。小官も、学園祭が嫌いだからでありますよ』


    　声は尖とがっている。初めて聞く、悪意の籠こもった詩ノ森の声。


    『小官も、響川くんと同じ。学園祭が嫌いで嫌いで、どうしようもないのであります。初めから、学園祭の中止を企たくらんでおりました。……昨日までは、会長が小官のかわりに学園祭を中止に追いこんでくれるはずでありました。しかしそれは不首尾に終わった』


    　僕たちにより、会長の犯行は未然に防がれた。


    『だから自分で作戦をスタートさせたのであります。小官は、会長のような生なま易やさしい方法は採りません。どんな手を使っても、学園祭を開かせないと決めているのであります』


    「あの爆弾を使って？　……本気で言ってんのか、お前？」


    『まだ疑っているのでありますな？　なら証しよう拠こをお見せするであります。……どこから電話をかけているでありますか？　響川くんのいるところからは、何が見えます？』


    「何って。……中庭が」


    　質問の意図が呑のみこめないまま答えた、直後だった。


    　窓の外。僕の視界に見えていたベンチが、轟ごう音おんとともに爆発した。


    　どでかい音を立てて破裂したベンチは、今や板きれの欠片かけらとなり、もうもうと黒煙を上げている。


    　おそらく、ベンチ下に爆弾が仕掛けられていたのだろう。爆弾は遠えん隔かく操作可能だったと思い出す。


    　詩ノ森が爆破スイッチを押したのだ。


    　あいつは、どこからでも狙ねらった地点を吹き飛ばすことができるのだ。


    　息を呑む僕に、電話が言う。


    『……これで小官の覚悟のほどがわかっていただけたでありますね？　こちらが本気で学園祭を中止させようとしていると』


    　詩しノの森もりの言葉は、もはや冗じよう談だんには聞こえない。実際に被害を目まの当あたりにした今、緊張は一気に高まった。爆発音を聞きつけた周囲も、にわかに騒がしくなり始めている。


    　このままではまずい。


    　どうにか説得しないと、本当に被害が出かねない。ベンチならまだしも、誤って人間を巻きこみでもしたら。そうなれば詩ノ森は、一躍テロリストの仲間入りだ。


    「……爆弾の威力はわかった。でももう、やめとけって」


    　できるだけ論理的に諭さとそうと、言葉を選ぶ。


    「日本の警察をなめるな。お前が仕掛けた爆弾なんてな、今日中に全部見つけられちゃうよ。そしたらどうする？　学園祭はまだ明日も残ってるんだ。今日一日で事件を解決すりゃ、明日は楽しい学園祭だ。お前が体を張ったところで意味は」


    『ご心配なく。明日の学園祭も潰つぶれますので』


    　どういうことだと聞き返すよりも先に。


    『……思い返せば、響ひびき川かわくんにはお世話になったでありますな』


    　しみじみした口調が、かえって不安をかき立てる。


    『だから言っておくであります。くれぐれも小官の邪じや魔まだけはしないでほしいと。……そうすれば響川くんの望むように、学園祭は中止になるでありますから』


    「おい！　僕はそんなこと……」


    　望んでない、と言いかけて、やめる。


    　そう言い切るのはダメだ。学園祭を望んでいると思うのは、ダメだ。僕の禁則事項に引っかかる。トラウマがぶり返す。


    　動どう悸きが激しくなってきた。わずかに考えただけですら、気分が悪くなってくる。


    　また倒れてしまう。


    　壁に背を預け、呼吸を落ち着かせる。トラウマを振り払おうとする。


    　僕は学園祭なんて好きじゃないと、呪じゆ文もんのように唱となえる。そう繰り返してさえおけば、倒れないですむ。自分の気持ちを偽いつわっていれば、心の平へい穏おんは保たもたれる。


    　でも、それでいいのか？


    　このまま放っておけば、詩ノ森の暴走は止められない。学園祭が中止になれば、楽しみにしていた者たちを失望させることになる。それを見過ごしていいのか？


    　だって僕は、本当は……。


    　そこが限界だった。


    　僕は強烈な目眩めまいを感じ、握っていた電話を取り落とした。立っていられない。


    　僕はこんなにも弱く脆もろく、情けなくて。


    　思うようにならない心と体に、呪のろいの言葉を吐きつけようとしたとき。


    　校舎に震動が伝わってくる。静かな地響きは、またもどこかが爆破された印しるし。それが二度、三度と連続し、あちこちで悲鳴が上がっている。


    　詩しノの森もりの計画が、本式に動き出したのだ。


    　ふらつきながら、保健室を出る。


    　行かなければ。でもどこへ？


    　詩ノ森はどこにいる？


    　答えは向こうから来てくれた。


    　廊下の端から、駆けてくる影がある。やけにキラキラと輝くそれは。


    「美び藤とう！　こっち！」


    「響ひびき川かわ！　早く避難しろって、会長が！」


    「わかってる！　けど、どうしてもやらなきゃいけないことが……」


    　不意に、何度目かの爆発が起こった。激しい揺れと爆音が、僕たちのいる廊下を満たす。あまりの勢いに、頭を庇かばって伏せるのがやっと。


    　衝撃が収まるまで、数秒。


    　目を開けると、大きく抉えぐられた廊下が飛びこんできた。そこに嵌はまっていた窓ガラスはすべて吹き飛び、爆破跡からは白煙が上がる。こんなものがあといくつ仕掛けられているのか？


    　隣でへたりこむ美藤は、爆弾の威力に衝撃を受けているようだ。かけていた眼鏡めがねも爆発の余波でなくなっていたが、ここまできて双方とも、素顔云うん々ぬんを気にはしない。


    「大丈夫か、美藤!?」


    「平気、……とはいかないけど。それよりやることって……」


    「犯人は詩ノ森だった！　捕まえないと、校内が火の海に……」


    　説明する時間が惜しい。話している間にも、詩ノ森の破壊活動は進行する。


    　焦あせる僕に、煙幕の向こうから声が届いた。


    「屋上だ、響川！」


    　見れば爆発のあった廊下の向こうから、骸むくろ塚づかくんの顔が覗のぞいている。


    　僕へと叫ぶ、その内容は。


    「屋上だ！　急げ！　そこに詩ノ森が立て籠こもっている！」


    



    



    　屋上への扉は開いていた。


    　階段を登りきった僕たちは、僕を先頭に、扉を抜ける。


    　一歩屋外へ、踏み出したところへ。


    　チュゥン！　何かが僕の靴くつ先さきを掠かすめた。


    　足下には、丸っこいものがめりこみ、放射線状のヒビ跡を残している。


    「そこで止まれ！　そこから一センチでも近寄れば、たちまち蜂はちの巣であります！」


    　詩しノの森もりだ。校舎にあったもので作った即席バリケードの向こう側から身を乗り出し、マシンガンを構えている。コンクリートの床にめりこむ威力からして、銃を玩おも具ちやと思わないほうがよさそうだ。


    　扉まで退却。陰に隠れながら呼びかける。


    「早まるな詩ノ森！　とりあえずその改造ガンを置いて……」


    「来たら撃つであります！」


    　タタタタタタタタタタタタッ！


    　射撃音が連続する。放たれた弾丸は、全弾扉の表面に命中していた。しかも痕こん跡せきは僕のサイズに人型を描いている。見事な腕前だ。刺激すると、まともに撃ち抜かれる危険がある。


    「わかった！　降参する！　だから話し合おう！」


    　遠目に、詩ノ森が何かを取り出したのが見える。何を担かついだのかと訝いぶかる僕へ。


    　ビュゴフッ！


    　飛んできたのは、ロケット弾だ。煙の尾を曳ひきながら、僕へと突き進んでくる。


    　マジか!?　僕に向けて撃ってはいけない代表例みたいなものを！　僕はロケット的な物体にトラウマあるのに！


    　考えるより先に、自然と体が動いた。生存本能の命じるまま、扉を離れる……。


    　背後で、アクション映画ばりの爆発音が響いた。
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    　階段から覗のぞいてみれば、扉が跡形もなく消えていた。通用口だった部分は瓦が礫れきとなって飛散している。直撃したロケット弾が破壊したのだ。周囲には市街戦さながらの煙が立ちこめる。


    　何を考えてるんだ、詩しノの森もりは。下へ手たしたら死ぬ。


    　手を考えねば、被害は広がるばかりだ。


    　僕は一策を講じ、思いきって飛び出した。


    「待て！　僕はお前の味方だ！　なにせ学園祭嫌い会派のトップなんだぞ！」


    　両手を挙あげ、害意のないことをアピール。


    「いっしょに学園祭を中止させよう！　仲間に入れてくれ！」


    　背後で美び藤とうが憤ふん慨がいした。


    「血迷ったの響ひびき川かわ！　そこまで堕おちるなんて……」


    「いいから黙ってろ。僕に考えがある」


    　後ろへ囁ささやく間に、詩ノ森の肚はらは定まったようだ。


    「……了解したであります！　響川くんだけは、特別に来るのを許可するであります！」


    　よし、上う手まくいった。


    　僕は美藤と骸むくろ塚づかくんに言う。


    「ふたりは下に降りててくれ。もしかしたら、詩ノ森が早まったことをするかもしれん。そうなったらよろしく頼む」


    「でも危な……」


    　口を開きかける美藤を制したのは、骸塚くんだった。


    「この局面をどうにかできる奴がいるとしたら、響川だ。……任せていいんだな？」


    「やるだけやってみるよ。期待しないで待っててくれ」


    　言い置いて、名スナイパーへ呼びかける。


    「今からそっちへ行く！　撃つなよ！　撃ったら泣くからな！」


    　背後に遠ざかる足音を聞きながら、僕は詩ノ森のほうへ歩き出す。


    　冷たい空気が頰ほおを打つ。


    　夕ゆう陽ひが、最後の日差しを投げかけていた。銃口を向ける詩ノ森の半身、ちょうど眼帯の側だけが、黄金色に輝いて見える。


    　それに見とれている余よゆ裕うはない。


    「やあ、立て籠こもり犯。昨日ぶり」


    　詩ノ森の握りしめるものを見ながら、交渉ネゴシエートを始める。


    「手作りのロケット砲か。よくまあ一日で、そんなものまで準備したな。手て際ぎわのよさは、さすが実行委員てとこか」


    　できるだけ気楽な調子で僕は言う。


    「さっきの爆発にも、焦あせったよ。こんな周到に準備までして、お前、本気で学園祭を中止させるつもりだったんだな」


    「……脅きよう迫はく状にそう書いておいたであります」


    　詩しノの森もりは銃を下ろした。だが眉まゆをひそめ、僕を疑っている様子だ。


    「響ひびき川かわくんは学園祭が嫌いだと、みなが知るところ。それゆえ接近を許したでありますが。……小官に協力してくれるのでありましょうな？」


    「もちろんだ。ただし、条件がある」


    「……ふざけた条件なら、迷わず撃つでありますからね」


    「なあに。まだ、最後の謎を話してもらってなかったろ。それを教えてほしいだけだ。お前がなぜ学園祭嫌いに宗しゆう旨し替えしたのか。それを教えてもらわんことにゃ、気になって妨ぼう害がい活動に専念できん」


    「……変わってなどいません。もともと嫌いだったのであります。これまでは隠していただけで、初めから学園祭を中止させるつもりだった……」


    　返事には一瞬間があった。僕はそれを聞き逃のがさない。


    「噓うそだね。……僕は筋金入りの学園祭嫌いだ。相手が本当に学園祭嫌いなのか、上うわ辺べだけそう言ってるのかくらいは区別がつく」


    　戸と惑まどう詩ノ森へ、揺さぶりをかける。


    「前々から計画してたってのも噓だ。昨日まで、お前は学園祭をやりたいと思ってた。誰よりも熱心に。なのに一夜明けてみれば、学園祭反対派に変わってた。……どう考えてもおかしいだろ。説明してくれなきゃ、理解できない」


    　詩ノ森は何も言わない。反論もせず、身動きもせず。


    　あまりにも長い沈黙と硬直の後のち。


    「……小官のせいだからであります」


    「？　お前のせい？」


    「響川くんが学園祭嫌いになった原因は、小官なのであります！」


    　詩ノ森の声が大きくなる。


    「小官は昨日、響川くんの話を聞いてしまったのであります。保健室で、骸むくろ塚づかくんに話していたのを」


    　僕が自分のトラウマを打ち明けていたときのことだろうか？


    「お前、あそこにいなかったじゃ……」


    「ちょうどお見舞いに行こうと、部屋の前まで来ていたのであります。そのとき偶然、ふたりが話すのが聞こえてきて……」


    　肩を落としながら、詩ノ森は言う。


    「立ち聞きするつもりはありませんでした。だけど、聞こえてしまったのであります。響川くんが学園祭を嫌う理由が。それはすべて、小官の責任で……」


    「待て待て。意味がわからん。僕のトラウマが、どうしてお前に関係あるんだ？　お前とは、高校に入るまで会ったこともないってのに」


    　詩しノの森もりは無言でポケットから写真を引き抜いた。僕に見せる。


    　写真には、笑顔の詩ノ森が映っている。眼帯はしていない。今よりも多少幼い顔立ちと制服から、中学時代の写真だと思われる。


    　その背景に映る校舎に、見み憶おぼえがあった。


    「……これは、あの学園祭があった中学!?」


    　間違いない。背中が疼うずく。


    　それは三年前、僕が事故に遭あった学校だ。


    　頷うなずく詩ノ森。


    「小官は、ここに通っていました。あのときの学園祭にも出ていたであります。響ひびき川かわくんのトラウマとなった事故のことも知っている」


    　驚く僕に、さらに驚くべき事実が襲いかかる。


    「……あの事故を起こしたのは、小官であります。小官が操作を誤ったせいで、ロケットは暴発してしまった」


    　三年前。正確には二年半前の秋。


    　その当日。


    「あれは、部活動の研究成果発表を兼かねた試射会でありました。小官はロケットの制作者として、管制官を任されていたのであります。……ですが、結果は失敗。ロケットは予定の軌き道どうに乗らず、低高度のまま彼方かなたへ飛んでいきました」


    　銃を持たないほうの手で、眼帯を押さえる詩ノ森。


    「小官の傷は、そのときについたもの。打ち上げの際、暴れたロケットが跳はね飛ばした発射台の破片で、眉まゆの上を切ったのであります。負傷した小官は、そのまま病院へ運ばれました」


    　唾つばを飲む感覚で、自分が緊張していると覚さとる。


    　なんということだろう。


    　三年前、僕たちの世界はリンクしていた。


    　僕と詩ノ森の因いん縁ねんは、あの事故から始まっていたのだ。


    「……昨日、骸むくろ塚づかくんと話しているのを聞くまで、小官は響川くんが事故の犠ぎ牲せい者だと知らなかった。いえ、自分以外に犠牲者がいたことすら知らなかった」


    　事故の直後、詩ノ森と僕は別々の病院に搬はん送そうされていた。事故で動転していた詩ノ森が、ほかに怪け我が人がいたと気づかなくても無理はない。


    　それで話は終わるはずだった。


    　学校も違った僕たちは、その後会う機会もなかったし、会うはずもなかったのだ。同じ高校へ入学するなどという偶然が起こらなければ。


    　だが運命というのは皮肉なもので。


    「昨日、両親を問い詰めました。ふたりとも、響ひびき川かわくんが事故の犠ぎ牲せい者だと知っていたと」


    　少しあとになってから、相手側のご両親は、僕の家に来られたらしい。娘の不ふ手て際ぎわで僕に怪け我がをさせてすまないと。うちの親は、わざと起こした事故ではないから気にしないよう言って、引き取ってもらったそうだ。だから僕もそのあたりの事情は知らなかったのだけど。


    　ここまでくれば、この前詩しノの森もりの家に行ったときの、彼らの反応に思い当たる。


    　ふたりとも、やけに僕に親切だった。


    　あれは、気にいられていたのではない。


    　気き遣づかわれていたのだ。詩ノ森のご両親は、娘が起こした事故で傷ついた相手が訪ねてきたことを知り、申し訳なさから僕によくしてくれたのだ。


    　今や、すべての謎は解けていた。


    　詩ノ森がなぜ学園祭を中止させようとしたのか。


    　それは、僕のためだったのだ。


    「……昨晩から今朝にかけての行動は、響川くんの推測どおり。小官は、響川くんを苦しめるトラウマ、その元凶となる学園祭を中止させなければならないと悟りました。自分にはそうする務めがあると」


    　詩ノ森が、突然過激派へと転身したのはなぜか。


    　それは、僕が言ってしまったからだ。学園祭などなくなればいいのにと。


    　詩ノ森は、僕が骸むくろ塚づかくんにそう告げるのを聞いていた。


    　いつもの詩ノ森なら、また僕の学園祭嫌いが出たかと思うだけだっただろう。


    　だがタイミングが悪すぎた。


    　彼女はちょうど、僕が自分の起こした事故の被害者だったと知った直後で。


    　自分のせいで、僕が学園祭に関われなくなったのだと知らされたところに、そんな怨うらみ言を聞いたのだから、責任を感じないはずがない。


    　詩ノ森の顔を隠す眼帯は、鈍にぶい光を放っている。


    「これまで小官は、この傷をトラウマに生きてきたであります。……でもこんなものは、たいしたことのないトラウマだった。小官の傷など、傷とも呼べないほど、小さな小さなものだった。……小官のせいで大おお火傷やけどを負った、響川くんに比べれば」


    　詩ノ森は、震ふるえている。


    「小官は響川くんの事情を知ってしまった。……小官が自分だけ傷ついたみたいに拗すねていた裏で、もっとひどい傷を負ってたひとがいたことを。小官がのうのうと生きている間にも、響川くんは苦しみ続けていたことを」


    　独白は重い。人間の苦悩は、重い。


    「なのに小官は、学園祭が楽しみだなんて浮かれて。昔の事故を反省するどころか、そのときのショックを打ち消すみたいに、毎年毎年、今度の学園祭は絶対成功させるんだなんて意気ごんで！」


    　詩しノの森もりの手から銃が離れた。硬い床に跳はね、からからと音を立てる。


    　僕は悟る。詩ノ森がなぜかくも執しつ拗ように、学園祭にこだわっていたのかを。


    　彼女もやはり、事故の犠ぎ牲せい者だった。自分が事故を起こしたことで台無しになった学園祭を取り戻そうと、しゃにむに働き続けていたのだ。そうすればあの日の失敗が帳消しになるものと思って。思いたくて。


    　もちろん現実には、そんなことはありえない。いくら努力しようが、あの事故はなかったことにはならない。詩ノ森の顔についた傷きず痕あとが消えないのと同じように。


    　だが歪ゆがんだ理論は、強迫観念となり、未いまだに彼女を縛っている。学園祭に。


    　僕と同じだ。


    　僕たちは学園祭の呪じゆ縛ばくから逃のがれられずにいる。


    　詩ノ森は、うつむいたまま顔を上げない。


    　その姿を見れば、責めることなどできそうになかった。こんな馬鹿げた振る舞いに走ったのが僕のためだったなら、こいつだけを責められるか？


    　そう思う一方で、このままにしておくこともできない。絶対に。


    　自分と共通するトラウマを抱かかえる相手に、僕はゆっくり歩み寄る。


    「……お前が僕のために奔ほん走そうしてくれたのはわかった。嬉うれしい、って言うのも変だけど、感謝してる」


    　痛みを抱かかえる僕だからこそ、共感はできる。だけど、それではダメなのだ。


    「でも、ここまですることなかった」


    　詩ノ森を誉ほめることは、できない。


    「いくら学園祭を中止にさせたいからって、どんな方法を使ってもいいはずないだろう？　爆発物を仕掛けるとか、それはやっていい範囲を超えてる」


    　学園祭に反対してきた僕だからこそ、やっていいことと悪いことの線引きはできている。


    「お前がどういうつもりでやったにせよ、誰か怪け我がする奴が出たらどうするんだ。それこそあのときの二の舞だろ。……馬鹿なことはもうやめろ。今ならギリ間に合う。会長のところへ行って、事情を話そう。僕も付き添ってやる」


    　詩ノ森は引かない。


    「でもっ！　小官は自分が許せない！　誰よりも謝あやまらなければいけなかった、響ひびき川かわくんのことを知らなかったなんて」


    「それでよかったんだ。僕なんてのは、ゾウリムシのフンみたいなもんなんだ。もともと誰かから気にかけてもらうような、ごたいそうな人間じゃない」


    　詩ノ森は僕のことを知らなかった。ご両親は娘のためを思って話さなかったのだろう。よけいな負担をかけたくないと。


    　それでいい。僕は同情されたいわけじゃない。いまさら謝あやまってほしいわけじゃない。


    　詩しノの森もりは、僕のために動くことなんてなかったのだ。


    　それを伝えたくて、僕は言う。


    「僕は学園祭以外でも、山ほどトラウマを抱かかえてるんだぞ？　ひとつふたつ増えたからって、どうだってんだ。お前が気にすることなんてない」


    「……そんなこと言わないで」


    　不意に、詩ノ森の口調が変わった。


    「優しくしないでよ！　私は、私が悪いってわかってる！」


    　叫びは、涙声混じりだ。


    「響ひびき川かわくんを学園祭嫌いにしたのは、私だもん！　響川くんだって、ほんとは学園祭やりたいのに、私ができなくした！」


    「違う！　僕は学園祭を楽しみになんか」


    「違わない！　私、知ってる！　響川くんが心の底で、学園祭をやりたがってたことを！　昨日だって、骸むくろ塚づかくんと話してた。会長の恋人探しイベントに出たがってた」


    「あ、あれは話の流れ上そうなっただけで……」


    「噓うそつき！　ジュリりんから聞いたもん！　……響川くんだってまんざらでもないくせに。会長、お金持ちだし、おっぱい大きいし。……そういえば、脅きよう迫はく状出してた犯人だってわかったときだって、全然会長のこと責めなかったよね。もう付き合っちゃえば!?」


    　言いがかりじみた粗あら探しに、思わず頭にきた。


    「今持ち出す問題かそれ!?　だいたいプライベートだぞ！　お前に関係ないだろ！」


    「……関係ないよ。関係ないけどっ！」


    　にわかに。


    「私も響川くんが好きなんだもん！」


    　やけくそ気味に叫んでから、一転、小声になる。


    「……そりゃ初めは、なんだこいつって思ってた。学園祭に反対する活動家とか、意味わからないし。頭よさげにしてるけど馬鹿だし。小こ狡ずるいし。体力ないし。背は低いし。ひとの胸ばっか誉ほめる変態だし。いいところはひとつもないって」


    　ここまでならいつもの舌爆弾リリツク・ボム。


    「……けど、いっしょに行動してるうちにわかってきた。……響川くんはわかりにくいだけで、本当は優しいんだって。困ってるひとがいたら助けるし。小さい子にも親切だし。さりげなく友達に気配りするし。ここぞってときは頼りになる」


    　いつもと正反対だ。僕は誉められている。ありえん。


    　ありえんが、ここまで好きなところを指折り数えられれば、信じるしかない。勘違いするなするなと自分に言い聞かせてたけど、勘違いじゃなかった。


    　骸むくろ塚づかくんたちの言うとおり、僕はモテてる。


    　詩しノの森もりは、頰ほおを染めて続ける。


    「だからいつの間にか好きになってた。……そりゃ下着を見られたのとかは恥ずかしかったけど。……それも含めて、仕方ない！」


    　キッと、睨にらまれる。


    「可愛かわいくなくたって、私も高校生だもん！　優しくされると好きになるよ！　好きなひとがほかのひとを好きらしいとか聞いたら、ショックだよ！　……なのにっ！　なのに関係ないとか、気にするなとか！」


    　大音量で。


    「気にするに決まってるだろうが響ひびき川かわバーカ！　ちょっとはひとの気持ち考えろ！　恋愛偏差値低すぎ！」


    「う、うるさいバーカ！　こっちはモテ慣れてないからそういうのわかんねえんだよ！　誰がモテ慣れてないんだよ！　自分で言わせんなよ！」


    「今モテてるくせに！　この先もう、モテることなんかないからねっ！」


    「怖いこと言うな！　あとワンチャンスくらいあってもいいだろ！　モテなさすぎて、マジ犯罪に走ったらどうする！」


    「響川くんなんて、一生カラオケのデュエット曲をひとりで歌ってればいい！」


    「一回くらいは誰か歌ってくれるよ！　そう願うよ！」


    「立てたフラグ全部見み逃のがして、孤独死すればいい！」


    「やめろ！　ないとも言い切れないんだぞ！」


    　なんて言いながら、僕は見てしまう。


    　詩ノ森が泣いているのを。


    　僕の視線で、詩ノ森も自分の状態に気づいた。


    　涙に濡ぬれる眼帯をゆっくりと外してから、穏やかに。


    「……私、響川くんが好きでした。昨日、学園祭に誘ったときに言おうとしたけど、言えなかった。……響川くんが、劇を見に来てくれたら、そのとき告白しようと思ってた。……でも、もう言わない。私には、そんなこと言う資格ない」


    　傷が光る。


    「響川くんは私のせいで学園祭が嫌いになった。怖くなった。本当なら、去年も一昨年も、普通に学園祭を楽しめてたはずなのに、私がその機会を奪った。……それをどう償つぐなえばいいのかわからない」


    　呟つぶやく詩ノ森からは、普段の元気は消えている。


    「だからせめて、響川くんの望みを叶かなえるよ。学園祭は中止させる。どんなことをしても」


    　これは告白だ。


    「だからお願い。今回だけは、私と付き合って」


    　僕は告白されている。生まれて初めて女の子から、好きだと。そのために、自分はどうなってもいいとまで。


    　これがありきたりな告白だったなら、答えは決まりきっていた。


    　詩しノの森もりは可愛かわいい。それにいい奴だ。僕だって二週間、それなりに楽しくなかったと言えば噓うそになる。これがありきたりな告白だったなら、僕は迷わずＹＥＳと言っていただろう。


    　だけどそれは、違うのだ。


    　僕は口を開く。心を静め、呼吸を整え、返事を言う。


    　答えは。


    「……ＮＯだ。僕は、お前とは付き合えない」


    　頷うなずくわけにはいかなかった。


    「正しくは、『今のお前には付き合えない』と言ったほうがいいのかな。……冷静になれ、詩ノ森。あれだけやりたがってた学園祭を、僕のために中止にしていいのか？　それがお前のやるべきことなのか？」


    　僕はこいつに、自じ己こ犠ぎ牲せいなど望んでいない。


    　眼帯を握りしめる詩ノ森に、僕は言う。


    「僕は学園祭が嫌いだ。学園祭ときたら、ひとは多いし、親は見に来るし、女子はおろか男子までメイド服着るし、祭りに出ない僕としては、有り余る時間をどうやって潰つぶせばいいか悩むし。いざ終わったら終わったで、あとの寂寥感さみしさは最悪だ。事故があってからずっと、参加したくないって思ってた。なくなればいいって言った。それは本当だ。けどさ」


    　一いつ拍ぱく。


    「お前が言うな」


    　ありったけの気持ちをこめて、それだけを告げる。


    「お前は学園祭が大好きなんだろ？　学園祭がやりたくてやりたくて仕方ないんだろ？　だったらその気持ちを偽いつわるな」


    　僕たちは同じじゃなかった。


    　僕と詩ノ森は、学園祭でトラウマを背負わされた。そのせいで僕は学園祭嫌いになり、学園祭を妨ぼう害がいする方向へ舵かじを切った。


    　だが詩ノ森は、僕みたいにはならなかった。学園祭を嫌いにならず、過去を前へと進む力に変えた。始まりはネガティブであっても、今はポジティブだ。


    　こいつがお節介を焼いたおかげで、美び藤とうは部をやめずにすんだ。


    　こいつが出しゃばったおかげで、骸むくろ塚づかくんは学園祭の手伝いに参加できた。


    　こいつが僕を誘いに来たおかげで、会長の犯罪は未然に防がれた。


    　出発点が強迫観念だって、誰かの役に立ったならいいだろ。


    　やってて楽しいなら、それでいいだろ。


    　好きだってことは、悪いことじゃないだろ。


    「僕がどうあれ、学園祭が好きだって、言い続けろよ。お前がそこを否定しちゃダメだろ」


    　好きなら諦あきらめるなよ。


    　泣くな。


    　僕まで泣きたくなる。


    　僕にもわかる。好きなものを好きだと言えない苦しさは。それがどれだけ心に重くのしかかるのかは。僕だからこそわかるのに。


    　僕の言葉は、届かない。


    「もう遅いよ」


    　詩しノの森もりの足元には、一本のコードが伸びていた。それは彼女から四、五メートルほど離れた脇まで伸び、半球型になった採光用の小窓に繫つながっている。


    　半透明のプラスチックでできた、覆おおいの下。透すけて見えるのは、四角い固形の物体。


    　カムフラージュを施ほどこされたそれが何か、すぐ察しがついた。


    「爆弾だよ。導火線に火をつければ、数秒で爆発する」


    　その奥、屋上の隅には、似たような爆弾も見つかった。各所に仕掛けた余りだろうか、たっぷり一ダースは残っている。


    「いざというときに使うために、準備だけはしておいた。……爆弾を使わなくとも、学園祭をできなくする方法はある」


    　詩ノ森の手が、腰へと回る。


    　取り出されたのは、例の拳銃型ライター。


    　その先を、導火線へと近づける詩ノ森。


    「ここで私が爆発したら、学園祭は中止になるよね？」


    　恐ろしいことをさらりと言う。目が笑ってない。ジョークではない。


    　テロ計画を邪じや魔まされた詩ノ森は、自爆犯に転向する気なのだ。


    　させてなるかと、僕は努めて穏おだやかに話しかける。


    「……ライターを放せ、詩ノ森」


    「いや」


    「僕はお前に、そんなことしてほしくない」


    「私はかまわない。そうしないと、響ひびき川かわくんが苦しむ」


    「かまわなくないだろ！　自爆したら、顔に傷きず痕あとつくどころじゃない。死ぬんだぞ！」


    「いい！」


    　詩ノ森は、ますます固くライターを握りしめる。変なとこマジメで、言いだしたら聞かないのは、僕の知る詩しノの森もりなのだけど。


    　彼女がそれを手放さないかぎり、危険な状態は続く。


    　時間の余よ裕ゆうはなかった。長引けば、ここに警察が到着してしまう。僕は詩ノ森が爆弾犯として逮たい捕ほされるところを見るのは嫌いやだ。断じて。


    　説得はここまでだ。


    「そう。じゃあ勝手にすれば？」


    　突き放すように言って、大きく背伸び。それだけで関節がボキボキ嫌な音を立てる。


    　いきなり態度を変えた僕を、不審げに見守る詩ノ森。


    「……何するつもり、響ひびき川かわくん？」


    「何するも何も。軽い運動」


    　膝ひざを曲げ伸ばしつつ答える。


    「お前はそのライターで火をつけるんだろ？　だけど、火が爆弾本体に行き着くまでには、ほんの何秒か時間がある。だったら僕は、引火する前にそこまで行って、導火線の火種を踏み消してやるだけさ」


    　ただでさえスタミナのない僕だ。寝てない上に、今日は朝から疲れることばかりだった。


    　体力など、とうに底をついている。ベストコンディションにはほど遠い。


    　詩ノ森もそれは知っている。


    「そんなこと、響川くんには無理だもん！　普通でも足遅いのに！」


    「ああ。確かに僕は足が速くない。運動会の徒競走じゃ六人中の六位しか取ったことのない男だ。最下位常連だ。……だけど、今日は違う。本気出した僕は、音速を超えるぜ？」


    　退ひく気配のない僕に、苛いら立だつ詩ノ森。


    「もう押すよ！　噓うそじゃない！　点火しちゃうから！　逃げないと、死んじゃうんだよ！」


    「お前が死んだら、僕も死ぬ」


    　絶句する詩ノ森に、僕は言う。


    「好きだと言ってくれた子を見殺しにする僕じゃないんだよ。助けられなかったら、僕もいっしょに吹き飛ぶまでだ」


    　覚悟はある。


    　必死の面おも持もちをした相手へ、ストレートに、思うところをぶちまける。


    「……よく聞けよ、詩ノ森。お前がやろうとしてることは、全部無駄。僕のために学園祭を中止させるとか、イタい子もたいがいにしとけよな。馬鹿じゃねえの」


    　わかってる。馬鹿は僕だ。全部、僕の責任だ。


    　僕が好きなものを好きだと言えなかったばかりに、詩ノ森はこんな事件を起こすことになった。すべてが自分の罪だと考えて。苦しんで。


    　僕はそんなこと望んでない。


    　じゃあ、何を望んでる？


    　僕は主張しようとする。


    「僕はな、僕は、学園祭が……」


    　言おうとすればするほど、もがけばもがくほど、言葉は出てこない。


    　流れる冷や汗は、ぶり返しの予兆。刻まれたトラウマが、僕を締めつける。心を。体を。


    　けれども今日は、諦あきらめられなかった。倒れるわけにはいかなかった。


    　ここではっきりさせなければ、詩しノの森もりは僕の思いを認めないだろう。学園祭を妨さまたげ続けるだろう。僕のためにと。自分が傷つくことさえ厭いとわずに。


    　そんなこと、あってはならないのだ。


    　だから僕は、言わねばならない。


    「僕は、学園祭がっ……」


    　呂律ろれつが回らない。襲い来る強烈な目眩めまいと過去のフラッシュバック。


    　折れそうになる膝ひざを叱しつ咤たする。


    　心を余さずさらけ出せ。


    　彼女のために言え。


    　学園祭があっても平気なんだと、あいつに伝えろ！


    　トラウマを乗り越えろ！


    　全ぜん身しん全ぜん霊れい。僕は叫ぶ。


    「……僕は、学園祭が好きだ！」


    　吐き出した途端、力が抜けた。


    　それまでの痛みが噓うそのように引いていく。


    　かわりに湧き上がるのは、積年の思い。


    「僕は学園祭がやりたいんだよ！　事故に遭あうまで、ずっと好きだった。事故に遭ってからだって、口にはできなかったけど、本心では好きだったんだ。今年の学園祭だってそうだ。お前があれだけがんばって準備した学園祭を、僕は見たいんだ！」


    　解放された気持ちは、言葉は、止まらない。


    「だから学園祭をやめさせようなんて、考えるな。それは僕の望んでいることじゃない。……僕の望みは、学園祭に参加することなんだから。僕の好きな、学園祭に」


    　好きなものは、諦めない。


    「僕はお前も好きだ。信じようが信じまいが勝手だけど、吹き飛ぶ前にそこまで行って、お前を助ける。超かっこよくな。そしたら改めて惚ほれ直せ」


    　言いたいことは全部言った。ここからはただ、行動あるのみ。


    　僕の話を聞いていたのか、なかったのか。信じたのか、信じなかったのか。


    　詩ノ森は動いた。


    　熱に浮かされたような表情で、握ったトリガーを押しこんだ。


    　ライターから伸びた炎が、導火線に着火する。


    　その瞬間、僕は前へと飛び出した。


    　走る。走る。これまでの人生で初めてと言っていいほど全筋力を稼か働どうさせ、これ以上は無理という速度で。


    　なぜこんなことをしているのかと、頭の中で声がする。


    　そうだ。僕は学園祭が怖い。


    　怖かった。


    　学園祭という単語を聞いただけで、背筋が寒くなる。あの日の記憶を思い出し、背中が、肌が、焼けるように痛む。傷いたむ。悼いたむ。


    　加えて一歩間違えばドカンの危機。おまけにこちらは、火が苦手だ。火を見るだけで身が竦すくむ。炎を恐れる獣けもののように。両脚はいつもより重く、本能は危険から逃げろと警告する。


    　今僕を打つのは、痛みと恐怖のダブルパンチ。


    　けど、走れ。


    　今の話が噓うそじゃないって、証明しろ。


    　できないなんて言わせはしない。


    　僕はトラウマを乗り越えた。
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    　このピンチだって、乗り越えられるに決まってる！


    「うおぁああああああああああっ！」


    　口からは悲鳴にも似た叫びがほとばしる。気合いと無鉄砲が交こう錯さくする、魂たましいの唸うなり声を立てながら、僕は猛進。限界以上の速さを叩たたき出しながら、前だけを見て走る。


    　向かうは、短くなりゆく導火線の先でも、爆弾の本体でもない。


    　僕が行くのは詩しノの森もりのところだ。ただ彼女へ届けと、走る。


    　なぜこんなことをするのかって理由は、そこにある。


    　助けたいものは、そこにいる。


    　僕は立ちすくむ詩ノ森をかっさらうようにして、地面を蹴ける。躊躇ためらいもなく。屋上から。足場のない空中へ。命綱なしのダイブを敢かん行こうする。


    　背後で上がる爆発。詩ノ森の爆弾に引火したのだろう。


    　爆風の余波に押されるように、僕たちは跳ぶ。自由を懸かけて。駆けて。翔かけて。


    　跳ぶ。


    　飛ぶ。


    



    



    　表皮に感じるのは、分厚い布きれの肌触り。


    　ごわつく布の感触を確かめながら、僕は腕の中の詩ノ森に言う。


    「……どうやら助かったみたいだな」


    　詩ノ森も目を開ける。


    「……生きてる？　どうして？」


    「僕は反学園祭の闘士、響ひびき川かわだぞ？　学園内の建物は、構造からすべて頭に入ってる。学園祭用に作られた展示物だって、同じことだ」


    　屋上から落下した体は、地面に叩たたきつけられていなかった。


    　僕たちは、半はん裸ら美女の胸元に抱かれるように収まっていた。


    　受け止めてくれたのは、骸むくろ塚づかくんが描いた学園祭用の垂たれ幕まくだ。屋上の壁かべ際ぎわから吊つるされていたそれは、中階テラスにまで届く長さを有する。幕の下部は、テラスのフェンス上に結ばれてあった。


    　僕はこれが掛かっていることを知っていた。骸塚くんの仕事を手伝ったおかげで、これの材質から耐久度から、全部頭に入っていた。


    　飛び降りるなんて方法を採ったのは、この上に落ちれば助かると考えたからだ。


    　丈夫で幅のある帆ほ布ぬのでできた垂れ幕は、小柄な人間ふたりを支えたくらいじゃ破れない。現にこうして、ダイブの衝撃を緩かん和わするクッションになってくれた。


    　僕たちは、ふたりぶんの体重でたゆんだ布の真ん中で揺られている。ハンモックにくるまったようになりながら。


    　下からは、大丈夫かと呼びかける声がかすかに聞こえる。美び藤とうや骸むくろ塚づかくんが、僕たちが転落してもいいように救助隊をスタンバイさせてくれたのだろう。その声らしい。


    　頭上では、まだ爆破による煙が上がっている。危ないところだった。一歩踏み出すのが遅ければ、爆発に巻きこまれていた。爆弾を処理するより、安全圏へ逃れたほうが助かる可能性は高いと判断したのは正解だった。


    　体を確認してみる。どこにも痛む箇か所しよはないようだ。安あん堵どの溜ため息いきをつく僕。


    　一方、助かったというのに、詩しノの森もりは喜んでいない。


    「なんで飛び降りたりするの！　落ちるところがちょっとでもずれたら、死んじゃうかもしれなかったのにっ！」


    「自爆しようとしてた奴が言うな。結果オーライだろ」


    「でも響ひびき川かわくんまで危ないことするから……」


    　このまま言わせておくと、また『私のせいで』論がぶり返しそうだ。半泣きでしがみついてくる詩ノ森を安心させないと。


    「僕は死ぬなんて思ってなかった。……言っておくが、この度たびの慰い謝しや料りようとして、左右合計二十二揉もみしだきの貸しが発生したからな。ツケを払ってもらうまでは死なん」


    「……馬鹿」


    「今の暴言で、合計二十三揉みに増えたぞ」


    　言いながら僕は落ち着かない。さすがに抱きつかれたままでは、平静を保たもつのは難しい。


    　不意に上空で、爆発音が炸さく裂れつした。


    　キャンプファイヤーのような太い炎が立ち上る。爆弾がほかの可燃物にでも引火したのか、さっきまでよりも派手に、火ひの粉こが舞い散る。四方へ降り注ぐ炎の欠片かけらは、ワンシーズン早い花火のようだ。


    　煌きらびやかな火線を見て、あることを思い出した。


    「……聞くところによるとだな」


    「え？」


    「なんでも我が校の後夜祭では、百発以上の花火が用意されてるそうだ。近隣の名物になるほど、それはそれは素晴らしい眺めらしい」


    　急な話に、訝いぶかしげな顔をする詩ノ森へ。


    「……てことで、僕と後夜祭、行こう」


    　今度は僕から告白する。


    　これは僕からの返事だ。昨日のお誘いに対する、保留していた答えだ。


    「僕が学園祭に行けるかどうか、そこはまだちょっと不安はある。でも僕は行きたいと思ってる。行けると思ってる。……美藤の劇見て、そのあとで適当にどっか回って。それから後夜祭に出よう。こんな偽にせ物ものの花火じゃなく、後夜祭で打ち上げられる、ちゃんとしたやつをいっしょに見よう」


    「……うん」


    　返事はとても短く。でもじゅうぶんで。


    　火ひの粉この滝たきを背景に、僕たちはしばらく動かずにいた。


    　僕たちはふたりで、もっと美しい花火を見る。


    　僕が学園祭に行けるのかとか。明日学園祭が行おこなわれるのかも関係なく。


    　見るんだ、と思った。

  


  
    終　　晴れの日は学校を休みたい。


    



    　学園祭は煩わずらわしい。


    　開かい催さいが危ぶまれていた学園祭が、会長が手を回してくれたおかげで、無事行われることになった。


    　僕は手て摺すりに寄りかかりながら、下界を眺める。


    　テラスから見えるのは、普段とは違うハレの景色。


    　遥はるか遠くの正門から校舎まで続くひとの列は、途切れることがない。色とりどりに飾りつけられた校舎や教室。講堂には万国の国旗が吊り下げられ、風船の大群が空を占しめる。校庭を覆おおいつくさんばかりに、ぎっしりと立ち並ぶ屋台や出店。そこから漂ってくる幾いく通とおりもの匂い。


    　スピーカーからは馬鹿に陽気な音楽が流れる。ときおり挿入される連絡放送や迷子の呼び出しも、場の混乱を後押しする。


    　どこもかしこもにぎやかで、騒々しくて、ごちゃごちゃしていて。


    　ひとの群れも喧けん噪そうも。春を忘れさせるほど立ちこめる熱も。浮うわついた空気も。どれも僕の好みからはかけ離れた現象だけど。


    　やがて待ち人が来る。実行委員に割り振られる見回り当番と、クラスの受け持ちをきっちりすませてから。笑顔で。


    　ここからが祭りの始まりだ。


    　僕たちは行く。ふたりで。


    　手を繫つないで。放さずに。


    



    　僕は、学園祭が嫌いだった。


    　でも今は、それほど嫌いじゃない。

  


  
    



    あとがき　『俺？　ら○まの再放送見るから帰るけど？』伝説


    



    　初めに断っておく。


    　あなたが、学校行事が好きで好きでたまらない人間なら、即そつ刻こく読むのをやめるべきだ。本書はあなたにとって、なんら有ゆう益えきではない。


    　だがもし、あなたが行事など苦痛で苦痛で仕方がない、学園祭だろうが体育祭だろうが合唱コンクールだろう修学旅行だろうが、なんでもいい、そんなものに関わりたくないと思ったことがあるのなら、おめでとう。合格だ。本書を読む資格がある。


    　本作は、すべての行事嫌いアウトローのために書かれた。


    



    　きっかけはイケてない学生時代についてトークする某番組だった。僕はこれまで、世の中の人々はみな○○祭と名のつく行事が好きなのだろうと思ってきたのだが、これを見たことにより、そうとはかぎらないと初めて気づかされた。


    　無論、僕も学生時代、学園祭など苦手だった（イケてるイケてない云うん々ぬんより、面白くもないのにわざとらしく楽しんでみせなさい的な雰囲気がダメ）ほうだし、イベント事のある日は憂ゆう鬱うつに感じたものだ。であるからして、ここは一冊、同じ倦けん怠たい感に悩なやむ善良な人々のため、本を作らねばならないのではないかと思い立ったのだ。読むものがあれば、行事中の手持ち無ぶ沙さ汰たな時間も、三十分なり一時間なりは潰つぶせるだろう。


    　そう考えて作り始めた本作だが、書き進めるうち、抱かかえていた学園祭なるものへの疑問や姿勢も整理できてきた。最後には、自分の中で漫まん然ぜんとした結論も見えたように思う。その意味では有意義だったかもしれない。


    　もっとも、結論が見えようが見えまいが関係ない。読者諸しよ氏しには、好きなように読んでいただければよい。読むことで、退屈を少しでも紛まぎらわせてもらえれば幸いである。読むことで、少しでも前向きな気持ちになってもらえれば幸いである。それ以上は望まない。


    



    　また、今回はイラストを切きつ符ぷ氏に書いていただいた。改めて取り上げるまでもなく、各キャラともたいへん可か愛わいく仕上がっている。お礼を申し上げておきたい。


    　同時に、担当編集者にも謝辞を述べておく。平素、編集サイドへの謝辞は省はぶかせてもらっているが、今回は特別だ。氏からの後押しがなければ、この小説は書かれなかった。
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    陸　凡鳥


    Boncho Kuga


    



    今年の目標は、あとがきをまじめに書くことです。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    ハレの日は学校を休みたい！


    



    ２０１６年５月20日　電子書籍版発行


    著　者　陸　凡鳥


    発行人　立川義剛


    編集人　野村敦司


    編　集　山田和正


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２０１１年５月23日　初版第１刷発行


    



    ⒸBONCHO KUGA 2016　ISBN978-4-09-451273-1


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償にかかわらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。
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